

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　俺の指を鳴らして放たれる、四発の魔法弾。

　その光は、それぞれ別の巨獣に当たると肉体を蝕むしばんでいく。

　破壊竜バハムートは瞬またたく間に石となり、獣王ベヒーモスは毒で血を吐いて崩れ落ち、魔人ヘカトンケイルは全身が麻ま痺ひして倒れ込み、蛇神ナーガは地面に突っ伏して爆睡した。

　自分が手のひら大の小人になったと錯覚するようなスケールの樹海で、あくびを漏らす。

「ったく、攻撃力ゼロの俺なんて無視して、お前ら同士で殺し合ってろよ」

　なんて言っても無理だろう。

　なにせ樹海全体が俺の縄張りだ。こいつらが縄張りを持つには、俺を殺すしかない。

　バハムートの石像を眺めてから、踵きびすを返してベースキャンプを目指した。

　ここは死の山脈。勇者と呼ばれる連中でも生きて帰れる保証はない、この世の地獄だ。

　でも、俺にとってはもう庭のようなものだった。

「ここに来てもう一年か。そろそろ、街に降りてもいいかな」

　修業を始めて一年間。俺は一切の攻撃手段を覚えられなかった。いまも昔も、攻撃力はゼロのままだ。それでも、この世界最悪の魔境で、生態系の頂点に立てた。

　これもすべて、師匠のおかげだ。

　ベースキャンプが見えてくると、師匠が様子を見に来ていた。そろそろ修業も終わりだろう。そう思うと、一年前のあの屈辱を思い出さずにはいられなかった。


　　　　◆



　魔法兵として、入隊二年目の俺には秘密がある。世間からは三流魔法使いだと思われているけど、なんと冥府を治める大女神、冥王ハルディスの弟子をしているのだ。

　魔法界の頂に君臨する冥王の弟子だ。いずれは世界一の大魔法使い、そして英雄になってやる。そうすれば俺の初恋だってきっと……さて、今日も軍の旧隊舎で秘密の特訓だ！




「うん、無理」

　ゴスロリ幼女は、笑顔でそう言った。

「……………………あの、師匠……無理って……」

「いやだってさ君、魔法学校時代から四年間修業しているけど超初級の攻撃魔法ひとつ使えないっておかしいだろ。ネズミだってもうちょい成長するよ。人間の自覚ある？」

　師匠の辛辣過ぎる言葉にガラスのハートを砕かれ、俺はその場に膝をつく。紫色のツインテールを指ではじき、ため息をつく師匠は、つぶらな目を半分閉じて、お人形さんのように小さな頭をやれやれと振った。見た目は可愛かわいいのに、吐き出す言葉には毒しかない。

「で、でも師匠、四年前、俺が魔法学校に入学したとき、才能あるって……」

[image: ]

　そうなのだ。魔法学校の劣等生として悩んでいた頃、突然神々しい雰囲気の幼女が現れ、神託を告げてきた。「君ほど魔法適性のある人間は見たことがない。私が君の隠れた力を呼び覚ましてやろう。さぁ、我が弟子となるがいい」と。

「いや、うん、言ったよ。言ったけどさ、でも攻撃魔法、回復魔法、付加魔法、防御魔法、状態異常魔法の五大魔法のうち、状態異常魔法しか使えないじゃん君」

　初対面の頃に見せていた神々しい雰囲気をなくし、素で喋しやべる師匠。そこからも、彼女の呆あきれ具合がよくわかる。

「何の魔法に適性があるかは鍛えてみないとわからないけどさ、君ぐらい魔法適性が高かったら普通は五つ全部使えると思うじゃん？　なのに毒・麻ま痺ひ・睡眠・能力低下とかしか魔法を使えないって、こんな奴やつ初めて見たよ。なにその武才カンストしているのにＳＭ用ムチしか使えないみたいなの。呪のろい？　前世何かした？　幼女に手ぇ出した？」

　目頭が熱い。穴があったら入りたい。

「師匠、もう許してください。それ以上、思春期の繊細な心をいじめないで……」

「とにかく、君の魔法適性のリソース、状態異常魔法に全振りされてんのよ。防御に全振りし過ぎて何もできなくなった貝と一緒ね貝。名前もシェル（貝）ムだし。英雄？　無理よ無理」

「うえぇええええええええええええん！　貝じゃないもん！」

　号泣しながら逃げ出した。

　酷ひどい。師匠の馬鹿！　いくら可愛かわいくてぽよぽよの手足で寝顔がキュートでも許さない！

　絶対師匠を見返してやる。方法はこれから考えるけど！

　と心の中で叫びながら走り続けていると、旧隊舎から離れた所にある、新隊舎近くで声をかけられた。

「おーいシェルムー」

「ほえ？」

　呼び止めてきたのは、同期の魔法兵だった。

「今日やる新兵説明会の模擬戦、お前に出て欲しいってよ。すぐ来てくれ」

「本当!?　任せといて、先輩魔法兵として、新兵たちをびしっと教育してやる！」

　ほらほら、俺だって必要とされているんですよ師匠。

　俺は、意気揚々とそいつの後をついていった。


　　　　◆



「喰くらえ勇者の力！　ファイナルブレイブ流星群!!」

　所有者の魔力を受け、金色に輝く剣に誰もが目を奪われた。

　その正確無比の乱れ突きは、一撃一撃が、城壁をも貫くと言われている。

　この国では知らぬ者はいないほどに勇名を馳はせた、そう、音に聞こえし勇者デリング・スカロンの必殺技が……俺に炸さく裂れつした。

「おんぎゃあああああああ!!」

　同僚にかけて貰もらった数々の防御魔法（バリア系）と防御力上昇魔法と鋼の鎧よろいを貫かれ、汚い悲鳴を上げながら、情けない表情で仰あお向むけに倒れる俺。昼の太陽がまぶしくて辛つらい。

　これでも、かなり手加減はされているはずだ。

　でないと、ここは練兵場から一転、殺人現場になってしまう。

「このように、状態異常魔法使いの呪術師が、攻撃魔法使いの戦士に勝つことは不可能だ」

　デリングは新兵たちのほうへ振り返り、芝居がかった口調で語る。

「シェルムには、あらゆる防御魔法や付加魔法、自動回復魔法をかけて完全武装させた。対する俺は鎧も着ない運動着姿で武器はショートソード一本。しかも魔力を使った攻撃は一度しか使わないという制約付き。ここまでハンデを付けても、結果は御覧の通りさ」

　全身の痛みに耐え、地面でうごめく俺を指差しながら、デリングは肩をすくめた。

「君たちもこういう落ちこぼれになりたくなかったら、破壊力抜群の攻撃魔法や、武器と肉体に魔法の力を与える付加魔法を覚えた方が賢明だよ」

　説明に合わせるようにして、左手から炎が迸ほとばしり、右手の剣は刀身に炎を帯びた。

「同じ魔法を当てるなら、ちょっとずつダメージを与える毒魔法だの、相手の動きをちょっと鈍くする麻ま痺ひ魔法より、攻撃魔法のほうが効率いいに決まっているだろ？」

「で、でもその後の戦いが有利になるし、味方の支援になるよ」

　俺は地面に転がったまま反論するけれど、デリングは見下した口調で言い返してくる。

「そんなの、敵の足に攻撃魔法をぶつけて機動力を奪うとか他にやりようあるだろ。頭を使え。そもそも、相手を自分より弱くして勝とうなんて、騎士にあるまじき卑劣な行為じゃないか。まっ、世の中には状態異常魔法の才能しかない可哀かわいそうな奴やつもいるんだけど」

　新兵たちは爆笑する。

　あらかじめかけられていた自動回復魔法の効果で俺の傷が治るあいだに、デリングと新兵たちの笑い声が一段と盛り上がり、ふつふつと怒りが沸き上がってきた。

　でもいまは我慢だ。なにせデリングは、女神ティエラ様の夫候補、勇者なのだから。




　この世界には、女神が治める神国と、人の治める王国や帝国がある。

　俺らが住むここ、アヴァロン神国は、大自然を司つかさどる女神ティエラ様が治める国だ。

　おかげでアヴァロンは毎年豊作大漁。国中が有益な動植物の宝庫になっている。

　おまけにティエラ様は美人でスタイル抜群。

　式典とかで目にした日の夜は、必ず官能的な夢を、げふんごふんっ。

　そして、俺の初恋の人だ。この恋は本物だ。女神で女王という肩書に憧れたわけじゃない。というか、国ひとつを治めるティエラ様よりも、冥界全土を治める師匠のほうが女神としての格は上だしね。でも俺は、師匠じゃなくてティエラ様を選んだ。

　ティエラ様は自分を飾らず、正直で、感情を全力で示してくれる。俺は、そういう女性が好みだった。

　そんなティエラ様が婚活宣言をしたのは三年前。

　海洋神国家、アトランティスを治める、海の女神様の結婚式の帰りだった。

　天の鐘とも称される麗しき美声で、

『はっあぁあん!?　あんの色ボケ女神!!　何が先に結婚しちゃってごめんねよ、ふざけんじゃないわよ!!　アタシはねぇ、結婚できないんじゃなくてしないだけなの!!　見てなさい。最優の勇者を見つけ出してあんたの一〇〇倍幸せな結婚をしてやるんだから[image: ]』

　と、全力で感情をブチまけているのを、城勤めの俺は運よく見られた。

　以来、武功をたてた者に与えられる勇者の称号は、ティエラ様の夫候補と同義になった。

　ちなみに結婚相手が勇者なのは、海の女神様の結婚相手が海かい龍りゆうリヴァイアサンを退治した勇者だから、らしい。

　で、俺をコケにして喜んでいるデリングもそのひとりなんだけど、こいつがティエラ様と結婚する可能性が少しでもあると考えるだけで鈍器が欲しくなってくる。人の頭大のものを割るのに適していればなおよし。

　これはただの嫉妬じゃない。デリングとは同い年の十七歳で軍の同期だけど、高潔なデリングなんて見たことがない。

　強きを助け弱きを挫くじき、人の不幸をハチミツ代わりにパンを食べ、自分で蒔まいた種の報いを他人に受けさせ、鬼の目にも流れる涙を母親のお腹なかに忘れてきた、邪知暴虐の勇者だ。

　けれどイケメンで強くて八方美人だから、付き合いの浅い人たちは漏れなく騙だまされる。

　創造主よ、何な故ぜ貴方あなたはこんなにも無駄なモノを創ったのですか？

　などと心のなかで愚痴り、怒りを鎮める。

　平常心だ。復ふく讐しゆうの機会はいつか訪れる。いまは来たるべき日に向けて、爪を研ぐんだ。




「いやぁ流石さすがデリング先輩、戦闘理論も一流ですね」

「流石ティエラ様の夫候補、いや、未来の夫！」

「おいおい気が早いぞ。まぁ、誰かと違って俺ぐらいの天才なら当然の未来だけどな」

「メガポイズン!!」

　脊髄反射で手を突き出し、デリングの股間に猛毒魔法をブチ込んだ。

　これでこいつは誰かに解毒魔法をかけてもらうまで地獄の苦しみを、お？

「何してんのお前？」

　けろりと言ってきた。デリングは眉ひとつ動かさない。

「あ～そうか～、はいはいごめんねシェルム君、俺さぁ、こういうの持ってるんだよねぇ」

　デリングが襟元に手を突っ込み、胸元から取り出したのは、キラリと光るペンダント。その正体に、ギャラリーがざわつく。

「あれって十種類の状態異常を防げるアクセだよな？　今月発売のニューモデルじゃん」

「つうかさぁ、不意打ちした挙句に失敗とかダサくね？　俺なら自殺もんだわ」

「しょうがねぇだろ、あの人、呪術師なんだから。汚い手しかできねんだよ、ぶふっ」

　デリングのドヤ顔とギャラリーの嘲笑に、俺は歯ぎしりをして、地面の土を握りしめる。

　これが、状態異常魔法が馬鹿にされる理由だ。

　同じ当てるなら、直接ダメージを与えられる攻撃魔法のほうがいい。

　相手を弱くして戦う、というのは卑ひ怯きよう臭くてイメージが悪い。

　しかも解除魔法で簡単に治せる。

　治す以前に装備魔法アイテム──通称アクセ──で無効にできる。

　モンスターに至っては、最初から状態異常耐性のある奴やつもいる。

　結果。この世界では、状態異常魔法＝低俗な魔法。状態異常魔法の使い手である呪術師は下劣な卑ひ怯きよう者もの、という評価が支配的だ。

　でも、世間がダサいと思う以上、それは仕方のないことと我慢するしかない。

　俺は十七歳の若年兵とはいえ兵士は兵士。国防を担う立場として、オトナになろうと思う。さっきのメガポイズンは忘れよう。俺はオトナ。クールでクレバーな男なのさ。

「安心しろよシェルム。戦場でお前が死にそうになったら助けてやるからな、お前弱いし。まーあ、お前がビビらず戦場に行けたらの話だけどねぇ！」


「■■■■■■■■■■■■[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッッッ!!!!!!」



　はらわたと脳みそが煮えくり返って絶叫して跳ね起きた。

「くそぉっ！　状態異常魔法だって極めれば凄すごいってことをわからせてやるぅ！　見ていろよ！　いつか俺も勇者になってティエラ様と結婚して指をくわえるお前の目の前で指輪の交換をしてやるんだからな!!」

　涙と鼻水を置き土産みやげに、俺はその場から戦略的撤退をする。

　うしろからはまだ何か色々と聞こえてくるけど、止まらない顧みない振り返らない。

　全力疾走で向かうのは、俺の所属する魔法兵大隊の大隊本部。

　そこで、女性事務員に、休暇届を叩たたきつけた。

「しばらく帰らないから！　大隊長にはそう伝えてくれ！」

「え？　あの？　シェルムさん！」

　それからすぐ寮に駆け込んで、修業の旅に出る準備を始めるけど、

「うぅ、ぐすんぐすん。涙で視界がぼやけて荷造りができない。これも師匠のせいだ……」

「やれやれ、手のかかる弟子だねぇ」

「師匠!?」

　振り返ると、いつのまにか師匠が立っていた。細い腰と、狭い額に手を当て、ため息をつきながらも、表情は優しかった。

　師匠はこちらに歩み寄ると、そっと頬ほおに触れてきた。やわらかい手の感触が心地良い。

「なら極めてみるかい？　状態異常魔法のその先を。ただし修業場所は、死の山脈だよ」

　そこは、神話級のモンスターがひしめき、ひとたび足を踏み入れれば勇者でも容易には帰ってはこられないと言われる、この大陸最大の人外魔境だ。でも、

「行きます！」

　これは、一時の感情に任せて暴走しているわけじゃない！

　死の山脈で生き残れないと、デリングには勝てないに違いない。そうだろ俺！

　デリングを倒す。

　状態異常魔法の凄すごさを世間にしらしめる。

　そして勇者になって、憧れのティエラ様と結婚するんだ！

　そうだ、俺だってやれる。状態異常魔法しか使えなくても、頑張れば……頑張れば……。

　脳内で、ティエラ様の肢体から、ドレスがすとんと落ちる。

『シェルム……き、て♥』

　この世のすべてを手に入れられるんだぁあああああ!!

　こうして、俺は師匠と一緒に、死の山脈へと向かうのだった。






第一章　攻撃力ゼロでも万軍に勝つ方法






　一年後。状態異常魔法だけでなく、その先を極め、師匠から免許皆伝をもらった俺は、師匠と別れ、祖国アヴァロンの神都へと帰ってきた。

　一年ぶりの光景に、目を細め息をつく。

　石造りと木造建築が融合した家々が立ち並び、視線を落とせば、二色の石を組み合わせて模様を形成した石畳が広がっている。

　大通りへ足を運べば、その石畳を蹴って馬車や荷車が行き交い、明るい喧けん騒そうが耳じ朶だを打つ。四頭立ての豪ごう奢しやな馬車が通り過ぎた。いまのは貴族の馬車だろう。

　この街に住んでいる人なら、当たり前のように感じるすべてが、いまはただ愛いとおしい。

「ふっ、下界の空気か……心地よいものだな」

　いまは昼前。春の穏やかな日差しを見上げると、俺の帰りを祝福しているかのように太陽が微笑ほほえみ、白いハトが飛び立った。

「おっと、感傷に浸っている場合じゃないな。軍へ戻ろう。そして皆の目を覚ましてやろう。それが、力を持ってしまった俺の……ただひとつの使命なのだから……」

　石畳を慈しむように、やわらかい足取りで踵きびすを返した。

　大隊本部は神城のすぐ近くだ。もしもティエラ様をお見かけすることがあったら言おう。

「貴女あなたの勇者が、お迎えにあがりましたよ」と。


　　　　◆



「シェルムさん？　あー、あなた除隊になってますよ」

「ほへッ!?」

　一年前と同じ女性事務員を前に、あんぐりと口を開けた。

「一年の休暇なんて受理されるわけないじゃないですか。どこに行ったかわからないし行方ゆくえ不明扱いのまま半年が過ぎたので、規約通り除隊処分になったみたいですね」

「ちょちょ、待ってくださいよ！　そうだ、除隊処分取り消しの申請とかないんですか！」

「それが通るのは一部の優秀な兵士だけですよ。再入隊したいなら、もう一度入隊試験を受けたらどうですか？　まっ、呪術師の需要なんてないと思いますけどね」

　完全に他ひ人と事ごとだった。だが挫くじけてはいけない。ここで諦めたら俺は何のために修業してきたのかわからない。ここは穏便に、腰を低くして取り入ろう。

　左手の薬指に何も装備していない、女性事務員（三〇歳）に、揉もみ手をして頼み込む。

「そんなこと言わずにお願いしますよ。俺が復帰したらお姉さんの優しさを独身兵士たちに広めますから。むしろここで俺を見捨てたら結婚なんて一生できな──やめてナイフを出さないで！　唸うならないで立たないでナイフを振り上げないで！　うわぁああああ！」

　交渉決裂の気配を察知した俺は、鮮やかに身をひねりながら凶きよう刃じんをかわし、大隊本部からうしろ向きに前進した。猛スピードで。


　　　　◆



「あーあ、まさか除隊されてるとはなぁ、無職スタートとかハード過ぎだよ」

　神都の大通りをぶらつきながら、ついぼやいてしまう。

「っと、そろそろ昼飯時か」

　太陽は真上で、飲食店はどこも、外の席までいっぱいだ。

　昼飯を食おうにも、金は旅支度のときに全部使ってしまった。

　アイテムボックス──別次元に無生物を出し入れする高位魔法、五大魔法に含まれない特殊魔法で俺も使える──には死の山脈で狩ったモンスターの肉が眠っているけど、白昼堂々、モンスターの生肉を食べている男がいたら、一分で衛兵が飛んでくる。

　それにせっかく一年ぶりの街なんだ、まともな料理が食べたい。

　いますぐ楽して簡単にお金の手に入る方法を探さないと……ん？

　喧けん騒そうのなかに混じる歓声に気付き、振り向いた。

　そこは大通りに面した広場だった。街が催し物を開いたり、大道芸人やパフォーマーが一定の料金を支払い、芸を披露したり興行を打つ場だ。

　そこに集まった人々の中心には、熊のような大男と、胡う散さん臭くさい細身の男が立っている。近くのテーブルには、ぱんぱんに膨らんだ革袋が置かれていた。

「さぁさぁ、もう挑戦者はいませんか？　怪力王ヘラタスを一分以内に輪の外に出せたら金貨一〇〇枚！　挑戦料は金貨一枚。成功すれば一〇〇倍になります！　それにヘラタスはもう本日三七戦！　そろそろ疲れたんじゃないですかねぇ？」

　細身の男の横で、大男が鼻息を荒くしながらマッスルポーズで力こぶを強調する。

　いや、ここは疲れたアピールしたほうがいいんじゃないかな？

　観衆の顔をぐるりと見渡すと、皆、周りの顔色をうかがい合っている。

　三七戦もしているなら、そろそろ自分たちでも倒せるんじゃないか。でも失敗したらなあ、あともう何回か誰かに戦ってもらってからがいいか。誰か行かないのかよ。そんな風に思っていそうだ。

　最初から参加する気のない見物人も、早く次の挑戦者出て来いよ、退屈だろ、と言わんばかりに、周りの男たちの顔を見回している。

　もしかして、これは状態異常魔法の名を上げるチャンス？

　それに金貨一〇〇枚といえば、新兵の給料半年分より多い。これはやらない手はない。

「はいはーい。俺参加しまーす」

　俺が手を挙げながら前に進み出ると、細身の男は手を叩たたく。

「おっ、お兄さんやる気だねぇ。では参加料を」

「ない。勝ったら賞金から一枚払うよ」

「はい？　あのねぇお兄さん、挑戦料がないんじゃ──」

「俺が負けたら、これあげるよ」

　男の言葉を遮り、俺はアイテムボックスからドラゴンの牙を一本取り出した。

　手元の空間に光の魔法陣が描かれ、その中央から、白く、鋭利な牙がずるりと顔を出し、手のひらに落ちる。

　他のモンスターのものとは明らかに違う輝きと光沢に、男は生唾を飲み込んだ。

「ここ、これは……いいでしょう。挑戦を認めます！」

　どうやら、ドラゴンの牙と、その価値を知っているらしい。

　俺には無理だけど、然しかるべきルートでさばけば、金貨一〇〇枚以上で売れるだろう。

　俺なら、質屋の親父おやじに足元を見られて金貨数枚で買い叩かれるのがオチだ。

「ではお兄さん、名前は？」

　細身の男に促されて、俺は胸を張った。

「元アヴァロン王国軍魔法兵、呪術師のシェルムだ」

「へぇ、お兄さん魔法使いなの。言っておくけど、魔法は禁止だよ？」

「えっ？　そうなの？」

「いや、そりゃそうでしょ。こういう勝負で武器と魔法ＯＫの興行とかないから」

　麻ま痺ひ魔法で動きを封じてから外に放り出して、状態異常魔法の有用性をアピールしようと思ったのに、肉弾戦オンリーとか無駄じゃん！

　地面に書かれた、直径四メートルほどの輪に俺が入ると、目の前で大男のヘラタスが肩をいからせた。

「ぐはは、アテが外れたようだなボウズ。言っておくが、俺は呪術師なんていうガリヒョロが相手でも手加減してやんねぇぞ。なにせこの俺は」

　なんだかぐちゃぐちゃと、安っぽいセリフを吐いている。それ、昨日用意したセリフなの？　練習とかしてるの？　それより魔法禁止って、せっかく死の山脈で奥義を会得したのに、魔法を禁止されたら状態異常魔法の凄すごさをアピールできないじゃないか。

「始めぇ！」

「喰くらえ！　この殺人タックルを！」

　まぁ、禁止されようと、俺はバレずに魔法を使えるんだけどね。

　強制的に腰を打ち砕くギックリ腰魔法、ギックリーマを地面伝いにかけた。

「ひぎゅん!!」

　激痛に顔を歪ゆがませ、ヘラタスは派手に転倒した。それをサイドステップでかわした俺の視線の先で、ヘラタスは地面を転がりながら輪の外へ出ると、腰を押さえながら「腰がぁあああ！」ともがき始めた。

「……ヘラタスが負けた？」

「な、なにが起こったんだ？」

　ぽかんと口を開けたまま動かないギャラリーをしり目に、俺は肩を落とす。

　まったく、本当は派手に魔法をぶっ放して倒したかったのに。

「あーあ、ほんと、アテが外れたよ。じゃあ金貨は貰もらっていくよ。ほい、挑戦料」

　テーブルの上の革袋から、金貨を一枚取り出し、細身の男の手に握らせる。

　革袋をアイテムボックスに放り込み、俺は重い足取りで、飲食店通りを目指した。

　久しぶりの料理だ。

　時間帯的にどこも混んでいるだろうけど、味は妥協したくない。

　気を取り直して、足取りを無理に軽くした。


　　　　◆



　三〇分後。新しくオープンしていた酒場を見つけた俺は、左右のウエスタンドアを押し開け、店内の様子をうかがった。

　吹き抜け構造の店内は、一階から二階席がよく見える。

　どちらも明るい笑い声に満ちたいい雰囲気で、料理もおいしそうだ。

　満席の丸テーブルのあいだを通り抜け、奥のカウンター席に腰を下ろす。

　それから料理と飲み物をいくつか注文すると、これからの計画を練った。

　俺の目的はふたつ。

　ひとつ、状態異常魔法の有用性を、世間に知らしめること。

　ふたつ、勇者になり、ティエラ様と結婚すること。

　どちらも、武勲を手にし、名を上げないと果たせない事柄だ。

　武勲を上げやすいのは、軍に入って活躍するか、冒険者ギルドに登録してＳランク冒険者になるかのどちらかだ。

　本来の計画では、軍に戻ってから訓練でデリングに圧勝。軍上層部やティエラ様の目にとまり、重要な任務に就けてもらい活躍。晴れて勇者になるはずだった。

　でも、いまから軍に入り直しても、長い下積み生活が待っているだけ。出世の機会は一年先か二年先か。

　そうなると、あとは冒険者になるしかない。

　冒険者とは、傭よう兵へいやモンスター討伐など、危険な依頼をこなし報酬を貰もらうか、討伐したモンスターの素材を換金して収入を得る人たちのことだ。

　冒険者ギルドに登録して、冒険者になれば、死の山脈で手に入れたモンスターの牙やツノを、然しかるべき値段で換金してもらえる。

　それと、冒険者にはランクがあって、成功した依頼の難易度によって昇格していく。

　最上位のＳランク冒険者にもなれば、確実に勇者の称号を貰えるはずだ。

　ただし、昇格には制限があって、どんなに強くてもＳランクになるには一年以上かかる。

　などと考えているうちに、料理が運ばれてきた。

「おまちどうさま。羊肉の塩焼きステーキと、鶏とり肉にくのシチュー、それに特盛サラダとハチミツパンです」

「どうも」

　死の山脈では、ひたすらモンスターの肉と植物モンスターの葉を食べ続けていたため、こういう家畜の肉と野菜、そしてパンには飢えていた。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡るとはこのことだ。

　久しぶりの味に舌鼓を打ち、夢中で料理を食べていると、思考がおろそかになってくる。

　軍にもギルドにも所属しないでさくっと名を上げる方法はないかなぁ……。




「いたぞ！　あの野郎だ！」

　乱暴な声と足音が店内に押し入り、ドカドカと近づいてくる。

　客たちは口を閉ざし、楽しそうな笑い声は消え、代わりに乱暴な口が開いた。

「テメェ、さっきはよくもうちのシノギの邪魔をしてくれたな」

「俺らファミリーにたてついて、ただで済むと思ってねぇよなぁ」

「明日の遠征前の、錆さび落としにしてやるよ」

　明日の遠征？　何か閃ひらめきそうだぞ。

「のんきに食ってんじゃねぇ！」

　椅子を引っ張られ、俺はカウンター席から遠ざけられてしまう。でも、その直前にハチミツパンを手に取り、口に運び続けた。

「おいお前ら、やっちまえ！」

　う～ん、でも遠征先で活躍するだけじゃあ手柄を横取りされるかもしれないし……。

　四方を囲む男たちが、腰から剣を抜いたので、俺は自分に状態異常魔法を使う。

　石化魔法の進化系、鋼鉄化魔法をさらに発展させた魔法、ミスリルフォーゼ。これは、体を伝説の武具と同じ金属、ミスリルに変化させる魔法だ。

　パンをちぎって食べる俺の頭に、首に、肩に、次々肉厚な刃やいばが叩たたきつけられた。

　けど、俺の望まない何かが触れた部位は、ゼロ秒で自動的にミスリルに変化した。

　俺の身体からだが無骨な剣を弾はじくと、男たちは大きくのけ反り、驚きの声を上げた。

「な、なんだこいつ？　服の下に鎧よろいでも着てんのか？」

「いや、でもいま頭も弾いたぞ？」

「ええい何やってやがる、貸せ！　俺がやる！」

　うしろから聞こえるのは、さっき広場で聞いた声だ。口調はだいぶ違うけど、どうやらあの、胡う散さん臭くさい細身の男らしい。

　うるさいなぁ。もう黙っていてよ。

　半径一メートルを範囲指定後、麻ま痺ひ魔法を発動させた。

　俺が最後のパン切れを口に入れると、男たちが床に倒れ込み、手足を痙けい攣れんさせる。

　指先についたハチミツをなめとりながら、俺は椅子から立ち上がった。

　左側に倒れている男を見下ろすと、喉の麻痺だけ少し解いてやる。

「おいお前、明日の遠征って何か聞かせてくれよ」

「てめぇ……なにもん、だ？」

「俺の名前はシェルム。世界最強の呪術師だ」

　全身が麻痺し、視線だけで見上げてくる男の目は、恐怖に震えていた。


　　　　◆



　一時間後。俺は直通の高速駅馬車に乗り、神都を出ていた。

　男の話をまとめるとこうだ。

　もともとアヴァロン国は、隣国エリダヌス帝国からの侵攻に遭い、戦争状態にあった。

　そんななか、軍は帝国のあらたな侵攻作戦の情報をキャッチし、迎撃せんと兵の派遣を決定。その第一陣が出発したのは三日前で、傭よう兵へいたちを集めた第二陣の出発は明日らしい。なら話は早い。

　第一陣が帝国軍とぶつかる前に、俺ひとりで帝国軍を殲せん滅めつすればいい。地面に倒れ伏す帝国兵たちのなか、ひとり佇たたずむ俺を、アヴァロン軍の部隊長は放っておかないだろう。

　もちろん、俺が名もなき呪術師だとわかれば、手柄を横取りされるかもしれない。

　そこをクリアできるかは、俺の演技力次第だ。まぁ、部隊長の愚鈍さに賭けよう。

　謀略は得意じゃないし、口も上う手まくないけど、少しでもいいセリフを考えておこう。

　そうして夕日が沈みかけた頃、駅馬車は終点である、国境方面の街に到着した。

　駅を出ると、国境のある平原を目指す前に、自分に二種類の状態異常魔法をかけた。

　ひとつ目は、疲労と痛みを感じさせなくする麻ま痺ひ魔法モルヒーネ。

　ふたつ目は、筋肉のリミッターを少し外す魔法バサク。

　師匠直伝のこの魔法で、俺は道路を駿しゆん馬めよりも速く駆け抜け、街の人々を驚かせた。

　師匠は、ただのゴスロリ可愛かわいい幼女じゃない。熟練兵が二秒で逝ゆける死の山脈でも、師匠の状態異常魔法があれば生態系の頂点まっしぐらだ。

　バサクは、体を守る筋肉のリミッターを外す自壊魔法だ。でも、筋肉が壊れるからこそ、筋トレとしての効果は高いと、師匠は俺と温泉に浸つかりながら言っていた。（師匠の体を洗うのは弟子の役目なので、やましいことはしていない。俺はロリコンではない）

　死の山脈で、俺は常時この状態でいた。

　すると、普通にサバイバルをするだけで、地獄の筋トレメニューをこなしているような効果を得られたし、痛みと疲労を麻痺させて動き続けることで、持久力も鍛えられた。

　この修業方法は、全身筋肉痛で苦しむデメリットがあるけれど、モルヒーネで筋肉の痛みを感じなくしていたから、生活にも師匠のロリボディを洗うのにも支障はなかった。

　いまでは駿馬以上のスピードと、一晩中走っていられる持久力が自慢だ。それを、バサクとモルヒーネでさらに強化している。

　街を出て、他の町をいくつも素通りして、走り続けた。

　夕日が沈み、月が昇り、傾いていく深夜。日付が変わる頃に平原にたどり着き、しばらく走ると、小高い丘を登り、頂上から平原を一望する。

　目を凝らすと、遠くに野営中の陣が見えた。

　川を模した水色のラインに、王家の紋章を入れた旗印は、エリダヌス帝国のものだ。




　この大陸には、エリダヌス川という、長大な川が存在する。

　複雑に曲がりくねり、多くの国を通るその長さは、世界一と言われている。

　エリダヌス帝国は、もとはエリダヌス川の源流となる湖を持つ一王国に過ぎなかった。

　でも一〇〇年以上前、源流を持つことを理由に王様が、川全部が俺の物とか言い出して、川の流れる国へ次々戦を仕掛けて勝利した。

　結果、エリダヌス川の通るすべての国を属国にして、エリダヌス王国は帝国になった。

　そのまま帝国の野心は増長して、今度は大義名分ゼロでアヴァロンに侵攻してきている。

　理由はただひとつ。大自然の女神が治める、豊ほう穣じような土地が欲しいからだ。

　まったく、いくらティエラ様の恩恵を受けられないからって、逆恨みもいいところだよ。

　俺の愛するティエラ様に仇あだなす悪には天てん誅ちゆうを下さないと。




　俺は九八パーセントの私情と、二パーセントの正義感で大魔法を発動させる準備をする。

　敵の数はおよそ一万。

　万軍を殲せん滅めつするには、俺の開発した最大広域魔法を喰くらわせるしかない。

　まだ名前のないその魔法を発動させるべく、口を堅く閉ざし、意識を集中させた。

　まずは魔力を天へ昇らせ、静かに、そしてゆっくりと敵陣地の上空を覆いつくしていく。

　これは、並の魔法使いなら一万人がかりでも不可能な大魔法だ。さすがの俺も、これには結構な魔力を消耗する。一日一回が限度だし、明日は魔法が使いにくくなるだろう。

　体力と同じで、魔力も使い過ぎると次の日にも影響する。

　でもそれでいい。何せこれ一発で、万軍ひとつを潰せるのだから。

「これで終わりだな、エリダヌス軍」

　ちょいとカッコをつけた口調で呟つぶやき、両手を天へ伸ばす。

　直後、雲ひとつない夜空に、巨大な魔法陣が無数に形成され、翠みどり色の光を放つ。

　巨大な魔法陣が折り重なりさらに大きな魔法陣を形成し、輝きは最大に達する。

　敵陣がにわかにざわついたけどもう遅い。

「眠れぇええええええええええええええええ[image: ]」

　指揮者のように、勢いよく両手を下ろした。

　すると、俺の意思に従い魔法が発動する。

　広大な魔法陣から翠色の光弾、睡眠魔法が比喩表現抜きで、雨と同じようにして地上に降り注いだ。

　もはや、かわすとか、防ぐとかいう次元の話じゃない。

　破壊光線と勘違いしたであろう帝国兵たちはパニックになり、逃げだすが効果範囲から逃げる前に直撃を喰らって次々倒れ伏す。

　睡眠魔法耐性を上げる装備魔法アイテム──通称アクセ──を持つ兵もいるだろうけど、俺の魔力は、ちゃちな魔法アイテムで防げるレベルを超えている。

　眠るだけだから死人はいないけど、人類滅亡の瞬間と言っても過言じゃない光景だ。




　魔法名にはカタストロフとか、アポカリプスとか付けたくなってしまう。魔法名に意味はないけど、名前がないと、他人から訊きかれたとき、カッコがつかない。

　一般人にはあまり知られていないけれど、魔法の名前は個人の自由だし、なくてもいい。

　魔法名の詠唱は、何を使うか強く意識して、発動しやすくする程度のものだ。

　魔法の発動は格闘技と似ている。「右ストレートォ！」と叫ばなくても相手を殴れるように、そして、体力と筋力で体を動かし技を出すように、魔法使いは自分の意思で魔法の源である魔力を操り、各種魔法に変換する。魔力を操る才能を、運動神経になぞらえて、魔法神経が良い、という言い方をする。

　俺は攻撃魔法の才能はゼロだけど、状態異常魔法の才能は世界最強を自負している。

　魔力の量や、魔法神経はピカイチだ。

　その証拠に、これだけの大魔法を、誰にも気づかれることなく、発動に成功させた。




　間もなく魔法は終わる。俺は、丘を駆け下りた。

　俺の魔法を防げる奴やつがいるとは思えないけど、念には念を、だ。

　数分後。本陣のなかを見回っていると、ひとりの男が声を上げる。

「貴様、アヴァロン軍の魔法使いか!?」

　現れたのは、仰々しいローブをまとった、古き良き魔法使いの格好をした男だった。

　結構な男前で品格もある。たぶん、魔法の名門の出身だろう。

「へぇ、俺の睡眠魔法を防ぐなんてね、驚きだよ」

「ふん、ナメるなよ若造。私はエリダヌス帝国でも随一の魔法防御の達人にして、魔法耐性を上げる家宝魔ま耐たい輪りんの所有者。私に防げない魔法など存在しない！　貴様はかなり腕の立つ魔法使いと見たが、相手が悪かったな。さぁ、得意の魔法を撃ってみるがいい。全てを防ぎ切り、無力を痛感したところを我が秘術でトドメを刺してやろうではないか！」

　男の言葉に俺は震え、足がすくんだ。

　生まれて初めてだった。こんなにも痛々しいセリフを真顔で胸を張って、しかもちょっとポージングをキメながら言えてしまう男に会ったのは初めてだった。

　いまの言い回しは、確か三〇年ぐらい前、闘技場で流は行やった口上だ。

　去年読んだ情報誌の『懐かしのオールド口上特集』というページで読んだ覚えがある。

　あの人、普段からあんなことを言ってるのかな？　家族はいるのかな？　まさか参観日や三者面談でもそのノリじゃないよね？　子供グレちゃうよマジで。

「ふふふ、どうやら恐怖のあまり声も出ないようだな。解わかる、解るぞその気持ち！　なに、恥じることはない。そも、この私を前にして正気を保てというのが無理な話だったのだ！」

　聞いているこっちが恥ずかしくなってきて、対応に困る。

　どうしよう、これ本当のこと言ってもいいのかな？

「そちらが来ないのならばこちらから行くぞ。リフレクトボール！」

　男の体が半透明の球体に包まれる。手には光の剣が形成され、強い魔力の波動を感じる。

「このリフレクトボールは、先程の睡眠魔法をも防いだ最強究極の魔法反射の防御魔法だ。攻撃魔法はもちろん、付加魔法をかけた武器もすべて防ぎ切る。さぁ来るがよい若き魔法使いよ！　貴様の青き力をこの私に見せぶるぁああああああ!!」

　耐え切れなくなった俺は、ミスリル化させた拳で男の顔面に右ストレートを叩たたき込んだ。どんなに疲れてもとぼとぼ歩けるように、どれだけ魔力を消耗しても、魔法がまったく使えなくなることはない。大魔法を使ったあとだけど、一瞬ミスリル化することはできた。

　鼻骨と前歯が砕け潰れた男は、仰あお向むけに倒れ、そして動かなくなった。

「流石さすがはエリダヌス帝国、恐ろしい敵だった……さて、じゃあ戦利品でも貰もらうかな」

　近くのテントに使われていたロープで男を縛り、手首から家宝を貰っておいた。


　　　　◆



「こ、これはどういうことだ!?　帝国兵が、全員倒れているぞ……」

　翌朝。帝国軍の本陣で、アヴァロン軍の部隊長はありきたりなセリフで驚きを表す。

　部隊長のうしろにいる将兵たちも、驚きを隠せないようだ。

　それを物陰から見ていた俺は、ロープを手に、さっそうと登場する。

「皆さん、ようこそいらっしゃいました。悪あしき帝国軍は、私が無力化しておきました」

　そう言って、ロープを引っ張った。すると、さっきまで俺のいた物陰から、縛り上げられた男が、眠ったまま、ずるずると姿を現した。

　一番立派な天幕で、一番立派な服を着ていたので、こいつが総大将だろうと当たりを付けた。たぶん、間違いないだろう。

　部隊長から驚嘆の声が漏れ、いま一度周囲の様子を確認した。

「本当に、これをひとりで？」

「はい、もっとも、私は殺生が嫌いなので、全員眠らせているだけですが、無力化すればそれで充分でしょう」

　できるだけ、涼やかな好青年を装い、愛想笑いを浮かべる。

　すると、部隊長は喉を唸うならせ、しげしげと俺のことを観察してくる。

「それで貴様、いや、貴公はいずれの国の勇者かな？」

　かかった！

「いえ、私は勇者ではありません。勇者には、この度の功で任命されれば幸いです」

「そうか、それで、名前を伺ってもよろしいか？」

　段々口調がやわらかくなる部隊長に『そのことなのですが』と切り出して、やや悲壮感を作ってみせる。

「私の正体が露見すると、父上が邪魔をすると思うので、論功行賞のときまで伏せさせて下さい。父上は私が戦士になるのに反対なのです」

　部隊長はハッとして頷うなずく。

「成程、なら後は私に任せなさい。貴公のことは、陛下にしかとお伝えする」

　たぶん、俺をどこか高貴な家の生まれで、親の反対を押し切り戦士になった若者だとでも思っているんだろう。口調がかしこまる。

「さ、私の馬車へ。陛下が貴公の活躍を聞けば、大層喜ばれるだろう」

　想像以上に身分の高い人だったときに備えてなのか、むしろ腰が低く見えた。

　俺が名もなき無職の平民Ａで、しかも下っ端後方支援の呪術師だと知ったら、どんな顔をするだろう？

　それを想像すると、恐ろしくもあり、楽しみでもあった。

　こうして、俺は一度も乗ったことがない貴族用の一等馬車で、神都への帰路についた。


　　　　◆



「以上が、此こ度たびの顛てん末まつで御座います。我々は彼かの者の活躍により、ただの一兵も失う事なく、エリダヌス帝国の侵攻を防げました。何なに卒とぞ、お引き立ての程を願いたく思います」

　数日後、アヴァロン神都、神城の謁見の間では、今回の戦の論功行賞が行われていた。

　と言っても、手柄は俺の独り占めだ。

　約束通り部隊長は、女神ティエラ様に正直に話してくれた。

　第一陣である自分たちが着いたとき、すでにエリダヌス帝国軍は全員無力化されており、それはこの青年──つまりは俺ひとりの手によるものだと。

　すると、玉座に座るティエラ様は、表情を明るくしながら俺に声をかけてくれる。

「へぇ、アンタやるじゃない。それで、勇者になりたいのよね？」

「はい、その通りです！」
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　俺は大きく頷うなずいた。

　憧れのティエラ様を前に、興奮し過ぎて、つい声に力がこもってしまう。

　あぁ、流れるような美しい艶つややかな桃色の髪、ピンク色に輝く宝石のような大粒の瞳、白い肌に桜色のくちびる。そして、ドレスの上からでもわかる童貞殺しの爆乳！

　ティエラ様やばい。めっちゃ美人で出るとこ出まくってて引っ込むところ引っ込み過ぎ。

　同じ女神様でも、師匠とは大違いだ。天上界と冥界の違いかな？

　しかも、ティエラ様は神々しいまでの美貌を持ちながら、お高く留とまったところがなくて、表情や声音には、温かい親しみやすさが溢あふれている。俺の顔は、もう熱々だ。

「安心なさい。万軍をたったひとりで倒したんだもの。マリッジエンブレムを進呈するわ」

　桃色の髪をかきあげ、ティエラ様はウィンクを飛ばしてくれる。

「これでアンタも今日から準勇者。あとふたつ集めたら、正式な勇者、つまり、このアタシのお婿さん候補になれるわよ」

「あ、ありがとうございます！」

　ティエラ様の微笑ほほえみに、ドキンとする。

　俺の理想を一流の画家や彫刻家に具現化させても、ティエラ様を超えることはできないだろう。こんな人と結婚できたら、もう他には何もいらない！

「じゃあ早速」

　ティエラ様が人差し指で、くるりと円を描くと、指先にはピンク色の光が灯ともった。

　そのまま、吹き消すように甘い息をかけると、ピンク色の光は指先から離れ、鐘の形へ変化する。そうして俺の左胸、心臓の上に当たるとかき消え、周囲に鐘の音が響き渡った。

　俺の左胸には、桜の花弁を模した刻印がされていることだろう。

　新たな準勇者の誕生に、人々は拍手を送ってくれる。

　軍のお偉いさん、貴族の人たち、他の勇者や準勇者といったセレブが、惜しみない拍手で祝福してくれる。近衛このえの美少女兵たちも、熱っぽい視線を向けてくる。

　一年前までは考えられなかった状況に、嬉うれしくて胸が躍ってしまう。

　ただし、デリングだけは、首を傾かしげながら手を叩たたき、俺を注視してくる。

　デリングが、俺のことをわからないのも無理はない。

　この一年で俺の髪は伸びたし、ティエラ様に謁見するためにと、部隊長が用意してくれた衣装は、前の俺には縁のない、準勇者に相応ふさわしい立派なものだった。

　そもそも、デリングのなかの俺は、弱っちい呪術師だ。ひとりで万軍を倒した英雄とは、似ても似つかない。

　よしよし。あとは俺が状態異常魔法しか使えない、呪術師であることを告白するだけだ。

「続けて、準勇者の証あかしとして聖獣二角馬バイコーンと四分の一ヘクタールの土地と屋敷、それから報奨金を授けるわ。この、えっと、そういえばまだ名前聞いてなかったわね。アンタ名前は？」

「はい、私は」

　背筋を伸ばし、滑舌に気を付けながら、

「元アヴァロン軍魔法兵、呪術師シェルム。世界一の、状態異常魔法の使い手です！」

　謁見の間が、諸侯が息を呑のむ音に支配される。

　一瞬の間のあと、

『じゅ！　呪術師ぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?』

　と諸侯が一斉に叫ぶ。謁見の間は大混乱だ。

「おい貴様！　攻撃魔法も使えるんだろうな!?」

「一切使えません」と俺が答えると、混乱に拍車がかかる。

「ちょっと待て！　呪術師が準勇者だと!?　いいのかそれ!?」

「勇者、準勇者は功を上げた者に与えられる称号。戦闘スタイルに規定はないが、しかし」

「そういえばエリダヌス兵は皆眠らされていたと。おい部隊長どうなっている!?」

「わ、私は魔法のエキスパートだとばかり。まさか状態異常魔法しか使えないとは」

　一方、動揺する諸侯とは対照的に、ティエラ様はいたく冷静だった。

「へぇ、アンタ呪術師なんだ。状態異常魔法だけで万軍に勝つなんてやるじゃない」

　再び俺のハートは射抜かれた。

　流石さすがはティエラ様。

　他の人たちとは違って、風評に流されずに正当に評価してくれる。

　でも、いままで以上に惚ほれ直し、ウキウキしていると、ゲスな声が割り込んできた。

「騙だまされてはいけません！」

　デリングが勇者たちのなかから飛び出し、俺とティエラ様のあいだに割って入る。

「こいつはとんだペテン師です！　俺は同期でよく知っていますが、こいつは戦士ではなく、相手の足を引っ張るしか能がない呪術師なんです！」

「いや、それいま俺が自分で言ったじゃん」

　デリングは無視して、

「それに万軍を無力化したと言えば聞こえはいいですが、ただのひとつも首級しるしを挙げていません。これではただの策士であり勇者とは言えません！」

「何言ってんだ。眠らせればいつでも殺せるだろ？　俺はあえて殺さなかったんだよ。必要ないからね。まっ、人殺し自慢のお前にはわかんないだろうけど」

「テメッ、貴様！　下げ賤せんな人殺しと勇者の武勇の区別もつかないのか!?」

　ティエラ様の前なので、精いっぱい自分を取り繕う。

　強くて美形だから、みんなこいつの演技に騙されるんだよね。

　言っている内容は、ただの言いがかりなのに。

「いや、それ以前に、万軍を貴様が無力化したというのも眉唾だ！　それだけの人数を相手に、睡眠魔法をかけられるわけがない！」

　諸侯の前で、偉そうに言い切るデリング。対する俺は、胸を張って答えた。

「それはお前の実力不足だろ？　一万人に睡眠魔法をかける莫ばく大だいな魔力と、逃げる暇も与えずに撃ち込むだけの魔法スピードがあれば簡単だよ？」

「嘘うそだ！　そんなわけがない！」

　俺を指差しながら、デリングはピッと人差し指を立て、諸侯を見回す。

「俺の推理はこうです！　まずは変装して帝国軍に潜り込み、水や食料に睡眠薬を混ぜた。薬を飲まなかった者もいるでしょうが、そういった一部の者だけを睡眠魔法で直接眠らせたのです。あくまでも汚い裏工作であり、決して我々勇者と肩を並べる存在ではない！」

「いや、それだけの工作をひとりで成功させたら天才だよね……」

　でも、とにかく『武功ではない』『勇者に相応ふさわしくない』ということにしたいらしい。この場に集まった勇者、貴族、軍上層部の人々も、口々にデリングに賛同し始めた。

　なんだか旗色が悪い。

　準勇者にはなれたけど、状態異常魔法のイメージは払ふつ拭しよくできなかったらしい。

　こうなったら、俺からデリングに決闘を申し込んで勝利するしかないな。

　とか俺が思っていると、デリングは声を大にして宣言した。

「ティエラ様。俺がこのペテン師の化けの皮を剥はいでみせます！　シェルム、この場で俺と決闘だ。お前が本当に勇者に相応しい男なら、得意の状態異常魔法で俺に勝ってみろ！」

　ラッキー。どうやら、俺にも運が向いて来たらしい。

　デリングが出しゃばってきたときはどうなるかと思ったけど、これで堂々と勇者を倒すことができる。俺の強さ、状態異常魔法の有用性をアピールできる。

「いいよ。俺も証明したいからね。状態異常魔法でも、極めれば最強になれるって！」

　俺の合意に合わせて、諸侯はその場からうしろへ下がる。

「へぇ、面白そうじゃないそれ。じゃあ立会人はアタシが務めるわね」

　好奇心に美しい瞳を輝かせ、ティエラ様は軽く手を振った。

　すると、俺とデリングの頭上に光が溢あふれだし、薔ば薇らの花の形を取った。これが散るときが、決闘開始の合図となる。

　デリングは俺から距離を取り、腰の剣を抜いて構える。

　対する俺は素手だった。

　大昔と違って、いまでは多くの戦士が魔法を身に付けている。戦士＝魔法戦士だ。

　ただし、俺は魔法に特化した戦闘スタイルなので、あえて武器は持たない。それに、魔法神経が良いから、いざとなれば状態異常魔法を剣の形に固めて使うことができる。触れた相手を状態異常にする、魔法の剣だ。

　もっとも、この戦いで使うことはないだろう。この戦いは、どうせ一瞬で終わる。

「シェルム。これでお前も終わりだな」

　決闘が始まる前に、デリングはニヒルに笑って余裕を見せる。

「言っておくが、俺は決して貴様のことをナメているわけじゃない。この一年、行方ゆくえ不明だったお前が何をしていたかは察しが付く。本当に勇者を目指すくらいだ、よほど腕を上げたんだろうな」

　上げたどころか、お前でも死ねる魔境で食物連鎖の頂点に君臨したよ。

「でもな、俺だって、一年前の俺じゃない。この一年、ティエラ様の夫候補である俺が、ティエラ様に選ばれるべく、どれほどの修業を積んできたか、お前は知らないだろう」

　軍上層部や、貴族の人々は息を呑のみ、憧憬の眼まな差ざしをデリングに向ける。

　それから、デリングは唐突に、淡々と語り始める。

「ファイアドレイク、キングスカル、シルバーレオ、ハザードアンツ、ダマスカスゴーレム、サウザウンドトレント」

　どれも、モンスター図鑑の記述では、危険ランクＡＡ以上のバケモノだ。

　国際モンスター研究協会では、危険ランクＥ～Ａの上、ＡＡ以上は個人での討伐は不可能とし、討伐には、軍隊の派遣を推奨している。

　けれど、そうしたモンスターを個人で倒してしまう例外が、世の中には存在する。

「いま言ったのは、俺がこの一年で倒したモンスターたちだ。わかるか？　いまの俺は、もうお前の知る俺じゃないんだよ。それに、これを見ろ」

　デリングが左手の中指を見せると、指輪がキラリと光った。

　貴族や軍上層部の人々は、自分のことのように誇らしげな顔をして、勇者たちは少し悔しそうな顔をする。

「こいつは毒、麻ま痺ひ、眠り、混乱、狂戦士化、暗闇、聴力低下、耳鳴り、筋力低下、耐久低下、速度低下、体力低下、魔力低下、魔法神経低下、泥酔、魅了、恐慌、石化、小人化、カエル化、合わせて二〇種もの状態異常を防ぐ、超希少アイテムだ。ファイアドレイクの住処すみかの宝箱から手に入れたんだが、これで貴様に勝ち目は無くなってしまったな」

「いいよ別に、その指輪じゃ、俺の魔法は防げないし。見せてやるよ、この一年で俺が手に入れた、最強の状態異常魔法をな！」

　強がるなよ、とばかりにデリングは肩をすくめ、剣を中段に構え直した。

　互いに準備が整ったと見たティエラ様が手を下ろす。

「じゃあふたりとも、思う存分やっちゃいなさい♪」

　巨大なバラの花が散り、鋭い音が響く。

　間髪入れず、デリングは重心を前に傾け、俺は、

　──喰くらえ！　これが、俺が地獄の底で培った秘奥義！

　持ち前の超魔力と超魔法神経で、目にも止まらぬ神速の魔法を下から放つ。




　──極大下痢魔法!!　ゲリナズン!!
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　ゲリナズンは、人間の動体視力を凌りよう駕がする速度で床を伝い、足元からデリングを襲った。

　ちょうど、相手の真下の地面を隆起させる地面属性魔法のように。

「[image: ][image: ][image: ]っ、[image: ]ぎゅぅううう！　ぎぎぎ、ぎざまぁ[image: ][image: ][image: ]、な、なにをぉおお!?」

　デリングは内またになり、青ざめた顔を汗でぐっしょりと濡ぬらしながら睨にらみ付けてくる。

　俺は、親指で自分の胸を指しながら、毅き然ぜんと答えた。

「言っただろ。この一年で俺が手に入れた、最強の状態異常魔法を見せてやるってな！」

「み、見せるって、おま……ひぐっ!?」

　ごろごろごろ　ぐぎゅるるる　ぴぎー　どらららら

　と、デリングの下腹部から、重低音の四重奏が、不吉なメロディを奏でて鳴り響く。

　周囲の人々は、何が起きたのかと首を傾かしげる。

　いま、デリングは人生最大の腹痛と、奈落の底に落ちるような便意に襲われているだろう。必死に我慢しようとしているようだけど、無駄な抵抗だ。

　ゲリナズンは、胃袋を含めた消化器官の内容物すべてを排出させる魔法で、排便を促す小腸と大腸の蠕ぜん動どう筋を強化しつつ、排便を防ぐ肛こう門もんの括約筋の力を、万分の一にまで弱める効果がある。

「はぁっ!?　はぁッ[image: ][image: ]っっ!?　おぐぉおおおお!!」

　ついに、剣士の命とも言える剣を落とし、デリングは目を剥むきながら天を仰いだ。

　貧弱を極めた脆ぜい弱じやくな肛門に、土石流のような運動エネルギーが直撃する。それは、我慢するとかしないとかの問題じゃない。

　人の意思で自然災害を止められないように、東から昇った太陽が西へ沈むのを変えられないように、自分の意思とは関係なく起こる、宇宙の法則なのだ。

「さぁデリング！　おとなしく負けを認めろ!!」

　デリングの顔は形容しがたいほどに歪ゆがみ、九割方白目を剥きながら、前歯を剥き出しにして食いしばる。

「お、おれは、おでは、おでば……[image: ]ッ!!　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　デリングは走った。

　風よりも速く。ゾウよりも力強く。断末魔の叫び声もかくやというほどに絶叫しながら。

　謁見の間の扉を体当たりで破壊し、何ごとですかと尋ねる衛兵を突き飛ばし逃げ去った。

　デリングは逃げ、俺は立っている。つまり、俺の勝ちだ。

「ふっ、どうですか皆さん。これぞ、ＡＡランク以上のモンスターがひしめく死の山脈で一年間生き延びた俺が手に入れた究極の力。状態異常魔法の進化系！　絶望魔法です！」

　この一年間、師匠から多くの絶望魔法を教わったが、俺のオリジナルも多く、ゲリナズンはそのひとつだ。捕食対象を丸のみにするタイプのモンスターと戦うために開発した。

　ゲリナズンをかけると、消化される前に外へと出られる。

　俺のオリジナル魔法なので、当然、これを防ぐ装備魔法アイテム、アクセは存在しない。

　防ぐには、魔法そのものを遮断するようなアイテムや結界が必要だけど、そんな用意がある奴やつはそうそういない。

　エリダヌス帝国にひとりだけいたけど、たぶん、俺の魔力なら押し勝てただろう。

　それにしても、頬ほおのニヤけが止まらない。最高の気分だ。

　帰って早々、憧れのティエラ様と、そして多くのお偉いさん方の前で状態異常魔法の有用性をアピールできた。

　これで世間も状態異常魔法の評価を改めるよね。




「なぁんだ、没収試合か」

　……………………へ？

　誰かの言葉に続けて、他の人たちも。

「まぁ戦わなくても勝敗は火を見るよりも明らかだけどな」

「呪術師が正当な勇者に勝てるわけもありませんし」

「あのシェルムとかいう青年は命拾いをしましたな」

　ティエラ様も、

「何よ、つまらないわねぇ」

　と息をつく。

「ちょちょ、ちょっと待って下さいよ！　いまのは俺の！　俺の魔法の力なんですよ！」

　みんなが一斉に「はぁ？」と首を傾かしげる。

「いまのはゲリナズンていう下痢魔法なんです！　相手のお腹なかを下させる魔法なんです！」

　熱弁しても、謁見の間に集まった人たちは、訝いぶかし気げにざわつくばかりだ。

「そんな魔法あるのか？」

「聞いたこともないぞ？」

「偶然腹が痛くなっただけだろ？」

　すると、ティエラ様が視線を投げる。

「そんな状態異常魔法あるの？」

「ないですね」

　その問いかけを受けて、魔導書を小脇に抱えた女性が、眼鏡めがねの位置を直しながら答える。

「私は古今東西、ありとあらゆる魔法の資料を読み、状態異常魔法も知り尽くしていますが、そんなふざけた魔法は聞いたことがありません」

「そうよね、そんなバカみたいな魔法があるわけないわよね」

「だから、俺が独自に開発したオリジナル魔法なんです！　俺がかの有名な死の山脈のモンスターたち相手に状態異常魔法だけで対抗すべく新たに編み出した究極状態異常魔法、名付けて絶望魔法、という新しい魔法なんです！」

　実際は師匠から教わったものだけど、師匠のことは誰にも言わない約束だ。

「しつこいわねぇ」

　ティエラ様は、やや目を吊つり上げ、語気を強める。

「あ、そう。じゃあ質問だけどシェルム、さっきのはアンタの魔法の効果なのね？」

「そうです！」

「アンタは下痢魔法をデリングに使い退散させたと？」

「そうです!!」

「最低ね。アタシの前で何汚いもん見せようとしてんのよ……」

　ゴミを見るような目だった。

　そこには、感心も、尊敬も、愛情も、一切の光もない、絶対零度の眼まな差ざしだけがあった。

「ったく、マリッジエンブレムあげて損したわ」

　吐き捨てるように言って、ティエラ様は立ち上がり、専用の扉から退室してしまう。

「え？　あの……」

　他の人々も冷めきった顔で、うんざりといった感想を漏らしながら謁見の間を後にする。

「やれやれ、とんだクソ勇者が生まれたもんだ」

「まさか偶然の勝利を自分の手柄にしようとするとは」

「見下げ果てた男だ。所詮、呪術師などこんなものか」

「新しい勇者誕生かと思ったけど、あれなら心配しなくていいな」

「あんなのが女神様の夫になれるわけないもんな」

　数分後。謁見の間に残ったのは、数人の衛兵だけだった。

　衛兵のひとりが、迷惑そうに声をかけてきた。

「あの、もう退室してくれませんか？」

　勇者たち、貴族たち、軍上層部、そして何よりも愛するティエラ様に見向きもされず、ぽつんと残された俺の胸に、何かが込み上げてきた。

「クソがぁあああああああああああああああああ!!」

　こうして、俺は計画通り準勇者になった。大きな武功を立て、マリッジエンブレムをあとふたつ集めれば、晴れて正式な勇者、すなわちティエラ様の夫候補になれる。

　なのに、俺は溢あふれる涙を抑えられなかった。
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　俺の……ガラスのように繊細で純なハートを打ち砕いた悲劇から一週間後。

　俺はティエラ様の部隊に従軍して、またエリダヌス帝国との戦場に向かっていた。

　アヴァロンを治めるティエラ様は、大自然の女神であるにも拘かかわらず、自ら戦線に赴き、前線で戦うことも珍しくない剛ごう毅きなお方だ。

　そして勇者（準勇者含む）は、ティエラ様の家臣として従軍することが多い。

　ティエラ様に自分をアピールするチャンスだから当然だよね。

　今朝、ティエラ様と美女美少女ぞろいの近衛このえ兵へいたちは可愛かわいい娘こしか乗れない一角獣ユニコーンに、俺ら勇者は男でも乗れる二角獣バイコーンに乗り、神城から出陣した。

　勇者には、ひとり一頭ずつ、聖獣バイコーンが与えられる。

　乗りこなせるかどうか、最初は少し不安だったけど、女神ティエラ様の躾しつけがいいのか、バイコーンの乗り心地は抜群で、俺を気遣うように走ってくれた。なんて良い子だろう。

　首のうしろをなでてやると、気持ちよさそうに目を細めるところがますます気に入り、バイコーンは乗馬一時間で俺の愛馬となった。

　そうして行軍すること二日。三日目の朝には、広大な草原に待機する軍勢が見えてきた。

　そこかしこの天幕には、アヴァロン神国の旗が立っている。

「味方の本陣が見えたわ。みんな、アタシについて来なさい」

　ティエラ様が手綱を操ると、ユニコーンはさらに加速して、本陣のなかへと吸い込まれていった。俺は手綱を握ったまま当惑したけど、バイコーンは指示がなくても、みんなの流れに乗るようにして走ってくれた。

　本当に、なんてよく出来た子なんだろう。

「帰ったらおいしい餌をあげるからな。いいこいいこ」

「ぶるるぅ♪」

　みんなに遅れ、最後に到着したそこは、ひときわ大きな天幕のすぐ近くだった。

　ユニコーンから降りたティエラ様のもとに、立派な鎧よろいや軍服姿のおっさんや女の人たちが駆け寄ってくるのが見えた。

　恰かつ好こうからして、各指揮官と大将だろう。

　ティエラ様直々に救援に来てくれたんだ。みんな大喜びだろうな。

　好きな人の活躍だからか、俺までちょっと誇らしい。

　けれど、雲行きがおかしい。みんな、妙に申し訳なさそうだ。

　バイコーンから降りながら、大将たちの対応を観察した。

　どうやら、女神出陣は、現場の指揮官にとっては恥ずかしいことらしい。

　本来、戦うのは軍人の仕事だから、役立たずの烙らく印いんを押されるようなもののようだ。

「よしっ、じゃあみんな天幕に入りなさい。戦況を聞くわよ」

　ティエラ様の手招きで、俺らは天幕のなかへと入った。


　　　　◆



　軍議の結果、俺らは一時間後に敢行する突撃作戦で、敵を攻めることになった。また、帝国軍の総大将か、最高戦力の英雄クロップの首を、最大の武功とすることが伝えられた。

　クロップは信心深いと聞いていたけど、神ウ国チは別みたいだ。

　まぁ、ティエラ様は女神だけど、すべての人間に崇あがめられているわけじゃないしね。

　天上界に暮らし、人類に姿を見せることのない女神様は、国や人種を問わず信仰される。

　その一方で、地上に暮らし、権力者として国を治めている女神様は事情が違う。なまじ目に見える存在なだけに、恩恵を受けていない他国民からは、崇められないこともある。

　だからと言って、攻め込んでくるのはやり過ぎだと思う……。




　天幕を出ると、みんなは武器の点検をするけど、魔法一本の俺は手持無沙汰だ。

　そこで、暇つぶしにバイコーンをなでまわそうとすると、女の子の声に呼ばれた。

「期待の大型新人というのはお前か？」

　振り向くと、金髪碧へき眼がんのポニーテール少女が歩いてくる。

　マントを風になびかせ、凛りんとした空気を漂わせる、カッコいい美少女だ。

　年は俺とそう変わらないようだけど、凄すごい美人で、しかも十代とは思えないくらい、胸が大きくて、つい視線が落ちる。

　ティエラ様の爆乳にも迫る豊乳に、圧倒され言葉を失った。

　すると、何を勘違いしたのか、彼女は申し訳なさそうな顔になる。

「おっと、すまない。自己紹介がまだだったな」

　いえいえいえ、謝らないでください、眉尻を垂らさないでください！

　いまのは全面的に俺が悪いんです！

　と、心のなかで謝る。だって追及されたら困るし。

「私はエクレール・サンダースだ。ティエラ様直属の近衛このえ兵へいをしている」

「サンダースって、じゃあ貴族!?」

　名字を持っているのは、基本的に貴族や王族だけだ。

　それにサンダース家と言えば、アヴァロンでは有名な伯爵貴族だ。

　男女問わず皆、軍人であり幼い頃から厳しい戦闘訓練をこなしているらしい。

　俺だってもう準勇者。貴族相手に気後れする必要はないけど、つい最近までは平民だったせいか、なんとなく対応に困る。

　でも、エクレールは表情を緩めながら、軽く手をひらひらと振り、

「そう硬くならないでくれ。戦場では誰もが命を預けあう仲間だ。それにお前は、女神ティエラ様の夫候補である勇者なのだろう？　なら、私よりも立場は上なんじゃないか？」

　親しみのある声でにこりと笑う。それだけで、緊張をすっかり解かれてしまった。

　照れ隠しに頬ほおをかきながら、彼女に言葉を返す。

「て言っても俺の場合、まだ準勇者だけどね」

「似たようなものさ。準だろうと、正だろうとな」

　さ、流石さすがはティエラ様直属の近衛このえ兵へい。美人なだけじゃなくて、サバサバしていて性格も最高じゃないか。

　俺の人生において、こんないい人に会ったことはない。

　段々、エクレールが聖女のように見えてきた。

「それと、エクレールと言う呼び方は堅くて好きではないんだ。同じ近衛兵の仲間たちからはエクレと呼ばれている。お前もそう呼んでくれ」

　天使過ぎる！　ティエラ様がいなかったら恋に落ちている自信がある！

「わかったよエクレ。あ、俺はシェルム。平民の出だから名字はないんだ。それで早速質問なんだけど、さっきの、大型新人って……なに、かな？」

　ちょっと期待しながら訊きいてしまう。

　前回、デリングとの戦いが没収試合扱いになり、アピールに失敗したと思っていたけど、もしかして俺の知らないところで武勇伝が広まっていたりして！

「うむ。此こ度たびの遠征には、最近勇者になったばかりの大型新人がいると聞いてな」

「それが俺？」

　テンションが上がり、やや前のめりに訊いてしまう。

「たぶんそうだろう。最近勇者になった新人はふたりだが、有名人のエーデル王子なら、そんな呼ばれ方はしないだろう」

　エーデル王子？　それって確か……。

「いやいや、その大型新人とは私のことですよ、美しいお嬢さん」

　突然割って入ってきた声へ振り向くと、眉間にしわを寄せたくなるような男が立っていた。何な故ぜかって、理由は単純、超がつくイケメンだったからだ。

　男のくせに腰まで伸ばした金髪。髪と同じ金色の瞳。コテコテの超美形ヅラでしかもイケボで俺より頭ひとつ分は背が高い。

　エーデル・リブラ・シュタイン。隣国リブラ王国の王子で、リブラの至宝とか呼ばれているイケメン王子だ。

　あまりにイケメン過ぎて、版画ブロマイドはアヴァロン国内でも大人気だ。

　こいつの人気ぶりを思い出すと、全身の血液が、ぐつぐつと煮立ってくる。

　そうか、お前、俺が死の山脈で修業しているあいだに勇者になっていたのか。

　王家に伝わる龍殺しの妖精剣と、ドラゴン退治の噂うわさは聞いていたけど、まさかうちの国で勇者になるとは思わなかったよ。

　ぼくちんイケメンだから女神様とも釣り合うだろうってか？

　そんな俺の殺気もどこ吹く風で、エーデルはエクレに流し目を送った。

「此こ度たびの戦は、私の勇者デビュー戦なのですが、その直前に彼が勇者になってしまったので、私の噂うわさと混ざってしまったのでしょう」

「しかし、万軍の侵攻をひとりで止めた男が勇者になったと聞きましたが？」

「それはデマですよ。他の勇者から直接聞いたのですが、彼はただの呪術師。裏工作が運よく成功しただけらしいですよ。貴女あなたが気に掛けるような男ではありません」

　くっ～、やな奴やつぅ！

　でも隣国の王子様だし、下手なことは言わないほうがいいんだろうな。ここは我慢だ。

　決して権威に屈したわけじゃない。俺は大人の器に、怒りの矛先を納めただけだ。

「それよりも、貴女のことが聞きたいですね。見たところ、剣を持っていないようですが」

　続けて、剣が苦手なら私が教えましょうか、とでも言いそうな声音と眼まな差ざしだった。

　こいつ、完全にエクレのことを狙ってやがる。

　いるんだよなぁ、美人を見るととりあえず口説く男。こうはなりたくないものだ。

　でも女はイケメンに弱いから、なびく女は多いんだろうな。それでイケメンはさらに図に乗る。なんていう負のスパイラルだ。

　だけど、流石さすがは武門の誉れ高きサンダース家のご令嬢と言うべきか、エクレは頬ほおを染めることもなく、むしろ勝者の余裕を口元に湛たたえる。

「ふっ、心配には及びません。私の剣は、普段はアイテムボックスに収納しているだけ。何せ、持ち歩くのがはばかられる品なので」

　俺とエーデルの表情が引き締まる。

　持ち歩くのがはばかられる品、そしてエクレの、英雄のような風格すら感じるこの表情。

　エクレの左肩近くの空間に魔法陣が浮かび、その中央から剣の柄が召喚されると、俺は息を呑のんでしまった。

　神々しさと言えばいいのか、一目でわかる吸い込まれそうな威容は、ただの剣じゃない。

　さらに、柄に続けて鍔つばが現れると絶句した。

　エーデルは、俺のように言葉を失いかけてから、なんとか絞り出す。

「ッッ、き、君……まさかその、獅し子しの紋章と装飾は、選ばれし者にしか抜けないとされる伝説の聖剣、レオカリバーン…………」

　マジか……俺も知っている。

　多くの書物で、姿形だけは記憶している。確か北の森の奥に眠っていて、いままで多くの勇者たちが挑戦して、でも誰にも抜くことができなかった代しろ物ものだ。

　エーデルが小声で「私でも抜けなかったのに」と呟つぶやく。

　でも、俺が死の山脈に行く少し前、突然森から姿を消したとも聞いた。けど、これで納得がいった。

「……そうか、レオカリバーンを抜いたのは、エクレだったのか」

　エクレの口元に、誇らしげな笑みが浮かぶ。

「ああ、その通りだ。私の名はサンダース伯爵家三女！　エクレール・サンダース！　伝説の聖剣、レオカリバーンを抜きし者!!」

　彼女の右手がその柄をつかみ、アイテムボックスから一気に引き抜いた。

　燦さん然ぜんと輝く裸の刀身が、根本から順に降臨し、俺の心を惹ひきつけながらついにその切っ先を露あらわに…………、




　せず、台座が出てきた。




「「抜いてねぇえええええええええええええええええええ[image: ]」」

　まことに不本意ながら、エーデルとハモってしまった。

「いやいやいや！　エクレ！　それ抜けてないから！　台座に刺さりっぱなしだから！」

「抜けていない？　なんの話だ？　ちゃんとこうして地面から引き抜いたぞ」

「台座ごと抜いてどうすんだよ！　台座から剣を抜けよ！」

[image: ]

「ん？　ああこれか？　何を勘違いしている。いいか、これは台座にレオカリバーンが刺さっているのではない、これすべてでレオカリバーンなのだ」

「へ？」

「ふふ、しかし私もまさか、聖剣レオカリバーンがロングソードではなくハンマーソードだとは思わなかったぞ」

「あの……エクレさん？」

「確かに他の聖剣とはだいぶおもむきが異なるが、聖剣だけあり威力は凄すさまじいぞ」

　一辺が一メートル程の五角柱で、推定十トン以上はある台座をぶんぶん振り回しながら、エクレは子供のようにはしゃぐ。

「何せ！　どんなモンスターでも一撃で爆散し、ひき肉になってしまうのだ♪」

「んなもんでぶっ叩たたかれればそりゃひき肉にもなるだろ！」

「それにドラゴンの爪もブレスも大魔法もすべて防いでしまうのだ♪」

「台座が壊せる仕様だったら誰でも聖剣ゲットできちゃうだろ!!」

　だから、聖剣の台座は最強の金属、オリハルコンで出来ている。とはいえ、流石さすがに聖剣を創った古代神たちも、台座ごとひっぺがす輩やからがいるとは想像もできなかったようだ。

「お前どんだけ肉体強化魔法使ってんだよ……」

　俺が肩を落とすと、エクレはきょとんとする。

「いや、私はアイテムボックス以外、魔法の類たぐいは一切使えないぞ」

「え!?　でもそれ！」

「だから言っているだろう。これは私がレオカリバーンに選ばれたからこそ、軽く引っ張るだけで簡単に地面から抜けたのだ。どうだ、凄すごいだろう？」

「軽く引っ張った!?」

　わかった。この娘こあれだ。人生におけるリソースをすべて肉体鍛錬に費やしちゃうタイプだ……美人なのに、もったいない……。

「ふふふ、レオカリバーン、私の愛剣♪」

　うっとりとした表情で、エクレは刀身の腹をなでた。

　うん、この娘の説得は諦めよう。

　これが俗にいう残念美少女か、と俺が肩を落とすと、エーデルが毒づく。

「ちっ、ただの筋肉馬鹿か……失礼するよ、ティエラ様の加護も受けられない、半端君」

　時間を無駄にした、と言わんばかりの態度で離れていった。

　最初から最後まで、本当に嫌な奴やつだ。

　やっぱり、イケメンにはロクな奴がいない。

「私以外には持てないなんて、母親以外が抱くとぐずる赤ん坊のようで可愛かわいい剣だとは思わないか？　そしてこの艶つやと輝き、手触り、握り心地、持ち上げ心地、そして──」

「なぁ、他の勇者について聞いてもいいかな？　準勇者になったばかりで疎うといんだ」

　長くなりそうだったので、彼女には悪いが話をぶった切る。

　でも、エクレは嫌な顔ひとつせず、むしろ申し訳なさそうに頬ほおを赤らめた。

「私としたことがすまなかった。お詫わびになんでも聞いてくれ」

　毒気のない、純粋な恥じらいの表情だった。緊張で背筋をピンと伸ばしているのも可愛かわいい。あらゆる美点を帳消しにする欠点はあるものの、エクレは本当にいい娘こだな、と思う。

「そっか、じゃあ訊きくけど、デリングはどうしたんだ？　今日は姿が見えないようだけど？」

「彼は病欠だ。なんでも、お前に負けた日以来、勇者専用の屋敷にこもっているらしい」

　勇者には様々な特典がある。ひとつは俺も貰もらったバイコーン。それから専用の屋敷だ。俺も近々、貰えることになっている。

「へぇ、病気かぁ。回復魔法や薬でも治らないってことは、何か厄介な、あ……」

　思い出した。

　デリングとの決闘のとき、俺は通常下痢魔法ゲリオでも、上級下痢魔法ゲリオラでもなく、つい力が入ってしまい、極大下痢魔法ゲリナズンをブチ込んでしまった。

　ゲリオやゲリオラとは違い、ゲリナズンの効果は──。

　記憶をシャットアウト。

　ちょっとやり過ぎたかな、と思いつつ、咳せき払ばらいをした。

「じゃあ、注目勇者は？　俺、一年間国を離れていたからさ。一応、こっちに戻ってから情報誌は読んだけど」

「そうだな、今日来ているメンバーだと、まず一番に名が挙がるのは、やはり先程のエーデルだろう。新人だが、いま一番の注目株だ」

「それって、イケメンだから？」

「そうではない。シェルムも知っている通り、大きな武功を立てた者はマリッジエンブレムを貰い準勇者となり、三つ集めると正式な勇者になれる。準勇者と区別するために、正勇者と呼ばれたりもするな。だがエーデルは違う。彼は先月、隣国リブラ王国の使者として訪問した際、ティエラ様にプロポーズをすると、いきなり正勇者に抜ばつ擢てきされたのだ」

「嘘うそだろ!?　イケメンだからか!?　イケメンだからなのかぁ!?」

「だからイケメンは関係ない。エーデルの武勇伝は有名じゃないか」

「うっ、それは、まぁ……」

　エクレの言う通り、エーデルの武勇伝は、アヴァロンにも広く知れ渡っている。

　というか、だからこそ、エーデルの人気は尋常じゃない。超絶イケメン王子様、というだけでもハイスペックなのに、加えて多くの武勇伝を持っている。

　怪物退治をさせればハンター以上の、

　剣術大会に出ればソードマスター以上の、

　侵略軍討伐に向かえば軍隊以上の活躍をしてきた。

　伝説の武具や魔法アイテムを装備しているけど、それだけで勝てたら苦労はない。

　滅め茶ちや苦く茶ちや悔しくて認めたくない事実だけど、エーデルは強い。天才だ。

　天は二物を与えず、とは言うけど、エーデルには四物も五物も与えているじゃないか。

　もの凄すごい不公平を感じて、ますます腹が立ってくる。

「だから、彼に関しては、すでに正勇者の資格があると判断されたらしい」

「むぅ、なら、仕方ないか」

　俺が納得すると、何な故ぜかエクレは眉を八の字にして視線を逸そらす。

「ああ。それと悪いなシェルム。先程からイケメンは関係ないと言ってはいるが、夫候補としてエーデルはかなり有力なんだ」

「騙だましたな！」

　俺が牙を剥むくと、エクレはのけぞり、慌てて両手を見せながらストップをかけてくる。

「すまない！　だが関係ないと言ったのは最初から正勇者になれた理由についてだ。しかし、夫になれるかは強さだけでは決まらない。もしそうなら勇者全員でトーナメントでも開けばいいのだからな。やはり最後にものを言うのは、ティエラ様の意思だ」

　エクレは、完全に視線を逸らし切った。

「つまり、ティエラ様の好みも……」

　言葉を詰まらすエクレ、彼女が視線を逸らしたほうへ目を向けると、

「ようやく初うい陣じんね、エーデル。アナタの強さをエリダヌス帝国に見せつけるのよ」

「お任せ下さいティエラ様。この戦の勝利を捧ささげてみせましょう。貴女あなたの、そのハートに」

　エーデルが恭うやうやしくかしずき、ティエラ様はうっすらと頬ほおを染めていた。

　その表情は、どう見ても恋する乙女のそれだ。

　途端に、全身の血液が沸騰するのを感じる。

　俺のなかで、嫉妬の炎がメラメラと燃え上がっていく。

「彼は現リブラ王唯一の子供、つまりは次期国王、王太子だ。周囲からもティエラ様と結婚し、リブラ王家に神の血を入れることを期待されている。将来はリブラ王国国王兼、アヴァロン神国女神の王配、といったところか、あとは、ん？」

「ちぃっ、どうして俺は死の山脈でブサイクになる絶望魔法を作らなかったんだ。せめて体臭がキツくなる魔法でも作っていれば、エーデルの野郎をああしてこうして……」

「えーと……取り込み中のようだな。では、また後で、な。はは……」

　こうして俺は、進撃までのあいだ、エーデルへの呪じゆ詛そを呟つぶやき続けた。

　呟きながら、片手間で蟲むし誘引魔法ムシクルンデスを地面伝いにかけておく。これは、相手の体質を変え、蟲を惹ひきつけるフェロモンを出させる魔法だ。

　惹きつける蟲は、蚊、ハエ、アブ、ノミ、シロアリ、ヤスデ、ムカデ、シラミ、ダニ、ゲジゲジ、クモ、ゴキブリに設定しておく。ハチは勘弁してやった俺の慈悲に感謝しろ。

　死の山脈で、寝ているあいだにデスハザードアポカリプスバエとかの害虫に襲われないよう、近くの樹木にこの魔法をかけていたけど、悪あしきイケメンへの天てん誅ちゆうにも使える。

　俺の足元を、ヤスデとゲジゲジが通り過ぎて行った。


　　　　◆



「じゃあみんな、行くわよ！」

『オォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ[image: ]』

　一時間後。アヴァロン軍は一斉に進撃を始めた。

　女神ティエラ様の出陣に、前線の兵士たちの士気は最高潮に高まっていた。

　でも、それを差し引いてもなお、アヴァロン軍の勢いは凄すさまじかった。

　兵士のなかでも、魔法の心得のある者は、敵陣へ突っ込み、獅し子し奮ふん迅じんの暴れっぷりだ。

　攻撃魔法部隊の攻撃魔法も、一段レベルアップしている。

　それもそのはずだ。

　これが、エーデルの言っていたティエラ様の加護であり、自ら戦場に出る理由。

　大自然を司つかさどる女神ティエラ様は、愛する国民たちの火、水、雷などの属性を持つ攻撃魔法や付加魔法の効果を上げることができるのだ。その効果範囲は半径一〇〇キロ、戦場すべてをカバーするほどだ。

　これは、魔法とは根本的に異なる、女神の加護だ。

　アヴァロンは、伊だ達てに神の国ではない。

　ティエラ様の愛に守られた国は無敵だ。

　そして、火や水、雷の力を使う属性魔法の効果を上げるということはすなわち……状態異常魔法しか使えない俺は、その恩恵を受けられない。

「ちっきしょおおおおおおおおおおおおおおお！」

　エーデルが俺を半端君と言っていたのは、そういうことだ。

　愛を貰もらえない俺は、涙を流しながら走り出す。

「麻ま痺ひ魔法乱れうちじゃぼけぇええええ！」

　愛に飢えながら、両手から麻痺魔法を撃ちまくる。

　本当は、全魔力を使えば敵軍を一斉に眠らせることもできる。

　でも、それではいくら「これは俺がやったんです」と言っても信じて貰えないだろう。

　状態異常魔法の凄すごさをアピールするには、俺が敵大将の首を討ち取るしかない。

　殺しは好きじゃないけど、俺も元軍人、戦場で敵を討ち取る覚悟がないわけじゃない。

　というわけで、例のごとく筋肉のリミッターを外し、戦場を疾走する。

　進行方向上の敵には片っ端から麻痺魔法を使い、首から下を完全に麻痺させる。

　俺の通った後は、指先ひとつ動かせないまま、地面に倒れ伏す帝国兵で溢あふれかえった。

　これなら、誰の手柄かわかりやすいだろう。睡眠魔法なら、偶然敵が眠くなっただけ、とか言われかねない。

　異変に気付いた敵兵たちが俺に集中するけど問題ない。

「いくぜっ、どかんと一発！」

　半径十メートルを範囲指定して麻ま痺ひ魔法を使う。そのまま、俺の半径十メートル以内の敵兵すべてが麻痺して倒れ込む。

　俺を強者と見抜いたのか、手柄を上げようと血気盛んな兵士たちがさらに集まり、人壁の密度が厚くなる。

　それでもやっぱり、問題ない。

　俺の状態異常魔法を使うスピード、命中率、威力、連射性と魔力回復スピードの前には、雑ぞう兵ひようなんてどれだけ集まろうと時間稼ぎにもならない。

「おらおらおら！　帝国軍も、この世界最強の呪術師、シェルム様の敵じゃねぇなぁ！」

　アピールのために、ちょっと強い言葉を使ってみる。

　敵兵は麻痺しているだけで、意識はある。

　これで捕虜として捕まった後、俺の凄すごさをばっちり噂うわさしてくれるだろう。

　前方の敵が恐れおののく。

「おぉ、なんという強さだ」

　そうそう、その反応その反応。

「流石さすがは勇者エーデルの仲間だ！」

「へ？　え？」

　首を回すと、俺の左手をエーデルが通り抜けていくところだった。

　もしかして俺、エーデルの仲間の呪術師だと思われてる!?

　考えてもみればそうだ。

　呪術師は味方が有利になるよう、敵に状態異常魔法をかけるポジションだ。

　そりゃ勇者と呪術師が一緒にいたら、仲間だと思うよね。

　そう思うと、急に戦う気が失うせる。いくら頑張っても、エーデルの評価に繋つながると思うと何もしたくなくなる。それが人間というものだ。

「どうしたんだよ呪術師君？　もたもたしていると私が先に大将を倒してしまうよ」

「あの野郎。わざわざ挑発までぇ！　て、ん？」

　妙に余裕があるな、と思ったけど、エーデルは戦っていなかった。

　エーデルの前には、ひとりの女の子がいた。その子が攻撃魔法を連発しながら、付加魔法で炎の力を与えた剣を振るい、道を切り開いていた。勇者のなかには従者を連れている人もいる。王子様だけあって、従者のレベルもかなり高いようだ。

「さぁ行けレーム！　ティエラ様の加護があれば、お前でも役に立てるだろ！」

「はい、エーデル様！」

　レームと呼ばれた女の子は、亜麻色のミディアムヘアに帽子を被かぶり、頭のてっぺんから一房はねたくせ毛が可愛かわいい、ちょっと小柄な剣士だった。

　彼女は顔を苦く悶もんに歪ゆがめ、左手で雷撃を放ちながら、燃え盛る剣で敵を焼き払う。

　攻撃魔法と付加魔法、どちらも使えるようだ。威力もかなりのもので、一撃ごとに二、三人の敵兵を討ち取っている。

　でも、かなり辛つらそうだ。

　イメージ的には、レース終盤のマラソンランナー、といったところだ。

　体力と同じで、魔力も少し休めば回復する。けど、レームはたったひとりで近づく敵をすべて蹴散らしている。

　エーデルは、魔法一発使いやしない。

「エーデル王子も戦ったらどうですか？　勇者なら雑ぞう兵ひようなんて一掃できますよね？」

　レームの消耗ぶりに、俺はつい口を挟んでしまう。

　するとエーデルは、優雅な口調で自慢げに、

「おいおい呪術師君。今日はこの私の、勇者としての初うい陣じんだよ。ちっ、ハエが。英雄クロップを討ち取りティエラ様に私の強さを印象付けないと。くっ、アブめ。そのためには万全の状態で挑まなければ。春なのに蚊が。それにこいつは私の従者だ。私の力を温存するための盾となるのは当然じゃないか」

　講釈を垂れようとするが、ハエ、アブ、蚊が同時に顔に止まり、エーデルは全身に炎を纏まとって焼き尽くす。

「さっきから何なんだ！」

　無駄なことに魔力を使うエーデル。そんな主あるじのために、レームは一生懸命戦っている。

「お気遣いくださりありがとうございますシェルムさん。ですがわたしは大丈夫ですので」

「触覚頭が勝手に喋しやべるな！」

「す、すみません！」

　くせ毛を揺らして謝りながら、レームは前方の地面を泥に変え、軽装歩兵たちの動きを鈍らせる。そして自慢の機動力を失った歩兵たちへ、間髪入れず風の刃やいばを浴びせた。

　──う、上う手まい。

　風の刃は威力こそ弱いけど、攻撃範囲が広くてしかも速い。

　軽装歩兵の集団には有効な手だ。

　それに、地面を泥に変えたあの魔法は、きっと水魔法と土魔法の合わせ技だろう。

　前方の地面に広く魔力を伝わらせてから水に変換。さらに土魔法で地面と水を均等に混ぜ、泥沼を作る。

　並大抵の魔法使いには使えない、緻密な魔法だった。なのに……。

「馬鹿か！　泥にしてどうする！　私の足が汚れるじゃないか！」

「申し訳ありません！」

　そこへ五匹のハエが一斉に襲い掛かる。

「なんて役に立たない女だ！　迂う回かいしていくぞ、早くしろノロマめ。ちっ、だからハエ!!」

　優雅さを失い、ヒステリックになりながら、エーデルは虫よけのために火炎魔法を使う。

　いいぞ、俺の愛する眷けん属ぞくたちよ。さぁ、そのイケメンに正義の鉄てつ槌ついを下すのだ！

「くそっ。何な故ぜさっきから私の周りに虫が寄ってくるんだ！」

　俺は棒読みで答える。

「キット王子サマカラハ花ノ香リガスルンデスヨー」

　実際、俺のムシクルンデスで、エーデルからは蟲むし誘引フェロモンが出ている。

「ぐぐっ、香水の種類がいけなかったのか、ええい寄るな虫共！」

　悪態をつきながら、王子は別ルートで敵本陣を目指していく。

　ふふふ、いいことをしたあとは気持ちがいいなぁ。




　グチュバコーン！

「なんだ、評判と違い随分と酷ひどい男だな」

「エクレ？」

　生々しい水音混じりの衝撃音がする方へ目を向けると、エクレが台座付きのレオカリバーンを手に立っていた。背景には、血煙で放物線を描いて飛んでいく敵兵士の姿があった。

　俺は麻ま痺ひ魔法をバラまきながら、エクレに尋ねた。

「お前もこっちに来てたのか？」

「ああ、戦場で君の姿を見つけてね。状態異常魔法だけでどうやって戦っているのか気になったが、なるほど、殺さなくても、動きさえ封じれば、戦の邪魔にならないわけか」

「死ねぇ！　ぶげらっ！」

　背後から斬りかかってきた兵士を、エクレは振り返りざまの一発で叩たたき飛ばす。

　彼女曰いわくハンマーソード、の一撃を受けた兵士は、ぎゅるぎゅると錐きりもみ状に回転し、血しぶきをまき散らしながら放物線を描いて飛んでいった。

「もっとも、私のレオカリバーンも負けてはいないぞ」

　スポーツマンのように爽やかなウィンクをくれるが、少しもドキドキしない。

「いや、だからね、そんな超重量ソードで殴れば誰だってああなるからね」

　心外そうな顔で、エクレは眉根を寄せる。

「何を言う。レオカリバーンの重さはスプーンやフォークとそう変わらないぞ」

「そりゃお前だけだ！」

「その通り、こいつをスプーンのように軽々と扱えるのは、聖剣に選ばれし私だけだ！」

　一点の曇りもない純真な眼には、星がちりばめられていた。

　エクレは背が高くて、お尻もおっぱいも大きな、大人っぽい美人さんだけど、この瞬間だけは、ちょっと愛らしく見えた。

　もっとも、オプションのハンマーソード（仮）のせいで台無しだけど。

「それよりシェルム。君の戦い方を見て思いついたことがあるんだ」

　目を輝かせながら、エクレは詰め寄ってくる。

「私もハンマーソードの角ではなく、面の部分を使えば、敵を殺さず、平和裏に戦いを終わらせられるかもしれない。少し私に任せてもらえないか！」

「[image: ]っ!?　いや、それはその……」

　エクレは柄を回して、五角柱の台座の頂点ではなく、底辺を前にした。

「いくぞ帝国兵！　このエクレール・サンダースが相手だぁ！」

「ああちょっと待てエクレ！」

「うおりゃああああ！」

　スパコーン

　鎧よろいの兵士はパチンコ玉のように、地面を水平にカッ飛んでいく。

　向かうゴールは仲間の小隊。激突と同時にストライクを叩たたき出し、ボウリング状態だ。

「はぁ！　とりゃあ！　せいやあ！　くらえ！」

　腰が引けて棒立ちの敵兵たちを野球のホームランバッターよろしく打ちまくり、敵兵たちはボウリングの球のように仲間たちをストライク。ときにはバウンドしてふたつ目の小隊までストライクに持ち込んだ。

　こうしてみると、野球やボウリングというより、ピンボールに見えてきた。

　アヴァロンには、ティエラ様が再現した天界の娯楽が多い。魔法兵時代の休日、兵士たちのたまり場になっていた遊技場や、コロッセオでのスポーツ観戦を思い出す。

　もっとも、あそこはこんな凄惨な光景じゃあなかったけど……。

　台座の面で叩こうが、鎧を着ていようが、交通事故も同然の衝撃に耐えられるわけもなく、兵士たちは皆、鎧の隙間から血を流しながらピクピクと痙けい攣れんしている。

　これは戦争。相手は敵兵。俺らを殺しにかかってきている。

　でも、帝国兵たちのために、黙とうを捧ささげずにはいられなかった。

　師匠、もとい冥王ハルディスよ、彼らは一応ギリギリ生きているので、お迎えはまだいりません。あ、これ黙とうじゃないか。

　なんてツッコミを自分に入れながら走り続ける。

　というか、俺らにびびった帝国兵たちがもろ手を挙げて逃げていくので、もう戦う必要すらなかった。でも、しばらく走っていると、

「皆の者、道を開けろ！」

　鋭い声と同時に、帝国兵たちが左右に分かれ道を作る。その奥から、両手に剣を持った、赤い戦士が現れた。軽装鎧よろいも、その下に着る革製の服も、すべてが赤い、目立つ男だ。

「む、貴様は……」

　相手のただならぬオーラに、エクレは足を止め、俺もその横に並んだ。

「我が名はクロップ！　エリダヌス帝国最速の英雄だ！」

　その名前に、エクレの表情が引き締まる。

　クロップと言えば、俊足で有名な聖獣ユニコーンが止まって見える、と称される英雄だ。

　その武名は、アヴァロンにまで届いている。

　多くの英雄が持つ武勇伝は、あの●●を倒した、全滅させた、というものだけど、クロップの武勇伝は一味違う。

　あの●●を数秒で倒した。あの●●を数分で壊滅させた。と、タイムまで添えてある。

　当然、クロップ最大の武器は、そのスピードだ。

「クロックアップ！」

「エクレ！」

　──ミスリルフォーゼ！

　クロップとエクレの間に割って入ると、クロップの姿が消える。

　刹那、俺は凄すさまじい衝撃に全身をなぎ倒された。

　両足が地面から離れ、うしろのエクレに抱き留とめられる。

「大丈夫かシェルム!?」

「あ、ああ。なんとかな」

　ミスリル化した俺の首が元に戻る。

　あいつ、最初から急所を狙ってきやがった。

　クロップは、背後で不敵な笑みを浮かべている

「エクレ、あいつの動き見えたか？」

「いや、影を追うので精一杯だ」

　悔しそうに歯を食いしばり、エクレはレオカリバーンを握り込む。

「くそ、なんとかして奴やつの動きを止めねば」

　クロップは前傾姿勢を取り、再び突撃体勢に入る。

「ははは。言っておくが、我の高速化魔法、クロックアップは筋肉の動きを速くするのではなく、運動事象そのものを高速化する魔法だ。故に、落下速度も高速となり、摩擦で滑ることもない。飛び上がった時がチャンス、などと思わないことだな」

　考えを読まれていたか。そうなると、どうすればいいんだ……。

　そこへ、あの嫌な声が耳をついた。

「おや、一番乗りには遅れたかな？」

　現れたのは、エーデル王子と、従者のレームだった。

　肩で息をするレームは疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、ここに来るまでどれほど酷使されたのかがわかる。

　なのにエーデルは、少しも消耗した様子がない。

　ムカついたので、痛風の原因であるプリン体を増やす魔法、プリンアラブルンデをこっそりかけておく。

「まぁいい。主役は遅れてやってくるものだからな。我が名はエーデル・リブラ・シュタイン！　女神ティエラ様の夫になる男だ!!」

　──ッッ[image: ][image: ]!!　プリンアラブルンデ！　プリンアラブルンデ！

　エーデルの体内から、プリン体と尿酸値の高まりをメキメキと感じる。

「ほほう。貴様があの有名な。ならばこちらも名乗ろう。我が名はクロップ、エリダヌス帝国最速の英雄だ！　貴様は速やかに、屍しかばねとなるがいい！」

　──痛風となるがいい！　プリンアラブルンデ！

「エクレはここで台座のうしろに隠れていてくれプリンアラブルンデ」

「プリンアラモード？」

「いや、なんでもないっ！」

　あまりにも連発し過ぎて、つい口に出てしまった。それはさておき、だ。

「俺を忘れるなよ、最速の英雄！　この世界最強の呪術師、シェルム様が相手だ！」

「ほざけ！」

　幸い、レームは戦力外と思ってくれたのか、クロップは俺とエーデルに狙いを定めた。

　俺はミスリルフォーゼで、エーデルは周囲にドーム状の防御結界を張り、持ちこたえる。

　クロップは戦場を稲妻のような速度で飛び回り、死角から斬撃を叩たたき込んでくる。

　息もつかせぬ超高速連撃を保ったまま、クロップは笑う。

「ふっ、防御魔法が得意のようだな。そちらの呪術師もどうしてなかなか。自身に鋼鉄化魔法をかけ防御魔法の代わりにするなど聞いたことが無い！」

「ば、馬鹿野郎、褒めたってなにも出ないぞこんちくしょう！」

「何な故ぜ嬉うれしそうなんだ？」

　クロップが疑問符をつける。

　だって、世界的に有名な英雄に状態異常魔法の凄すごさを認められたんだもん。

　どうしよう、こいつは討ち取らずに生かしておきたい。

　そんな欲望に駆られていると、エクレが飛び込んでくる。

「シェルム！　私が隙を作るからその間に！」

「馬鹿め！　我が攻撃を防ぐ術もない奴やつが出しゃばるな！」

　クロップは立ち止まり、殺意の矛先をエクレに向けた。

「エクレ！」

　まずい！　魔法が使えないエクレじゃ、クロップの攻撃を防げない。

　でも、エクレの目には力強い、凛りんとした光が宿っていた。

　やぶれかぶれの蛮勇を見せに来たわけではないと、雄々しく聖剣を構える。

「心配するなシェルム。確かに私は魔法を使えない。だが、それを補って余りある聖剣、レオカリバーンがある！」

　まさか、レオカリバーンには何か特殊な力が？　エクレはそれを使えるのか？

「御託はいい。死ねぇ！」

　クロップは赤い残像となり、エクレに迫った。

「刮かつ目もくせよ！　これぞ秘儀、レオカリバーン・バリアァアアアアアアアア！」

　咆ほう哮こうと同時に、伝説の聖剣レオカリバーンが、エクレの周囲をドーム状に守った。

　そう、エクレ自身が……超高速で振り回すことによって。

「だから筋力[image: ]」

　俺はツッコみ、クロップは急停止して攻撃をやめる。

「説明しよう。これはレオカリバーンをヌンチャクのように振り回すことにより、全方位の攻撃を叩たたき落すことができる防御技だ！　どうだ、近づけるものなら来るがいい！」

　推定十トン以上のハンマーソードをヌンチャクのように扱い、えっへんと胸を張るエクレ。その表情は楽しげで、ペン回し程度の労力もかかっていないようだった。

　放っておけば、明日の朝まで振り回していそうだ。

　対するクロップはと言えば、

「付き合ってられん」

　振り返り、エーデルに襲い掛かった。

　放置プレイ状態のエクレは、慌てて走り出す。

「待て、私を無視するな」

　バリアーを維持したまま、エクレは全力疾走でクロップを追いかける。

「ちっ、うっとうしい女だ。さらにクロックアップ！」

「うわっ、来るな筋肉女！」

　クロップに続き、エーデルまでエクレから逃げ出した。なんていうか、戦場なのに緊張感がゼロだった。

　でも困ったな。死の山脈だと、超高速モンスターには広域麻ま痺ひ魔法で対応していた。

　俺の半径数メートル以内の空間を範囲指定して麻痺魔法を使えば、スピードは関係ない。

　でも、これは魔力の気配が強いから、強者相手だと気付かれて逃げられてしまう。

　普通は逃げられないけど、クロップの超スピードなら可能だろう。

　その場合、エクレとレームを麻痺らせて終わりだ。エーデルは麻痺ってもいい。

「おっ」

　次の瞬間、剣を振り回すことでバリアとしているエクレを見て、閃ひらめくものがあった。

　待ちの姿勢、これも悪くない。なら……。

　俺は両手を突き出すと、クロップの注意を引くために、あえて技名を叫ぶ。

「マンティコア──」

　尾の先から麻ま痺ひ針を飛ばすモンスターの名を告げてから、一気に放つ。

「ガトリングバレット！」

　普通の麻痺魔法は、手のひらからリンゴ大の光弾を放つだけだが、俺は十本の指先から、麻痺魔法の弾丸を乱射する。拡散する弾幕で、クロップを狙った。

　とはいっても、ちょっと斜め上に放ったので、エクレには当たらない。

　クロップは一瞬止まり、標的を俺に変えた。

「呪術師が、今度は鋼鉄ごと貫いてやろう！」

　クロップが加速態勢に入る直前、俺は麻痺魔法を、目に見えないほど細くし、網目状に展開した。

　次の瞬間、クロップは姿を消し、すぐにまた現れた。転び、地面を転がり、草原の草まみれになりながら俺の横を通り過ぎていく。

「マンティコア・ネットとでも名付けようか。俺の網にかかったな、最速の英雄」

　目に見えないほど細くしたせいで、魔力の気配は薄く気づかれにくいけど、効果も薄いようだ。完全麻痺にはならず、クロップはふらつきながらも立ち上がる。

　でも、もう遅い。

「じゃあなクロップ。悪いけど、帝国に忠義を尽くすお前は捕虜にはできない。生かしておくと、多くのアヴァロン兵を殺すだろうからな。つうわけで手柄首、いただくぜ」

　右手に集めた魔力を、高密度の即効性致死毒魔法へと変換。

　眼前に巨大な魔法陣を、右拳に小さな魔法陣を展開すると、弓を引き絞るように、右ヒジを引いた。

「絶望魔法・ハイドラシリーズのひとつ！」

　ふたつの魔法陣が共鳴し、翡ひ翠すい色の輝きを放つ。

「ハイドラ・カノン!!」

　右の拳を、眼前の魔法陣に叩たたき込んだ。

　瞬間、巨大な光弾が放たれる。

　毒性においては神話の世界随一。九つの頭を持つ不死身の毒龍、ハイドラの咆ほう哮こうを思わせる轟ごう音おんを響かせながら、翡翠色の光弾はクロップを撃ち抜いた。物理的破壊力はゼロだが、その体に深く、全身に即効性の致死毒を与えた。

「ぐっ、がぁああああああああああああああ!!」

　断末魔の叫び声を上げながら、クロップは大量の血を吐き出し、最期の時を迎える。

　世界に勇名を馳はせた英雄の、呆あつ気けない末路になるはずだった。

「疾風剣！」

「え？」

　クロップがこと切れる直前、エーデルが目にも止まらぬ速度で俺の横を駆け抜け、クロップの体を斬り裂いた。

　元から死ぬ直前だったクロップは、あと数秒の命を待たず絶命した。

　突然の出来事に、俺とエクレは顔を見合わせてから、もう一度エーデルを見た。

　すると、

「はっはー！　エリダヌス帝国の英雄、クロップを討ち取ったりぃー！」

　たかだかと剣を掲げ、クロップはそう宣言した。

「は、はぁあああああああああああああああ[image: ][image: ]!?」

　王子様相手だけど、思わず叫んでしまった。だって、本当に、これはないだろう。

「ちょっと待ってくださいよエーデル王子！　いまのは俺の！　俺の手柄でしょう！」

「はんっ、何を言っている？　どう見てもトドメを刺したのは私だ。共に戦ったのは認めてやるが、首級しるしを挙げたのは私、それは変わらない」

　エーデルは悪びれる様子もなく、背を反らす。

「いやいや、クロップは俺の毒魔法ハイドラ・カノンで死ぬ寸前だったんだよ！」

「そんなわけがないだろう。毒魔法だけで死のうと思ったら何時間もかかるはずだ」

「だから、ただの毒魔法じゃなくて、状態異常魔法の進化系、絶望魔法のひとつで即効性致死毒魔法なんだよ！　あんたは他人が倒した相手を横取りしたんだ！」

「おい平民、言葉には気を付けろよ」

　優雅な表情に亀裂が入り、エーデルは僅かに目を吊つり上げ、語気を強める。

「平民が……仮にも王太子に向かって、手柄を横取りしただと？　ここがリブラ王国なら、不敬罪で断頭台送りにしてやるところだぞ！」

「だ、断頭台？」

　国家権力を前に俺が怯ひるむと、エーデルは畳みかけてくる。

「お前は同じ勇者同士と思っているのかもしれないが、私は正勇者、お前はただの準勇者。厳密にはティエラ様の夫候補ですらない、夫候補候補だ。言葉を慎め」

　そこまで言うと、途端に声音を優しくする。

「だがそうだな。呪術師として、君がサポートしてくれたのは認めよう。うん、君の麻ま痺ひ魔法と毒魔法のおかげで、クロップを討ち取りやすかったのは事実だ。ナイスアシスト」

「そんな」

「相手を弱体化させて味方を有利にするのが呪術師の仕事だ、君も本望だろ。君の活躍はティエラ様に報告してやろうじゃないか。恩賞のおこぼれぐらいは貰もらえるかもしれないぞ」

「俺は──」

「それはあんまりではありませんか？」

　俺の声を遮り、前に進み出たのは、エクレだった。

　最初に会ったときの、真剣で勇ましい眼光で、エーデルと真っ向から対たい峙じする。

「確かに、一般的な状態異常魔法は、相手を少々弱らせる程度ですが、その認識はシェルムには当てはまりません。万軍をひとりで眠らせ、ここに来るまでに数えきれない敵兵を全身麻ま痺ひに陥らせ、あまつさえあの英雄クロップの動きを一撃で鈍らせた腕前は本物です」

　エクレは迷いのない眼まな差ざしと、淀よどみない声で訴えた。

　その姿に、嬉うれしさで頬ほおが熱くなるのを感じた。心臓も、少し強く脈打つ。

「それにエーデル殿、貴方あなたもご覧になったはずです。シェルムが放ったハイドラ・カノンの凄すさまじい輝きと超魔力。クロップの断末魔の叫び声と吐血。どう見ても、致命傷を与えたのはシェルムです！」

　エーデルは目を細め、嗜し虐ぎやく的な表情になる。

「ほう、つまりお前はシェルムの味方か。自分が証人だと？」

　エーデルは視線を横に流して、第三者に尋ねる。

「レーム。お前はどう見る？　クロップに致命傷を与えたのは誰だ？」

　戦闘に参加していなかったレームは、こちらに歩いてくる途中だった。ビクリと肩を跳ね上げて止まり、言葉に詰まる。

「……その、わたしは……」

「シェルムの毒魔法では決着はまだだった。私の一撃がクロップを討った。そうだろ？」

　エーデルの、答えを誘導した問いかけを受けた途端、レームは背筋を伸ばした。

「はいっ、そうです！」

「だ、そうだ」

　ニヤリと、謀略家のような笑みを浮かべるエーデルに返す言葉がなくて、俺はとりあえずプリンアラブルンデをかけておくことしかできなかった。

「エーデル殿、貴方は自分のしていることが恥ずかしくはないのか」

「そう怒るなよエクレール君。それにもう戦は終わる。文句は論功行賞のときにしてくれ」

　よく見ると、遠くの人影が帝国側へ逃げていく。

　敵兵の多くはとっくに逃げていたが、伝令兵が勝負の行方ゆくえを監視していたのだろう。

「いくぞレーム。英雄の凱がい旋せんだ」

　エーデルが本陣に向かって歩みを進めると、怯おびえた表情のレームもそれに続く。

　でも途中で足を止め、レームは俺たちを一いち瞥べつしてくる。申し訳なさそうに眉を垂らすと肩を落とし、身を縮めながらエーデルの後についていく。

　手柄を横取りしようとしてくるエーデルはムカつく。

　だけど、それ以上にレームを怯おびえさせていることに、無性に腹が立った。

　あんな奴やつが勇者？　女神ティエラ様の夫候補？

　ティエラ様を取られたくない、というのはもちろんある。

　けれど、それとは別に、レームが虐しいたげられ、あんな男が世間で幅を利かせていることが許せなかった。

「許せない男だな」

　一瞬、自分の声かと思ったけど、俺の声はこんなに綺き麗れいじゃない。

　エクレはレオカリバーンを振り上げ、地面へ振り下ろした。

　耳をつんざく轟ごう音おんと、空に噴き上がる土砂は、火山の噴火を思わせる。

　土煙が晴れると、そこには人がすっぽりと収まれるほどのクレーターができていた。

　レオカリバーンを握る手は、力を入れ過ぎて震えていた。

「シェルム……私は腹が立っているぞ！」

　清廉潔白な騎士様には似つかわしくない、ただの八つ当たり。

　でも俺は、エクレのことを一発で好きになった。

「こんなことを言うのは場違いかもしれないけどさ、お前が怒ってくれて嬉うれしいよ」

「……シェルム」

　エクレは手の力を抜いて、ため息を漏らした。


　　　　◆



　本格的な論功行賞は神都に帰ってからだけど、今回は戦後処理の段階で、揉もめに揉めた。

　総大将用の、立派な天幕のなかで、俺とエーデルはぶつかり合う。

「ですから、クロップは俺の魔法で死ぬ寸前だったんです。なのにエーデルが急に！」

「死ぬ寸前というのは君の希望的観測だ！　私は君の活躍を認めているじゃないか。呪術師の君が毒魔法でクロップを弱らせ、その隙をついて私がトドメを刺した。それでいいじゃないか。手柄を一から十まで全て自分一人だけのものにしようとするとは、恥を知れ！」

「実際一から十まで俺の手柄じゃないか！　お前なんてずっと防御結界張って自分の身を守っていただけだろ！　エクレのほうがまだ戦っていたぞ！」

　椅子に座るティエラ様は腕を組み、頭を悩ませながら、視線でエクレの意見を促した。

「先程も言いましたが、私はシェルムを弁護いたします。彼は呪術師ですが、その戦闘能力は本物です。私もエーデル殿も、クロップのスピードについていけず、防戦一方のところを、シェルムは麻ま痺ひ魔法で機動力を奪い毒魔法でトドメを刺すという見事な動きを見せました。そしてシェルムの毒魔法は、確かにクロップに致命傷を与えていました」

「う～ん、困ったわねぇ」

　論功行賞とは、どの手柄が誰のものかハッキリさせてから行うものだ。

　なのに、最大の武功である英雄討伐が誰のモノかわからないのでは、大問題だ。

「ティエラ様は私の言うことが信じられないのですか？」

「いや、エクレが嘘うそをつくとは思っていないわ。貴女あなたの勤勉さはよく知っているもの。でも、アタシはシェルムの魔法が実戦で使えるところを見たことがないわ。デリングのときに使った、その、お腹なかを壊させる魔法が実在したとしても、相手にダメージを与える魔法じゃないし。それにシェルムには貴女、エーデルにはレームっていう証人がそれぞれいるのよ。一方的にエーデルの意見を却下することなんてできないわ」

　エーデルのすぐ傍そばには、不安そうな顔でレームが控えていた。彼女の存在に、エクレは弱気になった。

「そ、それは……」

　エクレが押し黙ると、エーデルが軽口を漏らす。

「彼女はシェルムに個人的な思慕を抱いているようなので、贔屓ひいき目めになるのでしょう」

　エクレの顔が、一気に赤く染まった。頭から湯気がのぼってもおかしくないほどに。

「何を言うエーデル殿！　確かにシェルムのことは戦士として尊敬していますが、けしてそのような感情ではありません！」

　俺も弁明しようと、ティエラ様のほうを向くと気づいた。

　ティエラ様はエクレのことを、しげしげと観察してから、興味深そうに俺を見てくる。

　どうしたんだろう？
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「それを言うならレームとてエーデル殿の従者。主あるじに有利な証言をするのは当然では？」

「そう来たか。ならこれはもう決闘で勝負をつけるしかありませんね」

「け、決闘……」

　なぜか、エクレの声が不自然に弱々しくなる。

　それにしてもエーデルの奴やつ、自分が不利になる前に切り上げやがった。

「俺はそれでもいいですよ、ティエラ様」

「そう？　アンタたちがそう言うのなら」

　ティエラ様は椅子から立ち上がると、声を大にする。

「クロップ討伐の栄誉は、後日、両者の決闘で決めることとするわ！　場所は神都コロッセオ！　武器、魔法の使用は自由！　異論のある者は？」

　誰も答えない。

　天幕の静寂を破るように、ティエラ様は告げる。

「では、詳しい日時は追って連絡するわ。下がりなさい」

　諸侯はティエラ様に礼を取ると、一斉に天幕を後にした。

　こうして俺は、また勇者と決闘することになった。

　ただ、この決闘にはとんでもない制限があることを、俺はまだ知らなかった。


　　　　◆



「傷付けちゃダメ？」

「そうだ。ケガをさせなくても、一切の苦痛はＮＧだ」

　神都に戻ったあと、俺はエクレに呼び出されていた。

　場所は、ティエラ様の近衛このえ兵へいたちが生活する屋敷だ。

　エクレを含め、アヴァロン中から選抜された、一〇〇人以上の美女美少女騎士が暮らす、男子禁制の敷地だが、招きがあれば、エントランス近くのラウンジには入れた。

　屋敷全体からいい香りがして、廊下を歩く女の子たちはみんな可愛かわいい。本来なら夢心地なんだろうけど、そんな余裕はない。

「いやいや、確かに相手は一国の王子様だけど、決闘するんだよ？　一切の苦痛ＮＧって、それじゃ出来レースじゃないか」

「出来レースだ。事実上のな」

「どういうこと？」

　俺が両ひざにひじをつき、前のめりになると、エクレは難しい顔で説明してくれる。

「一国の王子が持つ権威はそれほどに重いということだ。ケガを負えば、エーデルは『決闘を利用し私を暗殺する気だった』として国際問題にしてくるだろう。傷付けずとも、殴る、蹴る、関節技や、場外へ投げ飛ばすなどの暴力行為が少しでもあれば、エーデルは大げさにケガをしたフリをして国際問題に発展させ、外交カードに使ってくるだろう」

　そう語るエクレの表情は、至極真面目まじめだった。

「でもそんな、勧善懲悪モノの暴君キャラじゃあるまいし、現実にそんな」

「それが現実だ」

　貴族であるエクレの言葉には、無視できない重み、質量があった。

「ティエラ様は気さくで細かいことは気にしないし、我々と遊戯に興じるときも、負ければ負けたなりに楽しむお方だ。でも、人間の権力者は、名誉で呼吸をしているような生き物だ。剣術大会に貴族が出場すれば、平民は負けなければならない。貴族同士なら、より爵位の高いほうに勝利を譲らなければならない。下手に勝とうものなら牢ろう獄ごく行きだ」

「街の駄だ々だっ子こたちが可愛かわいく見えてくるね……」

　あまりのわがままぶりに、怒りも湧いてこない。むしろ、哀れにすら思う。

　エクレの言う通り、王族貴族は名誉を保たなければ呼吸のできない生き物らしい。

「平民出身でも、負けるのが不自然なほどの豪傑か、大英雄なら勝ってもいいが、平民出身の準勇者と、正勇者である王太子では、な」

　エクレの首が、がくりと落ちる。

「ひどい無理ゲーだな。じゃあ俺の絶望魔法であいつをトイレに閉じ込めるのはどう？」

「エーデルからルール追加の申し出があったそうだ。決闘中でもトイレに行くのは自由。試合に遅れても、居場所がわかっているなら不戦勝にはしない、のふたつだ。シェルムの、相手のお腹なかを壊す魔法対策だろう」

　ちっ、腹痛をなくして便意のみを高める魔法ゲリオをおみまいしてやろうと思ったのに。

「唯一の救いは、シェルムはリブラ王国民ではなく、アヴァロン国民だ。勝利を譲らなかったという理由で投獄されることはない。一切ケガをさせず、暴力を振るわず、つまりなんの攻撃もせずに勝つことができれば問題ない。たとえば、プロのネゴシエーター顔負けの説得術で、勝利を譲ってもらうとか」

　自分で言ってから、エクレは目の下を赤く染めた。恥じるようにうつむき、肩を狭める彼女は可愛かった。小声で、

「ぁぅ……いまのは忘れてくれ……」

　とか言っている。

　ティエラ様に出会っていなかったら、そして台座付きの聖剣を振り回していなければ、俺は間違いなく、エクレに恋をしていただろう。

「ん、待てよ」

　いまのエクレの話を聞いて、ちょっとしたアイディアが湧いてきた。

「なぁエクレ。痛みを与えない方法で向こうが勝手に負ける分にはいいんだよね？」

「？　うむ、その通りだ」

　とある魔法の存在が、俺の口角を持ち上げる。

「……この勝負貰もらった」

「な、なに？　どういうことだ？」

「どういうことも何も、俺の絶望魔法なら、痛みゼロで相手のほうから負けを認めさせることができるんだよ」

「どんな方法だ？」

　エクレは興味深そうに顔を近づけてくるけど、俺は人差し指で自分の口をふさぐ。

「おっと、王子のエーデルなら、密偵とかで監視しているかもしれないからね。作戦は当日のお楽しみということで。それよりも、心配なのはレームだな」

「彼女がどうかしたのか？」

「うん。ほら、俺はエーデルに勝つ自信あるけど、そうしたらエーデルの野郎、レームに八つ当たりとかするんじゃないかなって」

　それを気にして、エーデルに勝利を譲るつもりはない。

　俺はそこまでお人ひと好よしじゃない。

　状態異常魔法で活躍して、マリッジエンブレムを集めて夫候補になって、世間に状態異常魔法の凄すごさを知らしめつつ、ティエラ様と結婚する。それが俺の野望だ。

　縁もゆかりもないレームよりも、そっちのほうがずっと大切だ。

　けど、自分の野望の陰で苦しむ人がいると思うと、なんだかやるせない。

　首から肩にかけて、こう、ずうんとした重みがのしかかってくる。

　こういうところは、我ながら小心者だと思う。

「シェルム」

　顔を上げると、優しい笑顔があった。

「お前はいいやつだな」

　そう言って、エクレの表情から慈愛が溢あふれ出す。

　彼女の放った矢は、まっすぐに俺のハートに刺さり……そして貫かれる前にへし折った。

「アーウンソウダネ、オレハイイ人ダヨ。昔カラ都合ノイイ人デ、ドウデモイイ人サ」

「シェ、シェルム？」

　一瞬舞い上がりかけた俺は冷静に、そして論理的に考えた。

　この強くて凛りんとした美人でカッコ良く、手足は細長いのにたいそう豊満なバストとヒップをお持ちの、高潔な人格者が俺に好意を持つはずがない。

　まったく、危うく勘違いするところだった。

　でも呪術師の俺に、社交辞令でもお世辞を言ってくれるなんて……。

「エクレは本当に優しいな」

「そ、そうかっ？」

　エクレは声をはずませながら、ほんのりと頬ほおを染める。

　少し褒められただけでこんなに喜ぶなんて、エクレはピュアだなぁ、と思う。

「じゃあなエクレ、今日は話せてよかったよ」

「ああ、必ず勝つんだぞ。シェルム」

「任せとけ」

　ソファから立ち上がり、エクレに背を向けると、その場を後にした。


　　　　◆



　決闘は、神都のコロッセオで大々的に行われる。

　一応、前評判が気になり街に出てみると、大方予想通りだった。

　どこの掲示板にも、決闘のポスターが貼ってある。

　『なんと無謀な挑戦。果たして状態異常魔法で勇者様を倒せるか』などと書かれていた。対等な決闘のはずが、挑戦者扱いだ。

　新聞の街頭販売員も、俺とエーデルの決闘、というよりも、リブラの至宝エーデル様がコロッセオに出る、という宣伝文句で客を集めている。

　それに、街では妙に女性たちが目についた。

　多くの女性が外出しているだけでなく、外から観光客も流れ込んできているようだ。

　どの女性たちもエーデルのことを噂うわさしあい、黄色い声で色めき立っている。

　それどころか、男たちまでエーデルに夢中のようだ。

　エーデルは美形なだけじゃない。つい忘れがちだけど、リブラ王国最強の戦士で、準勇者を飛ばしていきなり正勇者からスタートした男だ。

　顔とスタイルで女性たちのハートを、強さと武勇伝で男性たちのハートをつかみきっているようだった。

　リブラ王国の至宝の呼び名は伊だ達てじゃない。

　ここまで来ると、嫉妬する気も起きず、ただ圧倒されるばかりだった。

「あいつ、本当に人気者なんだな……」

　なんだか物もの凄すごく間違っている気がするけど、これが現実らしい。

　でも、人ひと気けの少ない裏通りに目を向けると、いかつい男たちがエーデルのポスターをナイフで刺しまくっているのを見つけた。

「リア充爆発しろ」

「イケメン税導入しろ」

「人間は顔じゃないとか言ったの誰だよ……」

「邪神よぉ、エーデルに七難八苦を与えたまえぇええええ」

「あいつさえ、あいつさえいなければ俺だってワンチャンあるんだ……」

「モテる男が憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎憎憎憎憎憎憎憎憎喝ッ!!」

　男たちは目を濁らせ、眉間にしわを寄せながら、歯を剥むき出しにして、ひとり一枚ずつポスターを台無しにしていった。

　どうしよう、見てはいけないものを見てしまった気がする。

　見つからないうちに逃げよう。

　ぎゅるんっ。

　見つかるどころか目が合った。

　六人の首が九〇度回り、遅れて体も回転すると、節足動物を思わせる動きで迫ってくる。

　殺される!!　と俺が脊髄反射でそう思ってしまうほどの恐怖を感じた瞬間、男たちはこぞって俺の両手をつかんできた。

「あんたシェルムさんだろ！　俺らマジ応援してます！」

「あのエーデルのクソ野郎をぶっ殺してください！」

「そしてあいつに洗脳されている女共の目を覚ましてください！」

「できれば顔を集中的に攻撃してください！」

「さらにできれば股間を攻撃してください！」

「正義と社会秩序と俺らの未来のために！」

　下心隠そうよみんな！

　そうして六人は、鬼気迫る熱意を送ってから、次はどこのポスターを台無しにするか相談しつつ、邪悪なオーラをまといながら走り去っていった。

　ここまで力の湧かないエールは初めてだ。

　なんだかどっと疲れてしまい、ため息をついた。




「おわっ!?」

　体を持っていかれたのは、次の瞬間だった。

　クマのような大男たちに拘束され、俺は近くの路地裏へと放り込まれた。

「何すんだよ急に!?」

　尻もちをついてから立ち上がると、すでに周りを取り囲まれていた。

　ガラの悪そうな男たちの手には剣や、大振りなナイフが握られている。

「か、金ならないぞ」

　実際、今日の俺は金をあまり持ってきていない。

　最初に万軍を無力化したときの報奨金は貰もらっているものの、見たことのない金貨の量に、それを『所持金』として認識できず、全額銀行に預けてから、一枚も使っていない。

　使うのが、なんだか怖い。

「悪いなシェルム、目的は金じゃないんだ」

　通りから、懐かしい声が聞こえてくる。登場するタイミングからして、たぶんこいつが首謀者だろう。

「やっと見つけたぜ。あのときは、よくもやってくれたな」

「デリング？」

　首謀者は、俺の同期で勇者で、俺に決闘で負けた、あのデリングだった。

　疑問符なのは、げっそりと痩せこけ面影が薄いからだ。ギラつく眼には狂気すら感じる。

　最後に会ってから一か月も経たっていないのに、ずいぶん前のことに思えた。

「なんだよデリング。用ならこんなことしなくても、あっ」

　俺は気づいた。

　デリングのうしろには、車輪付きの簡易トイレを引く男たちがいた。

　簡易トイレ。そんなものを常に運んでいる理由は……。

「どうやら心当たりがあるらしいな、そうだよ俺はテメェのせいで、はうっ！」

　憎しみで歪ゆがんだ顔が、途端に硬直。口をすぼめ「おぉ[image: ][image: ]」と声を絞り出したかと思えば前かがみになり、簡易トイレに飛び込んだ。

「ぬ、ぬぐぁああああああ!!」

　聞くに堪えない音声が流れ、しばらくすると、簡易トイレがカギの壊れたドアのようにゆっくりと開き、デリングが顔を出す。

　肩で息をするデリングは、息も絶え絶えだ。

「ま、前置きはいい……ぜぇ、はぁ、俺の下痢はいつ治るんだ？　どんな魔法アイテムも回復魔法も効果がないんだ！　いつになったら、俺はこの地獄から解放されるんだ!?」

「治らないぞ」

　静寂が訪れた。

　五秒後、真っ白な灰になりかけたデリングは震えながら、こいねがうように問う。

「な、治らないだと？　だって、これはお前の状態異常魔法なんだよな？　なら、いずれ効果は消えるんだろ？」

「いや、修業で俺は状態異常魔法の永続化に成功したから、一生そのままだぞ？」

　デリングの瞳から光が消えた。

　魔法は煙のようなもので、時間と共に薄れる。でも俺は、たとえるなら魔法の固体化に成功した。紙を扇の風圧で壁に押さえつけ続けるのは疲れるけど、画びょうで止めれば何年でも止めて置けるように、俺の魔法は劣化することなく、一生、そこにあり続ける。

　これも、状態異常魔法の進化系である絶望魔法の特徴だ。

「まてぇええええ！　まてまてまて！　でも魔法をかけたお前なら解除できるんだろ!?」

　エーデルは半狂乱も同然の奇声で詰め寄ってくるので、俺は数歩下がって避よけた。

　手、ちゃんと洗ったのか？

「そりゃ、解除はできるけど意味ないよ。だってゲリナズンは相手を下痢にする魔法じゃなくて、大腸から水分吸収能力を奪いつつ蠕ぜん動どう運動筋を強化して肛こう門もんの括約筋を脆ぜい弱じやく化させる、えーっと、とにかく相手を下痢ピー体質に変化させる魔法なんだよ。お前の体はもう下痢ピー体質に変化し終わっているから、いまさら魔法を解いても治らないよ？」

　デリングの瞳が闇の底に堕おちて、口がだらしなく、でろりと開いた。

　俺の状態異常魔法、もとい絶望魔法であるゲリナズンは、たとえるなら美容整形だ。

　メイクやお面をかぶっているなら、取れば顔は元通りだけど、整形手術は元を変えてしまうので、治しようがない。治そうと思えば、さらに整形手術をするしかない。

「ほほ、本当に無理なのか？　頼む嘘うそだと言ってくれ。故郷には俺の銅像が立っているし、町の看板には『勇者デリング生誕の地』って書いてあるんだ。みんな俺がティエラ様の夫になるって信じているのに、下痢ピーで勇者引退なんて親父おやじとお袋が自殺しちまう」

　段々哀れに見えてきたので、一応、デリングの体を治す方法を考える。

「そうだな、逆に便秘魔法をかければ効果を打ち消し合って、ちょうどよくなるかも」

「いいじゃないかそれ。流石さすがはシェルム、スカトロ魔法を使わせたら世界一だな。そうだ、俺が現場に復帰したら俺ら以外の勇者たちをゲリピーにしようぜ。そうすればティエラ様の夫候補は俺とお前のふたりだけじゃないか」

「はっ？」

　イラっときた。

　スカトロ魔法呼ばわりもだけど、ライバルが俺だけなら自分が勝つと思っている顔だ。

　いままでデリングにされてきたムカムカエピソードが、噴水のように溢あふれ出してくる。

　俺が得意な状態異常魔法を散々馬鹿にして、俺のことも馬鹿にして、新兵たちの前でボコボコにして笑い者にした。

　思い出すと、ますます腹が立ってくる。

　よく考えてみれば、なんでこいつのために俺が骨を折ってやらないといけないんだ？

　デリングのことだ、下痢を治してやっても感謝なんてしないだろう。

　むしろ、全力で俺の勇者業を邪魔してきてもおかしくない。こいつはそういう奴やつだ。

　よし、ひとつテストをしてやろう。

「わかった。治してやるよ。その代わり、いままで俺にしてきたことを土下座で謝れ」

「はぁっん!?」

「お前が散々俺を馬鹿にしてきたことをだよ。お前にも良心があるなら素直に自分の罪を認めて謝れよ。そんで二度と悪いことはしませんて誓え」

　俺も鬼じゃない。ちゃんと謝れば、許してやるぐらいの度量はある。

　だけど……。

「ふざけんなっ！　なんで俺がテメェに謝らないとなんねぇんだよ！　いいからテメェは黙って俺の下痢を治せよ犯罪者が！　犯罪者が俺に逆らってんじゃがぎぎぎぐぉおお!!」

　デリングは再びお腹なかを押さえ、トイレに向かってＵターン。

　でも、俺の堪忍袋の緒は、とっくに切れていた。

　冷酷に、そして無慈悲に俺はわかりやすく、魔法名を口に出す。

「ギックリーマ」

「ひぎゅぅうううう!!」

　簡易トイレを前にして、デリングは撃沈。

　地面に腹ばいになって転がり、虫のようにもがいている。

「大丈夫ですかデリングさん!?」

　ふたりの部下が駆け寄り、デリングを助け起こそうとする。けれど、ふたりがデリングを担ごうとわずかに持ち上げた途端、

「げぴぃいいいいいいいいいいいいい!!」

　ギックリ腰の激痛に、汚らしい悲鳴を上げた。

　びっくりして、部下は離れる。

「い、いいいい、いまの俺に触れるなぁ……運ぶなら、も、もっと優しくぅ、ああ、ああ、腰がぁ、腰がぁ～……」

　ギックリーマ、というネーミングからすべてを悟ったのだろう。

　部下たちは、青い顔で一斉に俺を見てきた。

　そいつらに向かって不敵に笑いながら、俺は両手の指をわきわきと動かす。

「ところで、いまこの場にいる全員に、ゲリナズンとギックリーマをまとめてかけようと思うんだけど、どうする？」

　部下たちは涙を流して恐れおののき、震えながら腰と尻を押さえて歯を鳴らす。

『い、一生下痢ピーはいやだぁああああ！』

　そう言って、部下たちは逃げ出した。

　見捨てられたデリングは、這はいつくばったまま手を伸ばす。

「ま、待てお前ら！　せめて、せめて便座に座ってから、俺、も、もう……」

「デリングさんすいません！」

「さんなんて付けなくていいだろ、どうせこいつはもう終わりなんだ。ぺっ」

　車輪付きの簡易トイレを運んでいたふたりの部下も逃げ出し、この絶望的な状況で、デリングは孤立無援になってしまった。

「う、うぉおおおおおおおおおお……」

　デリングは勇者としての意地か、腕の力だけで地面を這いずり、簡易トイレを目指す。

　その姿を、俺は夏休みのアサガオ観察日記をつける少年のような気持ちで眺めていた。

「あ、あと、もうちょっと……」

　デリングの手が、簡易トイレのステップをつかんだ。このまま体を引き寄せ、便座によじ登れば、そこは天国となる──がそんなの許さねぇ。

「ほらよ」

　げんっ、と車輪付き簡易トイレを蹴り飛ばした。

　自分の手から、簡易トイレきぼうが離れた瞬間、デリングの喉の奥からか細い悲鳴が漏れる。

　そのまま、残酷にも遠ざかっていく簡易トイレ救いの門に手を伸ばしながら、デリングは絶望の涙を流した。

「待ってくれ！　待ってくれ！　お前がいないと俺は、俺はほあぁあああああああ!!」

　ついに、デリングの直腸に宿りしハルマゲドンが最終フェーズに移行したらしい。
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　ギックリ腰の激痛をヤセ我慢しながら、デリングは猛スピードで、ゴキブリばりに地面を這はっていく。
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　腰の爆痛を絶叫で誤ご魔ま化かしながら、ゴキブリ勇者は簡易トイレに追いすがろうとする。

　しかし簡易トイレはそのまま表通りへと走り抜け、自由の世界へと飛び出した。
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　簡易トイレを追いかけて、表通りに顔を出してしまったデリングに、皆が気付いた。

「あ、あれってデリング様じゃないか？」

「本当だ。少し痩せているけど、勇者様だ」

「デリング様、そんなところで何をされているんですか？」

　人が人を呼び、デリングは完全に包囲されていた。

　デリングは泡を吹き白目を剥むきかけビクビクと全身を痙けい攣れんさせ、顔色に至っては青を通り越して土気色だ。

「具合が悪いんですか？　おい、誰か薬草か回復魔法薬ポーシヨンを持っていないか？」

「どうぞ、お飲みください」

　街の人たちは、親切心でデリングの口に薬草をブチ込み、瓶に入った回復魔法薬をゴクゴクと飲ませていく。固形物と液体。そのダブルパンチが消化器官を襲い、腸の蠕ぜん動どう運動はさらに激しさを増し、サンバのリズムを刻んでいることだろう。

　そして、ついにそのときは来た。

　括約筋が脳みそから独立。自分の意思とは関係なく、地獄の門を開き始めたのだろう。

　腹からドラムロールのような音を鳴らしながら、デリングは叫ぶ。
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　天国の門は閉ざされ、地獄の門は解放された。

　文字通りに、デリングの下半身は地獄の獣のような咆ほう哮こうを上げ、人々は悲鳴を上げ、その場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と化した。




　この日を境に、勇者デリング・スカロンはゲリング・スカトロンと呼ばれるようになり、のちに勇者の称号を剥はく奪だつ、及び、勇者の権威を著しく傷付けた罪に問われ、裁かれることとなるのだが、それはまた、別のお話である。




「あーあ、土下座で謝ったら治してやるって言ったのに。これはデリングの自じ業ごう自じ得とく、そして俺の正当防衛だよね？」

　そう言いながら、俺は地獄のような現場からスタコラサッサと遠ざかる。

「シェルムさん」

　途中、不意に声をかけられ、足を止めた。

　横を向くと、エーデルの従者である、レームが道路を渡り、駆けてくるところだった。

　やば、いまの聞かれたかな？

　でも、それは俺の杞き憂ゆうだったようで、

「先日はすみませんでした」

　俺の前に着くや否いなや、急に頭を下げ、レームは謝罪した。

「ど、どうしたんだよ。お前はエーデルの従者だろ？」

「はい、そうですけど、でも、だからこそ、主あるじの不始末はわたしが」

　不始末という自覚はあるらしい。やっぱり、彼女はエーデルと違いまともな娘のようだ。

「お前が気にすることじゃないよ。悪いのはエーデルだし。ていうかお前だって戦場で使い潰されてたし、俺と同じ被害者だろ」

「そんなっ、わたしはエーデル様の従者ですし、被害者じゃないですよ」

　自分のことは必死になって否定してから、またレームは申し訳なさそうにする。

「それに、わたしもシェルムさんに謝らないといけません。その、酷ひどいお願いをするので」

「酷いお願いってなんだよ？」

「それは……」

　言い淀よどみ、息を呑のんでから、レームは意を決した様子で口を開いた。

「エーデル様との決闘に、負けて欲しいんですっ」

　一切の裏がない、切実な声だった。

「エーデル様は、リブラ王国の王太子様です。たとえ正式な決闘でも、エーデル様の身に何かあれば、それを外交問題に発展させられるかもしれません。我がリブラ王国は、アヴァロン神国に対しては、友好国の姿勢を取っています。でも、エーデル様や、支持者の方々はいつも言っていました。アヴァロン国の資源豊かな鉱山が欲しい、豊かな海が欲しい、薬草の宝庫になっている森を、ひとつくらいうちの国に割譲しても罰は当たらないって」

　身内の内情を、レームは自分のことにように、本当に恥ずかしそうに口にする。

　その瞳は、泣くのを我慢しているようにも見えた。

　そんな姿を見ていると、なんだか、こうお腹なかのあたりがきゅるきゅるする。

　レームは、俺とは縁もゆかりもない赤の他人だ。

　俺は困っている人をのべつまくなしに助けるお人ひと好よしじゃない。

　でも、男なら子供のときに妄想したと思う。可哀かわいそうな人を目にしたとき、無限の力を持っているヒーローがその問題をぱぱっと解決して、目の前の人が助かる光景を。

　そのときの想おもいに近い感情が、胸のなかでとぐろを巻いて、動こうとしない。

　無限の力を持ったヒーロー。現実にそんな人がいるだろうか。

　勇者だって、デリングしかりエーデルしかり、その正体は、地位や名誉、そしてティエラ様を、いや、女神を妻にしたいという欲望に塗まみれた俗物だ。

　俺自身も、ただ自分が得意な状態異常魔法の凄すごさを世間に知らしめて、愛するティエラ様と結婚したいっていう私欲で動いている。

　私欲で死の山脈にこもり修業をして、最強の力、絶望魔法を会得した。

　やっぱり、世の中にヒーローなんていないなぁ。

　気休めとわかっていて、俺はレームに歯を見せて笑う。

「大丈夫だよレーム。俺は勝ちを譲る気はないけど、エーデルを傷付けないし、外交問題になんてさせないから」

　レームは泣きそうな顔のまま、服の裾を握ると、頭を下げた。

「……よろしく、お願いします」

　その姿を見ていると、胸に渦巻く感情がうずくけど、俺にはどうしようもなかった。


　　　　◆



　それから一週間後、決闘当日の夕方。

　俺は神都のコロッセオ、その選手控室に来ていた。

「ではシェルム、私は客席に行っている。何度も言っているが、エーデルに一滴の血も流させず、一切暴力を振るわずに勝つんだ」

「ああ、任せてよ」

「信じているぞ、健闘を祈る」

　試合開始一〇分前、そう言って、エクレは控室を出て行った。

　すると、またすぐドアがノックされる。

　エクレが何か言い忘れたのかとも思ったけれど違った。

　ドアを開けると、うしろ手姿でもじもじするレームが立っていた。ただし、甘酸っぱい雰囲気はない。緊張した面持ちで、額にはうっすらと汗をかいている。

「……どうしたんだレーム？　エーデルから何か伝言か？」

「違うんです……その……ここに来たのはわたしの意思で、エーデル様は関係なくて……」

　必死に何かを取り繕い、言葉を探すレーム。

　なんとなく察しがついた。

　呪術師というだけで肩身の狭い思いをしてきて、ずっとデリングにいじめられてきたせいか、悪い奴やつの考えそうなことは想像できる。

　彼女のうしろ手が気になり、俺はため息をついた。

「手に持ってるものを貸して」

「いやこれは！」

　彼女の手から、なかば強引にソレを取り上げた。

　ポーションによく似たガラス瓶。でも、俺の見立てでは、なかに入っているのはポーションじゃなくて、似た色合いの毒だった。

「それほど強力な毒じゃないね。せいぜい、少し体調を悪くするぐらいかな」

　正体を看破されて、レームの瞳は凍り付いた。

「客は満員だし、毒殺して不戦勝狙いじゃなくて、試合を有利に運べるようにってとこかな。で、そのためにこいつを俺に飲ませてこいって？」
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　何も言えず、レームはうつむいた。顔は見えないけれど、大粒の涙が床に、一滴、二滴と滴り落ちていく。

　俺の胸にうずまく想おもいは、前よりも濃く、重たくなっていた。

　……うん、やっぱりそうなのか。

　レームのおかげで自覚した。

　どうやら俺は、目の前で泣かれるのに弱いらしい。

　俺には、レームがどうしたいのかわからない。詳しい内情は知らない。

　レームが泣いているのはエーデルのせいだけど、エーデルをぶっ飛ばして「もう二度とレームをいじめるな」と言って解決する問題じゃないと思う。

　何よりも、レームは助けなんて求めていないのに、余計な首は突っ込めない。

　それでも、やれることはあった。

「いいよ、ほら」

　瓶のフタを開けると、毒薬を一気に飲み干した。

　レームは顔を上げ、目を丸くして震えた。

「なな、何を。レームさん、それが毒だって、いま自分で……」

「だって、これを飲ませないと、レームが怒られるんでしょ？」

「でもっ、それじゃあシェルムさんが！」

「大丈夫だよ。世の中には反射魔法とかもあるからね。呪術師は自分で自分の魔法にかからないよう、状態異常耐性も鍛えてあるんだ。たぶん、この世に俺を殺せる毒は存在しないよ。試合中は、具合の悪い演技しておくから、胸を張ってエーデルのとこに帰ってて」

「……どうして、そこまでしてくれるんですか………………」

　信じられない、自分は夢でも見ているのか、と確認するようなレームに、俺は適当に答えてドアを開けた。

「あー、別にレームのためとかじゃないよ。ただ毒ってる相手に負けたほうが、あのイケメン野郎が悔しがるじゃん。そんだけ」

　これ以上喋しやべるのが恥ずかしくて、そのまま部屋を出た。

　すると、廊下にはエクレが立っていた。何な故ぜか、妙に嬉うれしそうにしている。

「あれ？　エクレ、客席に行ったんじゃ」

　ていうか、さっきの青臭すぎる場面見られてた？　それすごい恥ずかしいんだけど。

　そう思うと、エクレの笑顔が、急にニヤニヤ笑いに見えてくる。

「シェルム」

　俺の名を呼んで、エクレは、ぎゅっと手を握ってきた。

　あれだけ重たいレオカリバーンを振り回しているはずなのに、エクレの手は女の子らしいやわらかさと、気持ちのよい温かさがあった。

「君を尊敬する」

　透き通るような眼まな差ざしと、純な声だった。

　ぽかん、とする俺が言葉を返す前に、エクレは小走りに立ち去った。

　尊敬って、何か勘違いしているんじゃないかな？

　まぁいいや。いまは、エーデルを倒すことに集中しよう。




　選手入場口のほうへ振り返り、足を進める。

　薄暗い廊下の先には、明るく賑にぎやかな世界を切り取ったように、入場口が開かれている。

　入場口をくぐると、切り取られた世界が一気に広がった。

　五万人を収容できる、コロッセオの客席は満員御礼。

　前座の試合や演目で温まった会場は、本日のメインイベント、勇者ＶＳ勇者という対決に万雷の拍手と歓声と煽あおるような声援を送ってくる。

　特に、会場の七割を埋め尽くす女性客たちの黄色い声は、よく耳についた。

　エーデルを応援する旗を振る客や、横断幕を掲げる客も少なくなかった。

「さ、流石さすがというか、なんというか……お、エーデルグッズを持ってる男もいるぞ」

　視線の先にいた男たちは、誰もが使い込まれた、ずたぼろのエーデル抱き枕を抱え……エンドレスに殴っていた。

　というか、あのポスターに落書きをしていた連中と同類の男たちだった。

「うつべしうつべしうつべしうつべしうつべしうつべしうつべしうつべし」

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね」

「憎い憎い憎い憎い憎い憎いイケメンが憎い憎い憎い憎い憎い憎い」

「あひゃひゃひゃひゃ！　くたばるがいいであります！」

「シェッルッムッ！　ハイ！　シェッルッムッ！」

　な、なんて嬉うれしくない応援だろう。

　あれと同類と思われたくない。お願いだからお前らちょっと黙ってて。

　闘技場のフィールド部分は、普通は地面だ。

　でも、今日は大自然の女神であるティエラ様の力で、フィールド中央に直径一〇〇メートルほどの、円形リングが特設されていた。

　ティエラ様の力で地面を盛り上げ、花か崗こう岩がんに変えたらしい。

　地面魔法を得意とする魔法使いならできなくはないけど、このサイズの物を作るのは至難の業だ。流石さすがは女神様、俺ら人間とは格が違う。

　そのティエラ様は、ＶＩＰ席でエクレたち近衛このえ兵へいらと一緒に、俺らを見下ろしていた。

　俺がリングに上がると、先に入場していたエーデルは、すでに中央に立っていた。

　高貴な佇たたずまいと、優雅な笑顔を観客に振りまき、女性たちに手を振っている。

　最後に、ティエラ様に向かって手を振り、投げキスをひとつ。

　ティエラ様は満面の笑顔だ。

　騙だまされないでくださいティエラ様プリンアラブルンデ。

　こいつはトンデモない野郎なんですプリンアラブルンデ。

　気が付けば、呼吸をするようにプリンアラブルンデをかけていたプリンアラブルンデ。

「ふふん、ようやく来たな呪術師君」

　司会者や実況が、エーデルの経歴の凄すごさを説明し始めるなか、俺は具合の悪いふり、レームの毒が効いているふりをしながら答える。

「お、おう……来てやったぞ。お前の化けの皮を、剥はぐためにな」

「相変わらず礼儀のなっていない男だ。これだから平民は嫌なんだ」

　毒が効いていると思っているのか、エーデルはニヤリと笑う。

「お前を応援してくれている女の子たちが聞いたら泣くぞ」

「聞かれなければわからないさ」

「控えめに言っても、ゲス野郎だな」

「言葉に気を付けないと、より惨めな負け方にするぞ」

　いつもなら、とっくにヒステリーを起こしていそうなものだけど、今日のエーデルは機嫌がいい。公衆の面前で、俺を合法的にいたぶれるのがよほど楽しみなのだろう。

　それだけ、勝つ自信があるということだ。

　エーデルの武勇伝や、最初から正勇者として始まったエリートぶりを思い出す。

　性格は最悪でも、実力は本物だ。

　それに、エーデルの剣は、リブラ王家に伝わる龍殺しの妖精剣。斬れ味は半端じゃない。

　俺のミスリルフォーゼでも、防げる保証はない。

　一撃でも受けてしまえば、ミスリル化した部位ごとお陀だ仏ぶつもありうる。

　負ける気なんてさらさらないけど、決して油断できる相手じゃない。

　勝負は一瞬。タイミングを間違えば終わりの一発勝負だ。




『ではこれより、試合を始めます。両者、準備はよろしいですね！』

　音魔法で会場中に響く声が、試合開始を合図する。

『それでは、試合、始めぇええええ!!』

「見るがいい！　リブラ王国王太子、エーデル・リブラ・シュタインの力をぉおお！」

　──ハゲイン!!

　エーデルの頭から、すべての髪が流れ落ちた。

　一本残らず。

　産うぶ毛げも残さず。

　慈悲の欠片かけらもなく。

　いつものように地面伝いに、それもできるだけ魔力の気配を消して魔法をかけたので、エーデルは俺の魔法に気付けず、モロに喰くらってしまう。

　絶望魔法ハゲインは毛根死滅魔法だ。死の山脈では、丈夫な毛や、毛を変化させた針で体を守るモンスターを倒すのに重宝した。

　剣を抜こうとしたポーズのまま固まってから、エーデルはゆっくりと、自身の頭をなでた。つるつるとした頭をなでること三回の後。

「わ、私のぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　会場が悲鳴に埋め尽くされる。

「イヤァアアアアアアアアアア！」

「エーデル様が、ハゲ、ハゲ、ハゲゲー！」

「つるつるじゃない！」

　エーデルはリングに両膝をつき、落ちた自身の髪をすくい上げながら取り乱した。

　抜けた髪を自分の頭に押し付け、あわあわと唇を震わせ半泣きになる。

「ちちち、ちが、これは何かの間違いだ。私の髪がこんなッ」

　そして立ち上がろうとするのと同時に、

　──全装備不可魔法ヌーディリスト。

　これは、特定の物質に対して磁石のＮ極同士のような反発力を発揮する力場で相手を包み込む、高等状態異常魔法バンハブの進化系だ。バンハブは装備不可対象をひとつしか選べないが、ヌーディリストは身に着けるものすべてを対象にできるのだ。




　エーデルの体は、肌に触れるすべての存在に反発力を発揮した。

　立ち上がる勢いが倍加して、そのまま、しゅぽーんと空に舞い上がる。……装備品のすべてを、リングに残したまま。

　鎧よろいやなんかはがしゃりと音を立てて、蛇の抜け殻のように転がった。

　一、二秒後。リングに着地をキメたエーデルは、一糸まとわぬ姿だった。

　お子様クオリティのモノが、ブラブラと揺れている。

　会場中から、いわゆる、きぬを引き裂いたような悲鳴が巻き起こった。

　エーデルも悲鳴を上げ、両手で股間を隠すと、前かがみになって回れ右。俺に背を見せて逃げ出した。だが許さん！

　──絶望拘束魔法、ニオースタンディング＆ヒトジチスタイル！

　エーデルの骨を繋つなぐ軟骨が、足先から順に鋼鉄化。リングの端で、エーデルの下半身が肩幅に開いた状態でストップ。前のめりに転びそうになるけど、両手がうしろに引かれて、姿勢が戻る。両手が磁石のようにくっつくあいだに、上半身は背筋を伸ばした状態で関節が固まる。かくして、うしろ手仁王立ちで固定されたエーデルは涙ながらに絶叫しながら身をゆすり、下半身をブラブラさせながら抵抗するのだった。

「や、やめろぉお！　見るなぁ！　違うんだ！　これは違うんだぁ！」

『おぉっとこれはどうしたことだエーデル選手！　突如全裸になりながらジャンプしたかと思えば、客席に駆け寄り己が裸体をアピールし始めたぁ！』




　のちに、この脱衣方法はエーデルダイビングと呼ばれ、露出狂の最終奥義として知られることになるのだが、それはまた、別の話だ。




「違う、私は脱いでいないし見せつけてもいない！　誰かこの拘束を解いてくれぇ！」

　客席の悲鳴にかき消され、エーデルの弁明は誰にも届かない。そして、

「敵前逃亡はいけませんよ勇者様！　さぁボクと正々堂々勝負しましょうよう！」

　多幸感に満たされ、吹きこぼれる笑顔を押さえ切れない俺は、大はしゃぎでエーデルに駆け寄る。

「ひぃえええええ！　貴様よくもやってくれたな！　殺してやる、絶対に殺してやるぅ！」

「あるぇ？　ボクにそんなこと言っていいのかなぁ？　実はもぉっと素敵な絶望魔法があるんですけどぉ。股間に永久ミニマム魔法とかどうですかねぇ？」

「ヒィイイ！　わかった。私の負けだ！　お前の勝ちでいいからこの拘束を解いてくれ！」

　青ざめ、エーデルはパニック状態だ。

「ほいほい」

　両手の拘束魔法を解除してやると、エーデルはレフェリーに向かって両手でバツ印を作り棄権を表明した。

　レフェリーが旗を振り、エーデルの負けを場内に報しらせると、関節の拘束も解いてやった。

「ひぎぃいいいいいいいいいいいい!!」

　エーデルは両手で股間を隠しながら全力疾走で逃げていく。

　実況と解説のふたりも、正式に俺の勝利をコールして、試合終了が告げられる。

　それでもなお会場のパニックは収まらず、女性客たちは「これは夢よ、夢なのよ」と錯乱し泡をふいている。

　一方、ティエラ様は、ＶＩＰ席から階段を使い、リングまで降りてきてくれた。

　おぉ、ティエラ様が、俺に近づいてくる。なんて興奮するシチュエーション。しかも、階段のおかげで、ダイナマイト過ぎる爆乳が上下にはずむ素敵な光景が生まれている。

　ティエラ様がリングに上がると、俺は駆け寄り、胸を張った。

「ティエラ様！　見てくれましたか、俺の活躍！」

「は？　アンタ何もしてないじゃん」

「え？」

　俺がまばたきをすると、ティエラ様はため息をついた。

「あれはエーデルがカツラなのバレて勝手に逃げ出しただけでしょ？　にしても、この観衆の人数に興奮して服を脱いだのは計画的犯行なのかしら？」

「あの、ティエラ様？」

「あーあ、エーデルがハゲの露出狂だったなんてガッカリよ。ちっ、せっかく優良物件だと思ったのに。まぁいいや、強くてイケメンの勇者は他にもいっぱいいるし、あ、そうだ」

　ティエラ様は、ようやく落ち着いてきた会場の皆に向かって、声を張り上げる。

「えー、会場の者共よ、この試合はシェルムの不戦勝とする！」

「不戦勝!?　いや、いまのはハゲにするハゲインっていう絶望魔法なんです！」

「そんなバカな魔法あるわけないでしょ。仮にあったとして、それが何の役に立つのよ」

「た、例えばほら、ヤマアラシ型モンスターのトゲを抜くときとかに使えます！」

「どんだけ効果限定的なのよそれ！　やっぱ状態異常魔法はだめねぇ」

　ティエラ様は、うんざりした様子でリングから降りて、遠ざかる。

　ただひとり、リング上にぽつんと残された俺は、茫ぼう然ぜん自じ失しつだった。

　目もく論ろ見み通り、エーデルを一切傷付けず暴力も振るわず勝てたのに、勝利の余韻はない。

「違うのに、俺の魔法なのに、絶望魔法っていう、俺の、俺の……」

　そんな俺の気も知らず、最前列席の男たちが盛り上がる。

「流石さすがシェルム様！　マジぱねぇぜ！」

「男惚ぼれする活躍だぜ！」

「あのお方こそ天が遣わした救世主だぜ！」

「魔法のことはよく知らねぇけどあんな状態異常魔法あるんだな！」

「ハゲ魔法に全裸魔法とか、なんて恐ろしい魔法だ」

「状態異常魔法って最高の天てん誅ちゆう魔法だな！」

　ああ、世界中の人たちにお前らぐらいの素直さがあればよかったのに。

　俺の活躍は、お近づきになりたくない人たちにのみ伝わっていたようだった。


　　　　◆



　数時間後。

　コロッセオの酒場でエクレに慰められてから、俺は帰路についていた。

　アヴァロンでは、お酒は十六歳から飲めるけど、実際に飲んだのは今日が初めてで、とても切ない味だった。

　でも、エクレだけは俺の勝利を褒めてくれたし、お祝いにと奢おごってくれた。いまも、酔っ払った俺に肩を貸しながら、一緒に大通りを歩いてくれる。

　本当に、なんていい娘こだろう。

「安心しろシェルム。お前の凄すごさは、私がよくわかっている。頑張っていれば、きっといつか、みんなお前の凄さをわかってくれるさ。私も協力するから、一緒に頑張ろうな」

「うぅ、エクレぇ[image: ][image: ]……」

「シェ、シェルムッ、にゅぅぅ[image: ][image: ]ッッ」

　俺がもたれかかると、エクレの肩と首筋から、ドクンドクンと鼓動が伝わってくる。

　エクレも、だいぶ飲んだみたいだ。酔っぱらっている証拠に、さっきから、

「私は騎士、私は騎士、私は騎士、私は騎士、女神ティエラ様の近衛このえ兵へいがそんな破は廉れん恥ちな、いやでも少しならッ、えへ、えへへ」

　とか言っている。これは、彼女が醜態を晒さらす前に、早く帰ったほうがいいかも。

　俺の奢りで、もう一軒ハシゴしようと思ったけど、やめておこう。

「エクレ、あっちの路地を通って近道しよう」

「え？　あ、ああそうだな。うん、行こう」

　でも、俺らが月明かりも届かない路地へ入ると、そいつは突然現れた。

「ぎえぇええええい!!」

　突如、背後からエーデルが斬りかかってきた。

「レオカリバーン！」

　エクレは、反射的にレオカリバーンを先端から召喚。ありていに言えば、台座部分から先に出したため、エーデルの妖精剣は弾はじかれた。

「ぐぅっ！」

　うしろによろけ、たたらを踏むエーデルに、エクレはレオカリバーンを突き付ける。

「浅ましいですね、いや、もう私はお前を勇者などとは思わない。この下郎めが！　負けた腹いせに闇討ちとは堕おちたものだ。殺人未遂の罪をティエラ様に告発されたくなければ、早々に立ち去れ！」

　先程とはうってかわり、鋭く、雄々しい声だった。

　剥むき出しの刃やいばにも似た、危険な闘志を全身に帯びている。こうしたオーラは、並大抵の戦士がまとえるものじゃない。

　これで、武器が台座付きの聖剣でなければ、さぞカッコよく見えたことだろう。

「うるさいうるさい！　いいから戻せ！　すぐにこのハゲ魔法を解けぇ！」

　装備不可魔法ヌーディリストは一時的な効果にしておいたので、いまのエーデルはちゃんと服を身に着け、自慢の妖精剣を握りしめていた。ただし、頭はハゲあがっている。

「どんな回復魔法も効果がないんだ。さぁ解け！」

「あ、それ無理」

「そんなわけあるか！　隠すとためにならないぞ！」

　エーデルは目を血走らせながら妖精剣を振り上げ、いまにも斬りかかってきそうだった。

　けど、俺は努めて冷静に語る。

「だって、ハゲインは脱毛魔法じゃなくて、毛根死滅魔法なんだもん」

「な、なに？」

　エーデルは頬ほおを引きつらせ、ぽかんとする。

「だからぁ、俺の魔法でお前の髪が生えないように食い止めているんじゃなくて、俺の魔法でもうお前の毛根は死滅し終わっちゃっているから、いまさら魔法を解いても治らないんだよ。治すには毛根を再生させる種類の魔法を新たに開発しないと無理なんだ」

「じゃあ開発しろ！　いますぐに！」

「無理。だってお前も知っているだろ？　俺は状態異常魔法しか使えないんだよ。鼻毛ボーボー魔法とわき毛ボーボー魔法とつながり眉毛魔法と『バカ』って字の形に髭ひげが生える魔法は使えるけど、回復魔法は使えないの」

「なぁシェルム、その魔法は死の山脈のどんな場面で必要だったんだ？」

　エクレは冷静にツッコみ、エーデルの顔は絶望に染まる。

「なん、だと……じゃあお前は何か？　かけたが最後、未み来らい永えい劫ごう不治の魔法だと知っていながら、それを私にかけたと？」

「ん？…………そうなるのかエクレ？」

「そうなるな」

「らしいぞエーデル」

「他ひ人と事ごとみたく言うなぁああああああああああああ!!」

「いや大丈夫だよ。ほら、世の中にはスキンヘッドが好きって女も探せばいるだろうし、その人からすればむしろ状態異常どころか永続魅了魔法だって」

「うぎぃいいいいいいいいいいい!!」

　ヒステリックに叫びながらエーデルは剣を振り上げる。その剣には莫ばく大だいな魔力が漲みなぎり、まるでこの区画ごと更地にしようとしているようだった。

　しかし、そこへ小柄な影が割って入る。

「エーデル様、もうやめてください。戦いは終わったんです！」

「そこをどけぇレーム！」

「いいえ、どきません！」

　両手を広げて、レームは必死に主あるじに抵抗する。

「クロップを討ち取ったのはシェルムさんです。なのにエーデル様は、嘘うそをついて手柄を横取りしようとして、エーデル様から決闘を持ちかけて、シェルムさんを戦わせました。それに、シェルムさんの実力なら、エーデル様を倒すこともできたのに、不戦勝、という形を取って、エーデル様の武勇が傷付かないようにしてくれました」

　いや、武勇以外のものは傷どころか致命傷ものだけどね。不戦勝も、別に狙ってないし。

　なのにピュアなレームは、俺の潔白を信じ、なおも訴えてくれる。

「非はエーデル様にあるのに、ここまで手心を加えてもらい、なのに逆恨みして恩を仇あだで返すなんて、王太子のすることではありません！　リブラ王家の名誉のためにも、そしてエーデル様自身のためにも、ここは剣を納めてください！」

　涙を流しながら俺の助命を願うレームに、胸が痛くなってくる。

　ごめん。俺そんなに立派な男じゃないんです。

　恥ずかしい。穴があったら入りたい。

　エクレは本当のことをレームに教えるべきか迷っている様子だった。でも言えない。ここでレームの誤解を解いてしまうと、レームに恥をかかせてしまうから。

　レームが天使過ぎて生きるのが辛つらい。この娘こいい娘過ぎんだろ。

　俺は悶もだえるが、その天使パワーもエーデルには効かなかったらしい。エーデルは剣を掲げたまま、片手を振るった。

「ええい邪魔だ触覚女！」

「きゃっ！」

「「あっ!?」」

　風の魔法がレームを襲った。レームは吹き飛ばされ、路地の壁に後頭部から叩たたきつけられる。ずるりと彼女の体が落ちると、頭を打った壁には、赤い染みがついていた。

「レーム！」

　エクレが小さな悲鳴をあげて寄り添い、レームを抱き起こした。

「野郎ッッッ」

　怒りで、全身の血が逆流するのを感じる。

　エーデルは一国の王子だ。下手なことをすれば、国際問題になりかねない。

　頭ではわかっていた。自分が冷静でないことも、手を出さないほうがいいことも。

　でも俺は、どうしても我慢できなくて、感情のままに叫んでいた。

「イーディィイイイイイイイイ！」

　俺の手から、どす黒い光弾が放たれ、エーデルの体を襲う。

　ハゲインの恐怖が染みついているのか、エーデルはビビッてばたばたする。

「なな、何をした貴様！　言え！　何をしたんだ!?」

　俺は冷静に、そして残酷に告げる。

「いまのは俺の絶望魔法、イーディーだ。お前はもう、未み来らい永えい劫ごう子作りができない」

　エーデルは息を呑のみ、自身の股間を見下ろした。

「お前、確かリブラ王唯一の子供だよな？　これでもうリブラ王家の血は途絶えたな」

「なっ!?」

　いままで以上に絶望し、エーデルの表情が奈落の底へと落ちていく。

　彼はもう、永久に男の喜びを味わえないのだ。

「嘘うそだと思うなら、娼館に行ってみろよ」

「そんな、そんなまさかぁああああああああああああああ!!」

　エーデルは王家に伝わる大切な宝剣を落とし、一目散に走り去っていった。

　そんな奴やつに、俺は最後の土産みやげとばかりに、プリンアラブルンデと、永続ムシクルンデスをかけておく。

「これであいつのお家は断絶だな。まぁあいつにはこれぐらいがちょうどいい罰だろう」

　俺のティエラ様に色目を使い、俺の手柄を横取りして、何よりも俺の天使レームを傷付けた罪は重いのだ。むしろ、この程度で済ませたことを感謝して欲しいくらいだ。

「シェルムさん」

　レームが声をかけてくる。どうやら、頭は打ったけどそれほど重症ではないらしい。

　少し痛そうだけど、自分の力で立っている。

「悪かったねレーム。俺のために」

「いえ、いいんです。いまのはわたしが勝手にしたことなので」

　レームはそう言って視線を落とし、表情に影を落とす。

　それは主あるじに逆らってしまったからなのか、主を諫いさめることができなかったからなのか、俺にはわからない。でも、彼女の今後が気にかかる。

「なぁ、これからどうするんだ？　こんなことになって、たぶんお前……」

　間違いなく解雇だろう。それどころか、リブラ王国に帰れば死刑もありうる。エーデルなら、やりかねない。

　それでもレームは、不幸アピール、助けてアピールなんてしないで、精いっぱい明るい表情を作ってくれた。

「いえ、いいんです。わたしはこのままどこかの国へ逃れますので。名前を変えて冒険者ギルドで働けば、お金も稼げるでしょうし──」

「俺の従者にならないか？」

　レームの言葉を遮って、そう持ちかけた。

「え……でも……」

　レームは助けなんて求めていなかった。

　俺は、クロップを倒したのが俺だと証明するため、俺のために決闘に勝利した。

　でも、エーデルがレームをいじめているのにムカついたから、こらしめてやりたかったから、必要以上に絶望魔法をかけたのも事実だ。

　結果、エーデルは逆上し、それを止めようとしたレームは職を失った。

　誰も頼んでいないのに、勝手なヒーロー願望で余計なことをして、それで彼女が不利益を被こうむるなら、それは俺が解決すべき問題だ。

　つまり、アフターフォロー大事。

「エーデル以外にも、従者をつけている勇者はいるだろ？　俺はまだいないけど、レームなら大歓迎だよ。住む場所も、明日には勇者用の屋敷がもらえる手はずになっているしね。ただし、従者は雇う上での形だけ、実際は対等な仲間だよ」

　俺がそう言うと、レームの瞳に涙が浮かぶ。

　彼女は立ち尽くしたまま、その場で泣き出してしまった。

「そんな泣かないでよ、オーバーだなぁ、おっ」

　レームは抱き着いてくると、俺の胸板に顔をうずめ、何度も名前を呼んでくる。

「うぅ、シェルムさん、シェルムさん！」

「………………うん、シェルムだよ」

　よくわからない返事をしながら、俺は彼女の頭をなでる。

　今回の事件はいろいろあった。いろいろあった結果、結局クロップ討伐の武功はうやむやになっちゃったけど、レームが喜んでいるなら、まぁよしとしよう。

　そうだ、エクレに、レームを送って行ってもらおう。それでエーデルが帰ってくる前に荷物をまとめて、とりあえず今日はエクレの部屋に泊まってもらうのはどうだろう？

「なあエクレ」

　話を切り出そうと顔を上げると、エクレが妙だった。

　頬ほおを染め、濡ぬれた瞳は熱っぽく、明らかに恋する乙女の目だった。

　いつもの勇ましさとか凛りんとした感じはなくて、弱々しい声で、ためらいがちに桜色のくちびるを開く。

「なぁシェルム……私も、お前の従者にしてくれないか？」

「急にどうしたのさ。俺としては嬉うれしいけど、エクレはティエラ様の近衛このえ兵へいでしょ？」

「問題ない。というよりも、近衛兵が勇者をサポートするために、従者の任務に就くことは珍しくないんだ。だから、私からティエラ様に、近衛兵兼勇者シェルム付き従者になりたいと頼んでおけばいい。だから、私も一緒に暮らしていいだろうか？」

　エクレは妙に積極的だった。一体何が彼女をここまで駆り立てるのだろうか。

「そっか、じゃあ頼むよ」

「ああ、お前のサポートは任せろ。レームも、これからは共に励もう」

　エクレが握手を求めると、レームは目を輝かせる。

「は、はい！　聖剣使いの方とチームを組めて光栄です」

　そう言って、レームはとても愛くるしい、天使の笑顔でエクレの手を握りしめた。

　すると、エクレの頬だけでなく、顔全体が、キュンと赤く染まる。

　刹那、俺の頭脳に、ある閃ひらめきが走った。

[image: ]

　わかった。わかってしまったぞ。シェルム十八歳、気づいてしまいました。

　そう、エクレの秘めたる恋心に。

　武器が台座付き聖剣ということを除けば最強スペックなエクレが、俺の従者になる理由。それはずばり……エクレは！　レームのことが好きなんだ!!

　レームは優しくて純粋で奉仕の精神に溢あふれ、臆病だけど正義のためなら主あるじに逆らう強さも持っている、世界の良心と言っても過言ではない、ずばりマジ天使!!

　しかも小柄で可愛かわいくて愛くるしく、そして抱き着かれて気づいたけど、この子、結構胸がでかい。ぐにゅりと押し潰れるやわらかさと弾力に、この重量感はやばい。

　レームのピュアな気持ちを裏切る、下半身由来の欲望が沸き上がってきて、自己嫌悪に陥りそうだ。

　小柄で可愛いのに、意外とグラマー。何その素敵ギャップ!?

　冷静かつ論理的に考えて、惚ほれない理由がない。

　エクレは女だけど性別なんて些さ細さいな問題だ。

「大丈夫だよエクレ。俺は進んだ倫理感の持ち主だから。君を応援するよ」

「む？　よくわからないが、お前が応援してくれるなら嬉うれしいぞ」

　レームとの同どう棲せい生活が叶かない、嬉しそうに笑うエクレ。

　そんな彼女を、俺は優しく、温かい目で見守った。






第三章　攻撃力ゼロでも部隊を救う方法






　エーデルを倒した次の日の午前。俺、エクレ、レームの三人は、お城の執事に連れられて、お城から歩いて十五分の屋敷へと案内された。

「着きました。こちらが、シェルム様のお屋敷です」

「おぉ、マジか」

　口をすぼめ、庶民らしく、感嘆の声を漏らしてしまう。

　俺に与えられたのは、三階建ての広いお屋敷で、門から屋敷のあいだには庭園もあった。

「十年以上使われていませんので、だいぶ荒れておりますが、来週には業者が入ります。作業が終わり次第連絡を入れますので、お引越しはそのときに」

「いますぐ住むことってできないかな？」

　何せ、レームは宿無しだ。

　エーデルの使っている屋敷にはもう戻れない。

　昨晩はエクレの部屋に泊まったけど、近衛このえ兵へいじゃないレームが長期滞在するのは難しい。

「お急ぎでしょうか？　一階部分は我々で清掃しておいたので、住むことは可能です」

「わかった、じゃあ一階部分に住むよ。まぁ引っ越しって言っても、死の山脈でサバイバルしていたから荷物はないけどね」

「あ、わたしも装備品を除けば、あとは日用品と下着くらいですね」

　下着、という単語に、俺のイケナイ何かが反応しそうになる。

　俺は悪くない。

　だって、女の子の口から下着なんて単語が出てきたら、考えちゃうでしょ、いろいろと。

　レームは胸が大きいので、特に想像力が豊かになってしまう。

「私も、ティエラ様からいまの部屋はそのまま残すと言われているからな、こちらの屋敷に移す荷物は少なくて済むだろう」

「よし、じゃあ今日は引っ越し作業といくか。荷物が少ないなら、一日で終わるだろ」

「「おー」」




　などと言った、さらに次の日の朝。

「なぁ、エクレ……これ、夢じゃないよな？」

「ああ、まぎれもなく現実だ」

　一階の部屋に寝泊まりした俺とエクレが起きると、廊下の様子が一変していた。

　執事の言っていた掃除とは最低限のものであり、細かい汚れや、壁や天井の傷み、窓ガラスがうっすら曇って見える汚れは健在だった。なのに、

「すごい、チリひとつ落ちてない！」

「ガラスが綺き麗れいすぎて窓を閉めているのに気づかないぞ！」

「窓枠のささくれがやすり掛けしたみたいにつるつるじゃないか！」

「シェルム、使っていない部屋も全部清掃済みだ！」

「あ、ふたりとも、おはようございます」

　振り返ると、二階へ続く階段から、レームがガシャガシャと降りてくるところだった。

　両手と背中に、モップ、バケツ、箒ほうき、チリ取りなどのお掃除セットを装備している。

　階段を一段降りるごとに、頭のくせ毛がぴょこぴょこと揺れて可愛かわいい。

「な、なにしているんだ、レーム？」

「はい、二階と三階のお掃除が終わりました」

　レームの笑顔に、エクレが動揺する。

「掃除？　この短時間でか？　いつから起きているんだ？」

「あ、いえ、短時間じゃないですよ。昨日、寝付けなくて、お掃除したら眠れるかなって」

　俺も尋ねる。

「明かりは？」

「わたし、照明魔法使えるので、えい」

　レームの頭上に、やわらかい光の球が生まれた。

「でも、俺ら全然気づかなかったぞ？」

「ふたりを起こさないよう、アサシンさんたちの見み様よう見み真ま似ねで気配を消したんです」

「レームすごすぎんだろ！」

　一晩中寝ないで静かにひとりでこんなに広い屋敷を清掃するとか、どんなスキルだ。

「そんな、わたしなんて全然ですよ。エーデル様には、いつも掃除が遅い、手際が悪いって怒られていました」

　エーデルめ～。やっぱゲリナズンもブチ込んでおくべきだったかな。

「レーム、これからは、私がお前を守るぞ」

　エクレはそう言って、レームをぎゅっと抱きしめ、慈しむように頭をなでまわす。特に、くせ毛の辺りをなでているところを見ると、エクレも気に入っているらしい。

「え？　あ、ありがとうございます？」

　照れときょとんがないまぜになった、レームの戸惑い顔はとても可愛かわいかった。

　ああ、創造主様、レームを創ってくれてありがとう。そして何な故ぜエーデルを創った？

　するとそこへ、外から第三者の声が割って入ってきた。

「伝令！　伝令！　シェルム様はおられますか！　二時間後、謁見の間へ来られたし!!」

　伝令は、同じ言葉を繰り返す。俺らは、急いで玄関へと向かった。


　　　　◆



　二時間後。俺は登城し、謁見の間に集まった勇者たちに交じっていた。

　玉座の前に並ぶ勇者たちのなかに、デリングとエーデルの姿はない。

　まぁ、当然だろう。

　それでも、今日集まった勇者はいずれも国内外で有名な猛も者さぞろいで、少し緊張する。

　いまさらだけど、こいつらと競っていくんだよな。

　そこへ、ティエラ様が姿を現した。

　玉座のうしろの扉から謁見の間に入ると、ティエラ様は階段を上り、玉座に腰を下ろす。

「みんな、よく集まってくれたわね、じゃ、本題に入るわよ」

　ティエラ様は、貴族や王族と違って、長い挨拶や前口上のようなものは言わない。

　さばさばとしていて、逆に迂う遠えんなことを嫌う傾向がある。女神で、誰よりも偉いのに、気取ったところがない。そんなところが、魅力的だ。

「みんなに集まって貰もらったのは、モンスター討伐のためよ」

　ティエラ様は、戦場以外でも大きな戦力が必要なときは、近衛このえ兵へいを引き連れて自ら出陣する勇敢な女神だ。

　婚活が始まってからは、モンスター討伐は勇者たちが積極的に行っている。

　でも、場合によっては、いまでもティエラ様自身が討伐に向かう。

　強制ではないものの、勇者たちが随行するのがお決まりだ。

　戦場と同じで、ティエラ様の近くで戦えば、アピールになるから当たり前だろう。

「場所は神都南西の大樹海。なんでもゴールデン・キング・ブリリアント・ビートル、略してゴキブリビートル、さらに略してゴキトルが異常発生しているそうよ。ゴキトルが森を出て人里に侵入するかわからないけど、急いだほうがいいわ。いまから三時間後、私は出陣するから、来られる人は一緒に来なさい。いいわね！」

『仰せのままに！』

　他の勇者たちに遅れ、俺も拝礼する。

　でもゴキトルか。

　世界でもっともド派手な外見の超巨大昆虫で、幼虫のときは子供でも倒せるほど弱いけど、ひとたび成虫になれば、その強さは一体で一個大隊を滅ぼすとも言われている。

　でも、だからこそ、これは目立つチャンスだ。

　デリング、クロップ、エーデルと、大物を三人も倒したのに、俺の強さは、未いまだに認められていない。

　けど、目の前でわかりやすく絶望魔法を使えば、ティエラ様も俺を認めてくれるだろう。

　俺は決意をあらたに、心の中でガッツポーズを取った。


　　　　◆



「本当に我々はついていかなくていいのか？」

「せっかく従者として働けると思ったのに……」

　一度屋敷に戻った俺は、出発の時間が近づいてから、あらためて登城しようとしたけど、玄関でエクレとレームに呼び止められてしまっていた。

「結局クロップ討伐の武功はうやむやになっちゃったしね。ティエラ様にアピールしたいし、今回の敵はふたりと相性が悪いんだ。それにレームは徹夜だろ。ちゃんと寝なさい」

　嘘うそだ。本当は、あんなことがあったばかりのレームに休んで欲しいのと、それをエクレに支えて欲しいからだ。

「なぁエクレ」

　彼女を呼び寄せ、耳打ちする。

「レームは傷心中なんだ。ケアは頼んだぞ」

「そういうことか、うむ、私に任せろ」

　こういうのは、女同士のほうがいろいろと都合がいいだろうからね。

「じゃ、行ってくるよ」

　ふたりに別れを告げて、俺は屋敷を出て行った。

　さぁエクレ、おぜん立てはしてあげたぞ。傷心中の愛するレームとふたりっきり、しっかりしっぽりケアをして仲良くなるんだ。

　あぁ、俺はなんていい奴やつなんだろう。いいことをしたあとは、心が軽いな。

　こうして、晴れやかな気分で登城した。


　　　　◆



　お城に預けてある愛馬バイコーンにまたがり出陣した俺らは、目的地の樹海に着くと馬から降りて、ティエラ様のガイドに従って奥へと進んだ。

「ゴキトルの気配が大量に集まっているのは……こっちね」

　大自然の女神であるティエラ様は、地図がなくても迷わないし、目的の場所がわかる。

　他の勇者たちが、剣で草木を払いながら呟つぶやいた。

「それにしても、凄すごい樹海だな。鬱うつ蒼そうと生い茂った、という表現がぴったりだ」

「私も色々なところを冒険したが、こんな森は初めてだよ」

　その言葉に、俺はピンと来なかった。

　どうやら、死の山脈で一年間サバイバルをしたせいで、価値観が狂ったらしい。

　自分が小人になったのではと錯覚するようなサイズの草木やキノコ。太陽が見えないほどに生い茂った枝葉。樹海の奥からは『ゲッゲッゲッ』と笑い声が聞こえ、牙の生えた花の口には漏れなく人骨が引っ掛かっている。

　あと、死角から樹木型モンスター、トレントが音もなく襲い掛かってきたので、脊髄反射で完全麻ま痺ひ魔法マンティコア・バレットを撃ち込んだ。

　他の勇者は、腰の剣を抜いたところで固まり、やや驚いている。

「シェルム、お前反応いいな」

「ん？　ああ、死の山脈だとインフェルノクレイジートレントが毎日千体は襲ってくるからね。無意識で倒せないと生き残れないんだよ」

　勇者たちが無表情になる。数秒後、ひそひそ話を始めた。

「おい、あの話、本当だったのか？」

「いや、流石さすがに盛っているだろう。あんなところで一年も生きられるものか」

「俺らでも一か月保もたないぞ」

　直接的な戦闘力なら、俺より数段上であろう人たちだけど、サバイバル能力は低そうだ。

　まぁ、実際のところ、俺が死の山脈で一年もサバイバルできたのは、強かったから、というより、それぞれのモンスターに合わせた絶望魔法を師匠から教わり、ときには自分で開発したから、と言ったほうが正しい。ちなみに、死の山脈は師匠の散歩コースらしい。

「みんなストップ」

　ティエラ様が右肘から先を上げて、俺らは足を止めた。

「どうやら、ゴキトルの住処すみかに到着したみたいよ」

　緊張感のある声に、俺らは周囲を油断なく警戒する。

　でも、ゴキトルの姿はどこにもない。

　図鑑で見たけど、あれだけ目立つ姿なら、一目でわかりそうなものだよね……。

「上よ！　来るわ！」

　見上げると、地上一〇〇メートル以上の高みへと伸びる樹木、その幹に、ライオンくらいの大きさの金色のカブトムシとクワガタたちが留とまっていた。

　ソレらは目を光らせると、全身を激しく発光させる。

　警戒反応を爆発させながら雨のように降ってきて、開戦の火蓋は切られた。

　モンスター図鑑での危険ランクはＡＡ。一体倒すだけでも、軍隊が出動するレベルだ。

　でも、流石さすがは勇者というか、ティエラ様の力で属性魔法が強化されていることもあり、みんなは苦労せずに倒す。

　勇者たちは、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりだった。

　炎の剣はゴキトルを焼き殺し、冷気をまとった槍やりはその甲殻を貫き、氷漬けにした。

　だけど、一番活躍しているのは、ティエラ様自身だ。

　飛んで火にいる夏の虫とはよく言ったもので、彼女に近づくゴキトルは、あらゆる属性魔法で瞬殺されていく。

　俺も、即効性致死毒魔法をロングソードの形にして振るい続けた。

　毒魔法の剣に触れたゴキトルは、例外なく即死した。

　けれど、戦闘開始から一〇分が経たつと、少しまずい状況になってきた。

　端的に言えば、物量に押されてきている。

　危険ランクＡＡのゴキトルは、近衛このえ兵へいの相手にできる敵ではないので、今日来ているのはティエラ様と、俺を含めた勇者七人に従者が六人、計十四人だ。

　対するゴキトルは、数百匹はいたんだと思う。

　大分数は減ったけど、未いまだに群れを形成する数がいる。

　勇者たちは魔力を消耗し過ぎて防戦一方。余裕があるのは、俺とティエラ様だけだ。

　従者たちに至っては、肉体的疲労も溜たまってきているようだった。

「このままじゃまずいわね。全員集合よ！　こいつらを樹海ごと一掃するわ！」

　ティエラ様の指示に、俺は素早くはせ参じる。でも、集まったのは俺だけだった。

「これは……」

　ティエラ様が息を呑のむ。他の勇者たちはゴキトルに阻まれ、こちらに来れずにいた。

　これは、かなりやばい状況だ。

　開戦当初は連携や陣形のようなものも取れていたけど、いまはてんでバラバラだ。

　ゴキトルの群れのいたるところに勇者や従者たちが点在していて、取り囲まれている。

「ちっ！　アタシの広域灼しやく熱ねつ魔法じゃ、みんなも焼き殺しちゃうわ！　なんとかしてゴキトルだけを退治しないと。シェルム、アンタ呪術師でしょ？　なんかいい魔法ないの？」

　ティエラ様に頼られるのは嬉うれしいけど、期待に応えられなくて、すぐに肩を落とす。

「周囲全体に強制麻ま痺ひ魔法はかけられますけど、ゴキトルごとみんなも全身麻痺にしちゃいます。一匹でも無事なゴキトルがいた場合、そいつに瞬殺されちゃいますよ」

「ああもう役に立たないわねぇ！　敵にはマイナスだけど味方にはマイナスにならない上にこの状況を打開できる状態異常とかないの!?」

「いや、マイナスにならないって、それ状態異常じゃないじゃ、あ、一個ありました」

「何よあるんじゃない！」

「いや、厳密には人間にもマイナスなんですけど、マイナスの度合いが全然違うんです」

「説明はいいから、早く使いなさいよ！」

「あ、はい！」

　俺は魔力を操作して、この空間全体に魔力を行きわたらせる。そして、

「喰くらえ！　俺が古代龍を弱体化させるために編み出した絶望魔法奥義！　ロリデイン!!」

　桃色の光が、周囲を飲み込んだ。

　みんなが悲鳴を上げ、視界がゼロになる。

　やがて、桃色の光が収まったとき、戦場の様子は一変していた。

　ゴールデン・キング・ブリリアント・ビートルの姿はどこにもない。

　代わりに、手のひらサイズのイモムシが、そこら中に転がり、もごもごと蠢うごめいていた。

　ただし、勇者や従者のみんなも、推定年齢十歳まで若返っていた。

　ぶかぶかの服と鎧よろいに、みんな戸惑っている。

「よし成功。同じロリ化するのでも、昆虫モンスターのゴキトルは戦闘力ゼロのイモムシ、こっちはただ体が小さくなるだけですから。ほら、いまなら子供のみんなでも倒せ──」

　俺は絶句して、かける言葉が見つからなかった。

　視線を下すと、そこには、ぶかぶかのドレスアーマーがずり落ちないよう両手で押さえる、あまりに美しすぎる幼女が立っていた。額には何本もの青筋が浮かび、両目を吊つり上げ、それでもなお美しさを損なわない黄金律は、流石さすがは女神様と言ったところだろう。

　幼女と化したティエラ様に、俺は一言。

「えーっと……ティエラ様って、子供の頃から可愛かわいかったんですね」

「あほかぁああああああああああああああああ!!」

　ティエラ様の見事な跳び蹴りが、俺の顔面に直撃した。


　　　　◆



「あ～、なんでいつもこうなるんだ……」

　昼過ぎ。樹海から帰ってきた俺は、頭と肩と気を落とし重たい足取りで屋敷に着いた。

　ロリデインは、すぐに解除しても、元の姿に戻るには三日から五日ほどかかる。

　たとえるなら、長時間荷物を持って疲れた人が荷物を下ろしても、腕の痺しびれや疲労が回復するには少し時間がかかるのと同じだ。つまり、ティエラ様はしばらく幼女のままだ。

　結局、今回も状態異常魔法の凄すごさは認めてもらえず、それどころか、ティエラ様に嫌われてしまった。

　俺は、何のために一年間も死の山脈で修業したんだ。

　山から下りてきたときの全能感はどこへやら、いまは、野望が遥はるか遠くへ飛んでいき、手の届かない世界に行ってしまった気さえする。




「ただいまぁ……」

　力なくドアを開けると、

「よく帰ったなシェルム♪」

「おかえりなさい、シェルムさん♪」

　エプロン姿のエクレとレームが、明るい笑顔で出迎えてくれた。

「お、おう……」

　ふたりの姿に、俺の心臓は跳ね上がり見入ってしまう。

　レームのエプロン姿は、文句なしに似合っている。似合いすぎている。

　可愛かわいい奥さん、という感じがして、年齢＝彼女いない歴の男子垂すい涎ぜんの光景だった。

　続いてエクレだけど、エプロン＋ミトンである。

　背が高くて強くて勇ましい騎士のエクレが、台座を聖剣ごとぶん回すパワーキャラで、大人びた美人のエクレが、戦いとは対極の位置に存在するエプロン姿というだけでもギャップでヤラれてしまうのに、そこにミトンである。
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　水色の、大きくてかわいらしいふかふかの手袋だ。

　指の部分が分かれていなくて、幼児用手袋を思わせるその姿は、隙のないパーフェクト美女であるはずのエクレに愛らしい弱さを演出し、守ってあげたくなるようなキュートさを醸し出している。

　うわぁ、すごぉ……こんなスペックの高い娘こらと一緒に暮らしているって、ここだけ見ると超幸運だよね。まぁ、肝心のティエラ様には嫌われているけど。

　それでも、ふたりのエプロン姿は、摩耗し切った心を潤してくれるポーションだった。

　このふたりには、是非とも幸せになって貰もらいたい。

　頭のなかで、ふたりが性別の垣根を越えて、深く愛し合う様を想像した。

「その恰かつ好こう、料理でもしてたの？」

「ああ。レームには少し休んで貰ってな。そのあいだにクッキーでも焼こうと思って。さっき完成したところだぞ」

「わたしは、もう少しお庭をいじりたかったし、料理を手伝いたかったんですけど」

「昨日から寝ていないじゃないか。無理はいけないぞ。クッキーを食べたらもうひと眠りするといい」

「もう、心配しすぎですよエクレさん。わたし、徹夜なんてしょっちゅうなんですから」

　エーデルの野郎、と俺が思うより早く、エクレはレームを抱きしめていた。

「ここでは毎日眠っていいんだぞ。さぁ、リビングで温かい紅茶とクッキーを食べよう」

「あ、ありがとうございますエクレさん。こんなわたしに優しくしてくれて」

　奥ゆかしく身を縮めながらも、レームは嬉うれしそうに照れ笑う。どうやら、レームもまんざらではないらしい。エクレ、レームはお前が責任を持って幸せにしてやるんだぞ。

「て、あれ？　レーム、髪型変わった？」

　エプロンに見み惚とれ気づくのが遅れたけど、片方の髪をリボンで縛り、まとめていた。

「はい、エクレさんがリボンをくれたので、ワンサイドアップにしてみたんです」

「ちょうど、彼女に似合いそうなのを持っていてね。似合っているだろ？」

　俺が頷うなずくと、レームは嬉しそうに、はにかんで笑ってくれた。『守りたい、この笑顔』そう思えるくらい、レームの表情は愛らしくて、俺は幸せな気分になれた。

　それから三人でリビングへ行き、俺らはエクレの焼いたクッキーを食べながらレームの淹いれてくれた紅茶を飲む。

　エクレの焼いたクッキーはほどよく甘くて、サクサクとした触感もいい。パワーキャラだとばかり思っていたけど、手先も器用なようだ。

「うん、うまいなこれ。元気が出てきたよ」

「む、そういえばさっき、暗い顔をしていたな。何かあったのか？」

「う～ん、実はさ……」

　俺は、エクレとレームに、ことの顛てん末まつを話すことにした。




「そんなことがあったんですか……」

「ティエラ様が幼女に……」

「おかげで嫌われちゃったよ」

　ソファの背もたれに体重を預けながら、大きく息を吐いた。

　体中の力が抜けて、立ち上がれない。

「俺はさ、状態異常魔法の凄すごさを世間に知らしめたいんだ。そんで、ティエラ様とも結婚したい。言っておくけど、女神だからじゃないよ。ティエラ様は、俺の初恋の人なんだ」

「「初恋？」」

　それは、決して忘れられない思い出だ。

「うん。子供の頃。ドレスで着飾った貴族の女の人を見て、綺き麗れいだと思う反面、近寄りがたいなとも思ったんだ。でも、式典でティエラ様を目にしたときは違った。すごい綺麗で、だけど親しみを感じる、そんな特別な人だったよ」

　俺が目を細めて昔を懐かしんでいると、エクレが咳せきばらいをする。

「ま、まぁティエラ様は、我らの守り神だからな。当然だ」

　エクレはちょっと誇らしげだ。近衛このえ兵へいだけあり、ティエラ様のことが大好きらしい。

「だいじょうぶですよシェルムさん。シェルムさんは、あのエーデルさんを簡単に倒しちゃったんですから。今回はたまたま失敗しちゃったけど、きっとすぐに活躍できますよ」

「そうだぞシェルム。お前は勇者デリング、最速の英雄クロップ、リブラ王国の至宝エーデルを無傷で倒した英傑ではないか。お前がティエラ様と結婚できないはずがない。それに、わた、私がティエラ様なら……絶対にお前を夫に選ぶ！」

　言った直後に両手で顔を覆い、悶もだえるエクレ。

「エクレ……そういう恥ずかしいセリフは後先考えてから言ったほうがいいよ……でも、フォローしてくれてありがと……」

　肩を落としたまま、俺は次のクッキーに手を伸ばし、もそもそと食べ始める。

　エクレの焼いてくれたクッキーの味がないと、倒れ込んでしまいそうだった。

「あ、あのっ」

「ん？」

　今度は、レームが顔を真っ赤にして、股もものあたりで両手をすり合わせ、もじもじしていた。それから意を決したように顔を上げ、

「つ、辛つらいならわたしのひざで泣いてください！　男の人って、女の人のふとももで元気になるんですよね!?」

「はいぃ!?」

「待てレーム！　それはダメだ！」

「どうしてですかエクレさん？　リブラ城のメイドさんたちは、男性は女性のふとももで元気になるって言っていたんですけど嘘うそなんですか？」

　エクレはすっかり動揺しながらまくしたてる。

「嘘ではない！　嘘ではないが嘘ではないが故にそれは……嘘では、ないのだよ、な？」

「俺に振るのかよ!?」

「いやだってこの場で答えを知っているのはシェルムだけだし」

　最悪だ。なんだこの状況は。

　これどうすんの？　俺が女性のふとももで元気になるかどうか言う感じになってるの？

　エクレとレームというダブル巨乳美少女ふたりに俺の性癖カミングアウトすんの!?

　今日は厄日かこんちくしょう！

　ああ、だけどレームがそわそわしながら俺のほう見ているし完全に言わなきゃいけない感じになってんじゃん！

　しかもレームもエクレも元気になるの前提に話しているし！

　これもう俺がふともも好きって白状する流れできてんじゃん！

　言うのか!?　言うのか俺!?　ごくりっ。

「はい……俺は女性のふとももで元気になります……生まれてきてごめんなさい……」

「何な故ぜ元気を失う!?」

「エクレのせいだろ……」

「わた、私か!?　私が悪いのか!?　あわわ、私はなんということを……って、やめろレーム！　シェルムの隣に座るなスカートをたくし上げるな！」

「え、でも布越しよりも生足のほうが効果が高いってメイドさんたちが、嘘なんですか？」

「嘘ではない、嘘ではないが意味が少し違うというか元気にはなるが……なるの、か？」

　俺はすべての希望を捨て、涙を流す。

「はい……生足のほうが元気になります……俺は来世、貝になる……」

「だから何故元気を失うのだ!?」

「エクレのせいだろ……」

「うぉおおおお！　何故だぁ！　何故私はシェルムを傷付けてしまうのだぁ！」

　エクレは頭を抱え、レームはスカートの裾をウエストに入れ、白いふとももをあらわにする。あと数ミリで、彼女のショーツが見えてしまう、ギリギリのラインだった。

　ふぉぉおおおおお！　力が、元気が漲みなぎってくるぅうううううううう!!

　いまなら、二、三万人はまとめて眠らせることができそうだ。

　そんなことをしていると……。

「伝令！　伝令！　勇者シェルム様はご在宅でしょうか！」

　エクレは呻うめき、俺はレームのふとももに首ったけだが、レームだけはしっかり反応。

「はい、いま出ます！」

　そう言って立ち上がる……スカートの裾を、ウエストに入れたまま。半分に折られたスカートの端が持ち上がり、ふとももよりもさらに白い、純白のショーツが晒さらされた。

　おぉおおおおおおおおおおおお「おおおおおおおおおおおおおおお!?」

　刺激が強すぎて、途中から声に出ていた。

　ショーツ！　パンツ！　パンティー！　レームの！　レームのぉ！

「え？　はっ！　いやぁん！」

　スカートが折れたまま、両手で股間を押さえて隠すレーム。

　十八歳童貞思春期の俺にとって、それはあまりにも過激な姿だった。

　伝令の声が遠い。目に映るのはレームのエロ可愛かわいい姿だけ。耳に聞こえるのは、

「私はどうすればいいんだ……レームのためにシェルムの目を塞ぐべきか、いやしかしお楽しみ中のシェルムを邪魔すればまた元気を失くすことに、エッチなのはいけないが傷心中のシェルムを思えば少しくらい、はっ!?　ならば私も下着を晒すべきなのか!?」

　というエクレの声だけだった。

「ち、違うんだエクレ、これは若さの、そう若さのせいなんです！　だからスカートを握るなたくし上げるな混乱するな！　のわぁあああああああ！」

　エクレの、芸術的な刺し繍しゆうの入ったセクシーな下着に、俺は視線を奪われた。

　その後、俺らが伝令兵を迎えたのは、彼の声が枯れ始めてからだった。

「ハァハァ、で、でんれぃ……ゆ、げふっ、しぇるむ、ざまは、クハッ……」


　　　　◆



「というわけで、またお城から召集がかかったから行ってくるよ」

「うむ、屋敷のことは我々に任せろ」

「そのあいだに、庭木の剪せん定ていを終わらせておきますね」

「おいおい、だからレームは休めって」

　やや頬ほおの赤いふたりは一緒に外に出て、門のところまで見送りに来てくれる。

　かいがいしく尽くしてくれる美少女がふたり、なんだか、こういうのっていいな。

「そういや帰ってくるときは気づかなかったけど、庭もだいぶ綺き麗れいに──」

　言葉を失った。

　綺麗に、どころの話じゃない。

　レームの手で剪定された結果、庭木はドラゴン、フェニックス、ペガサス、ユニコーンなどの形に整えられ、ほとんどアートの域だった。

「とりあえず見えるところだけやっておいたんですけど、これから裏手のほうにバレリーナ、手を繋つなぐ兄弟、鎧よろいの騎士をあしらう予定です」

「レームはなんで宮廷庭師にならないの？」

「そんな、わたしごときになれるわけないじゃないですか。エクレさんといいシェルムさんといい大げさですよ」

　謙遜ではなく、レームは本気で言っているようだった。エクレも俺と同じ経験をしたらしい。レームの横で、釈然としない顔をしている。

　あれ？　レームって薄幸の美少女じゃなかったっけ？

　この娘こ、たぶんひとりでも生きていけるよ？


　　　　◆



「エリダヌス帝国がミレイユの町に侵攻してきたわ！」

　ミレイユ、確か帝国との国境付近にある町だったな。それにしても……うへへ。

　謁見の間で、ティエラ様は熱弁するけど、ティエラ様が可愛かわいすぎて頭に入ってこない。

　女神様の外見年齢は、十八歳で止まると言われている。師匠は幼女だけど、小柄で童顔でぺたんこなだけらしい。

　数千年を生きるティエラ様は、俺が子供の頃から見た目は十八歳の美少女だった。

　だけどいまは、師匠と同じで、俺より頭ひとつ分も小さな体に愛くるしい顔立ち、ぽよぽよのお手て。まさか、ティエラ様のこんなレアな姿を拝見できるなんて眼福過ぎる。

　将来、俺とティエラ様が結婚したら、生まれてくる子供はこんな感じかな？

　そう思うと夢が広がる。幸せな妄想で頬ほおのニヤけが止まらない。

「明日、アタシとアンタ、それと近衛このえ兵へいと一個大隊ですぐ救援に向かうわ。言っておくけどシェルム、アンタに拒否権なんてないんだからね！　て、何を和んでいるのよ！」

「あ、すいませんでした！」

「ったく！　アンタが勇者たちを子供にしていなかったら大隊編成なんてしないで、勇者部隊でいますぐ出陣できるのに！　いや、いっそアタシだけでも……」

「それはなりません！」

　ティエラ様が悪い顔で企たくらむと、傍そばに控えていた、近衛隊長のセレーナが進言した。

「恐れながら、先程も申し上げた通り、ティエラ様は幼くなり、以前ほどの力はありません。ひとりで乗り込んでは危険です！　いえ、今回は我々に任せティエラ様は城に待機していて下さい！」

　セレーナの言葉に、ティエラ様は怯ひるむことなく、玉座のひじ掛けを叩たたいた。

「この非常時にアタシが出なくてどうするのよ！　心配しなくてもそこらの兵よりいまのアタシのほうが千倍強いから安心しなさい！」

「なりません！」

「アンタねぇ、このアタシがこんなにも腰を低くして頼んでいるんだから言うこと聞きなさいよ!!」

　玉座の上から何を言ってるんですか!?

　ツッコミを我慢する俺の前で、なおもふたりは言い合う。

「いくら女神ティエラ様のご命令と言えど聞けません！　どうしてもひとりで救援に行くと言うのであれば、私は自ら腹を斬り、果てる所存です！」

「アンタ家臣のくせにアタシを脅す気!?」

「気に食わないなら私を殺せばよろしい！　そうすれば止める者はいなくなります！」

「ッッ……」

　セレーナの覚悟と気迫を認めたのか、ティエラ様は押し黙り、背もたれに体重を預けた。

「わかったわ。明日、アタシとシェルムと近衛このえ兵へい、それから準備の間に合った兵をできるだけ連れて救援に行くわ。それでいいでしょ？」

「愚臣のわがままを聞いていただき、恐悦至極に存じます」

「ふん、わざとらしいセリフはいいわよっ」

　ティエラ様はそっぽを向く。

　セレーナの忠誠心は凄すごいけど、これだけ愛されている上に、なんだかんだでしっかりと進言を聞いてあげるティエラ様も凄いな。

　ミレイユの町の人たちを守るために単身乗り込もうとしたり、エーデルとは違い、いい支配者だと思う。

「それとシェルム、ちゃんとエクレとレームも連れてくるのよ！　勇者はアンタしかいないんだから、戦力はひとりでも増やすのよ！」

「はいっ、仰せのままに」

　午前中に見た、勇者たちの真ま似ねをして力強く拝礼する。

　やっぱり、上が立派だと下の者は元気が出るな。


　　　　◆



「思ったよりも、人数増えたなぁ……」

　次の日の午前。俺、エクレ、レームは城の広場に集まっていた。

　連れて行くのは一〇〇人程度の近衛兵たちと、準備の間に合った一部の兵だけのはずだ。

　でも、ふたを開けて見れば、広場には八〇〇人近い兵士が集まっていた。

　そのうち一〇〇人の女の子たちは近衛兵だから、七〇〇人もの兵が、夜を挟んだ半日で集まったことになる。

　ティエラ様は、ユニコーンに乗って現れると、馬上から皆を鼓舞する。

「みんな、急な召集にも拘かかわらず集まってくれて感謝するわ。敵は大軍、アタシたちが援軍に加わっても苦しい戦いになると思うけど、それでもアタシに黙ってついて来なさい！」

『オォオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　みんな凄いやる気だ。これは、俺も負けていられないぞ。ただ、ちょっと気になるのは、

『ぬぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお[image: ]』

『ティエラ様ばんざぁあああああああああああああああい[image: ]』

『ティエラ様のためなら我ら一同、命など惜しくありません[image: ]』

　集まった男たちのうち、三〇〇人ぐらいから異様な熱意を感じる。

　エーデルとの決闘で、俺を応援していた非リア充組にも似た、どす黒いオーラだ。

「おお、流石さすがはティエラ様、素晴らしい求心力だ」

「みんな、ティエラ様のことが大好きなんですね」

　なんだろう、エクレとレームは至極まっとうなことを言っているのに、何かが間違っている気がした。

　いや、考え過ぎだ。女神ティエラ様の求めに応じて駆け付けた忠臣たちに、俺はなんてことを考えているんだ。反省しよう。

「ティエラ様が幼女になったと聞いてお守りするべく、隣街からフルマラソンして駆け付けました！」

「今日は親の葬式で俺が喪主ですが、幼くなったティエラ様を支えるべく、家族を泣かせながら馳はせ参さんじました！」

「ぐほっ！　お、俺は余命一か月で医者から絶対安静と言われていますが、幼い身で戦うティエラ様の雄姿をこの目に焼き付けるべく病院から脱走してきました」

「私は軍規違反で投獄中の身ですが、幼女と化したティエラ様が助けを求めていると聞いて脱獄して参りました！」「見つけたぞ四四番。牢ろう屋やに戻れ！」「黙れババァ！　この戦が終わったら何百年でも牢屋にいてやるから黙ってろ殺すぞ！」「ひぃすいません！」

　看守と思われる若い女の子──おそらく十七歳くらい──が、すごすごと帰っていく。

「アタシのためにありがとうみんな！　さぁ、ミレイユの町を救いに行くわよ！」

『オォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!!!!!』

「やっぱりなんか騙だまされていませんかね！」

　そこへ、ひとりの男兵が近づいてくる。

「あ、貴方あなた様は勇者シェルム様ですね！　共に戦えて感動です！」

「う、うん……それにしても、凄すごい数だね」

「ははは、何をおっしゃいますか。我ら紳士一同、十二歳以下テイエラ様のためならばすべてを投げ打ち参上する所存です」

　あれ？　あれぇー？　なんか、なんか違うよ。この人のセリフ、絶対何か変だよね？

「うむ、素晴らしい心がけだな」

「皆さん、兵士の鑑かがみですね」

　エクレ、レーム、こいつらに近づいては駄目だ。

「ところでシェルム様。貴方はロリデインというロリ化魔法を使えるとか。そのお話、詳しく聞かせていただけませんか？」

　その男からは、犯罪の匂いしかしなかった。

　人生のなかで、ここまで背筋が寒くなったことはない。

　俺は、ロリデインの仕組みについて渋々教えてあげたが、彼らには使えないだろう。


　　　　◆



　馬車に揺られること数時間。

　昼食は馬車のなかで乾パンを食べて済ませて、さらに二時間は経たった頃、俺は馬車から窓の外を眺め、感嘆の声を漏らした。

「にしても、大所帯だから遅いかと思ったけど、結構いいペースで走るよね」

　俺とエクレ、レームの三人は、ティエラ様と同じ馬車で、残り八〇〇人の兵士は、兵士輸送用の二〇人乗り馬車四〇台で移動する。

　女子しかいない近衛このえ兵へいの馬車は一角聖獣のユニコーンが、男の乗っている馬車は二角聖獣のバイコーンが引いている。この子らの速さは知っているけど、いまは重たい馬車を牽けん引いんしている。なのに、大きく減速したようには感じない。

「仮にも聖獣だからな、馬車馬に使われるハクニー種の馬より、速度も持久力も桁違いだ」

　俺の疑問には、エクレが答えてくれた。

「いまさらだけど、アヴァロン以外の国はあんましこういうのいないんだよね？」

「そうだ。聖獣を軍事利用できるのは、女神ティエラ様の支配下にあるからだ。他の国では、ごく一部の英雄が自身の相棒として使役するのが限界だ。もっとも、エリダヌス帝国を含め、一部の軍事国家はモンスターの使役には成功しているようだ。特に、エリダヌス帝国ではキメラという、複数のモンスターを合成したものを使役する研究が盛んだと聞く」

「わたしのいたリブラ王国でも、ユニコーンやペガサスに乗っている人はいないわけではないですが、わたしは見たことないですね。ふふ、ここだけの話、エーデルさん、男性なのにユニコーンに乗ろうとして思い切り蹴られたことがあるんですよ」

　レームはおかしそうに、くすりと笑う。

　呼び方はエーデル様からエーデルさんになり、こうして秘密の失敗談も口にする。

　レームの心は、完全にエーデルの呪縛から解き放たれているようだ。

「そうだふたりとも、今朝、エクレアを焼いて来たんだが、食べないか？」

　エクレはアイテムボックスからエクレアを取り出し、俺とレームに差し出してくれる。

「ありがとうエクレ」

「ありがとうございます」

「ティエラ様も、もしよろしければ、お口汚しかもしれませんが」

「ん、アタシも貰もらっとくわ。アンタの作るお菓子おいしいもの」

　どうやら、ティエラ様は以前にも食べたことがあるらしい。

　エクレはティエラ様にもエクレアを手渡すと、最後に自分の分を出してから、俺が食べる様子をうかがってくる。

　エクレのエクレアを一口食べると、表面のチョコレートと皮の上品な甘あま味みが口いっぱいに広がり、時間差で生クリームの濃厚な甘みが顔を出す。

　生地はふんわりとしているのに、ある程度歯を食い込ませると、もちっとした弾力で歯を楽しませてくれる。

　台座付きの聖剣を振りまわしているとは思えない、見事な腕前だ。

「シェ、シェルム、私が焼いたエクレアは……おいしいか？」

「うん、おいしいぞ」

「そうか、それはよかった♪」

　声をはずませながら、エクレはにっこりと笑う。

「本当に、このエクレアおいしいよ」

　エクレの頬ほおが赤くなり、呼吸が荒くなる。急にどうしたんだ？

「な、なぁシェルム……も、もう一回言ってくれないか？」

「え？　だからエクレアおいしい」

「はうぅッ♥　シェルム！　シェルムは、エクレア好きか？」

「ああ、俺エクレア好きだぞ」

「ッッ[image: ][image: ][image: ][image: ]♥♥」

　まるで熱中症にかかったように顔は赤く、汗を流し、呼吸を乱しながらエクレはガッツポーズを取り震えていた。

　きっと、年頃の女の子には、男子には言えないことが色々とあるんだろう。

　優しい俺はエクレの奇行には触れない聞かない、それが優しさなのさ。

「さぁエクレさん、外の空気を吸いましょう」

「う、うむ、そうだな」

　レームに介抱されながら、エクレは窓から顔を出し、外の空気を吸い始める。

　第一印象は高潔な騎士様だったのに、付き合いが長くなるほど残念美少女ぶりに磨きがかかっていくなぁ。

　まぁ、人間関係なんてそんなもんだろう。

　付き合いが長くなればなるほど、その人のボロが見えてくる。

　逆を言えば、それだけ相手と仲良くなれたとも言える。

「…………」

　レームとエクレが外を見ているため、実質、ティエラ様とふたりきりだ。

　でも、あまりドキドキはしない。

　ティエラ様は俺のせいで幼女になってしまい、それが今日の遠征にも響いている。

　そんな、甘酸っぱい気持ちになる余裕なんてなかった。

「あの、ティエラ様」

「ん、どうしたのシェルム？」

　意外にも、機嫌は悪くなかった。

「今回は、本当にすみませんでした。俺の絶望魔法のせいで、こんなことに」

「ああ、別にいいわよそんなの」

　手をひらひらと振りながら、ティエラ様は呆あきれたように喋しやべりだす。

「ていうか何？　アンタまだそんなこと気にしてたの？　アタシが幼女になったとき思い切り蹴り飛ばしたんだから、チャラよチャラ」

「えと、その割には今回の遠征、俺に拒否権はないとか言ってましたよね？」

「それはそれ、これはこれよ。アンタのせいなんだから遠征には参加してもらうけど、ずっと罪の意識を感じて暗い顔しろなんて言っていないわよ」

　声は段々明るく、調子のいいものになりながら、俺をフォローしてくれる。

「それにロリデインを使ったことだけど、あの状況なら英断だったわ。今回の出陣だって予期できるものじゃないし、不幸な事故の責任を誰かに求める気なんてないわ。勇者たちが子供になって戦力がそろわなかったのはアンタのせいだけど、遠征するハメになったのはアンタが悪いわけじゃない。不幸の原因＝悪だと思うのは人間の悪い癖ね。シェルムも、生きているあいだにこの区別ができるようになっておきなさいな」

「は、はい……」

　頬ほおが熱い。

　俺は、ティエラ様のことが好きだ。

　その美しさと慈愛に満ちた笑顔に、一目ぼれをした。

　その後は、気さくで親しみやすい、さばさばとした性格に、惹ひかれ続けた。

　そして、準勇者になって夫候補候補っていう付き合いが長くなればなるほど、ティエラ様の知らなかった魅力が浮き彫りになっていく。

　付き合いが長くなるほど、ティエラ様に惚ほれ直させられる。

　この人なら、いつか状態異常魔法の有用性をわかってくれる。俺を認めてくれるだろう。

　あらためて自覚する。

　やっぱり、俺はこの人のことが、好きらしい。

　だから、この人の愛する国を守るためにも、この戦を頑張ろう。自然と、そう思えた。

「……ねぇシェルム」

「あ、はいっ」

　ティエラ様のほうから話しかけてくれて、ちょっとテンションが上がる。

「アンタ、エクレやレームと何かあったの？」

「な、何かって、どういうことですか？」

　質問の意図が、いまいちわからない。

「エーデルは帰国したのにレームは残ってアンタの従者に転職。エクレも、自分からアンタ付きの従者になりたいって志願してきた。アタシの目から見ても、エクレの実力は近衛このえ兵へいトップクラス。本来なら勇者とも渡り合える実力者よ。そんなエクレが、自分から誰かの下に付きたいなんて、初めて聞いたわ。確かにアンタは凄すご腕うでの呪術師だけど、他の勇者には目もくれずにアンタを選ぶなんて、ふたりとも、アンタのどこに惹ひかれたのかしら？」

　薄暗い罪悪感が芽を出した。

　実際のところ、俺に惹かれたわけじゃないんだよなぁ。

　レームは、俺のせいで職を失ったからアフターフォローで雇っただけだし、エクレはレームのことが好きでくっついてきただけだし……。

「いやぁ、運に恵まれたと言いましょうか……」




　言いかけたとき、ガタンと馬車が揺れて、窓の外が暗くなる。

　どうやら、大きな谷に入ったようだ。

　左右を崖に挟まれた、圧迫感のある空間。

　けれど、ここを通るのが一番の近道なので、しょうがない。

　そのとき、突如外のユニコーンたちがいななき、馬車が減速した。

「どうしたの!?」

　ティエラ様が叫ぶと、御者を務めていた近衛このえ兵へいが応える。

「前方に敵出現。帝国兵と思われます！」

　後方からも、大声で報告が入ってくる。

「こちらもです！　挟まれました！　待ち伏せされていたようです！」

「なら一瞬で蹴散らしてやるわよ！」

　幼い姿のまま、ティエラ様は勇ましく外へ飛び出した。

　俺らも、それに続く。

　果たして、何百という軽装歩兵たちと、術師らしき人たちが道を塞いでいた。

「帝国兵め、そこをどきなさい！」

　ティエラ様が怒りをあらわにすると、全身から尋常ではない魔力の波動が放たれる。

　俺は魔法を使うとき、相手にバレないよう、できるだけ静かに魔力を使う。

　でも、威嚇が目的なら、感じ取りやすいよう、こうして荒々しくするのも手だ。

　それに、流石さすがは女神様だ。

　幼女化しても、常軌を逸した超魔力は健在だ。

　敵も、質量すら感じる圧力に恐れをなしたようだった。

「これは、まさか奴やつが女神ティエラ？　あんな子供だったのか？」

「くっ、これは敵かなわん。退ひくぞ！」

　隊長らしき女がそう言うと、帝国兵たちは尋常ではない速度で逃げ出した。

　全員付加魔法の、肉体強化魔法で瞬発力を上げているようだ。それにしても速過ぎて、まるで逃げる専門の部隊のようだった。

「待ちなさい！」

「させるな！　足止めしろ！」

　ティエラ様が追いかけようとすると、帝国兵の術師たちが魔法を使用した。

　俺らの足元が一斉に泥沼に変化し始めた。

　同時に、巨大な雷撃魔法を放ってくる。

　一瞬で空気が膨張して、轟ごう音おんを鳴り響かせながらまばゆい光を放つその魔法に、俺らは視覚と聴覚を奪われた。

「ナメるんじゃないわよ！」

　でもそれは一瞬だけ。

　俺らの目と耳は、さらなる爆音と輝きに奪い返される。

　ティエラ様のかざした両手から、敵の数十倍はある、超極太の雷撃が放たれた。

　大自然を司つかさどる女神の放った一撃は、敵の魔法など一瞬で呑のみ込み、かき消してしまう。

　そのまま敵を一掃してしまうかとも思ったけど、それを確認することはできなかった。

「!?　みんな上よ！」

　いち早く察したティエラ様の警告で、俺らも気が付いた。

　周囲の谷が崩れ、土石の天井が猛スピードで俺らを圧おし潰しにかかってくる。

　敵の狙いはこれだったのだ。

　足元を泥に変えて意識を下に向け、さらに雷撃の轟音で谷が崩れる音をかき消し、光で土石の影を打ち消す。

　俺が最後に見たのは、死に物狂いで俺らへ振り返り、手を伸ばして泣きそうな顔になる、ティエラ様の姿だった。

「みんなっ！」

　──ッ、鋼鉄化魔法メタルフォーゼ！　範囲最大!!
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　心地よいお腹なかの重みにまぶたを上げると、愛くるしい幼女が、俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「目は覚めたかい？」

「あ、師匠お久しぶりです。死の山脈で別れて以来ですね。会いに来てくれたんですか？」

　相変わらず、超がつくほど可愛かわいい。このまま、一日中でもお腹に乗せておきたくなる。

「いや、ここは冥界にある私の城だ。君が来たのさ」

「え!?　俺死んだんですか!?」

　寝ているベッドの周囲を見渡した。冥界と言っても、そこは賓客用の寝室を思わせる、立派な部屋だった。多少落ち着いた内装だけど、冥界、というほどの禍まが々まがしさはなかった。

　あと、チェストの上には手作りっぽいぬいぐるみが置いてあるんだけど、それのモデルがどうも俺っぽい。師匠、俺がいなくなって寂しかったのかな？

「君は生きているよ。ほら、コードは繋つながっているだろ？」

　師匠が、愛らしいくちびるから、ふっと息を吐くと、俺の体から伸びる、一本の光るヒモが現れた。途中から透明になっていて、どこへ続いているのかはわからない。

「なんですか、これ？」

「君の肉体と魂を繋ぐ糸、とでも言えばわかりやすいかな。これが繋がっている限り、君は肉体に戻れるから、死んだ、とは言えないね」

　言いながら、師匠は、それを指でからめとり、手遊びに使う。

「いまの君は全身鋼鉄化して喋しやべれないからね、魂だけ、こう、すぽーんとこっちにね」

「何軽い感じで冥界送りにしているんですか!?　あと俺のコードで遊ばないで！　それ切れたら本当に死ぬんでしょう!?」

「独り立ちしてから約半月。なかなか頑張っているようだねぇ」「師匠、コード離し──」「準勇者となり、英傑を三人も討ち取るなんて、見事だよ」「あの、あやとりやめて──」

[image: ]

「流石さすがは私の愛する弟子だ。褒めてあげるよ。えい」

　ぱくり、と師匠がコードを甘あま噛がみすると、俺の全身に味わったことのない快感が流れた。

「は、はうぅうううううう！　ししょうぉ[image: ][image: ]！」

　暖かくて、くすぐったくて、恥ずかしくて、でも嫌じゃない、何この感覚!?

　師匠は、俺の魂のコードを、幼い口ではむはむして、桜色の舌でぺちゃぺちゃ舐なめ回して、乳歯にしか見えない歯で、優しくコスってくる。

　その動きの緩急や種類に合わせて、快感の具合も千変万化した。

「あぁああああ！　何かに目覚めちゃうぅ！」

　段々、師匠もノッてきたようで、動きが激しくなってくる。そして──ガブリ、プツン。

　俺のコードが切れた。

「ああああああああああああああああああああ[image: ]」

「おや、歯を立ててしまったよ。まぁいい。ちょうちょ結びで止めておこう」

「何その適当すぎる処置!?」

　が、師匠は相変わらず俺の言うことなんて無視で、あさってのほうを見ながら、

「そろそろ君の鋼鉄化を解いてもいい頃だろう。じゃあ、また今夜会おうか」

　そう言って、師匠は俺の頭を引き寄せると、強引にくちびるを重ねてくる。

　師匠にくちびるを奪われるのは初めてじゃないけど、凄すごくドキドキした。

　そして、幼女にくちびるを奪われる屈辱と嬉うれしさに戸惑うなか、俺の意識は途絶えた。


　　　　◆



　再び目を覚ますと、そこは谷を抜けたあとの街道だった。

　日はすっかり落ちて、もう夜だった。

「やっと起きたわね、じゃあ、みんなの魔法を解いてあげて」

「ティエラ様!?」

　見下ろされていることに気付いて、俺は跳ね起きた。

　よく周りを確認すると、兵やユニコーン、バイコーンたちの像がそこら中に立っている。みんな、俺が鋼鉄化魔法をかけたせいだ。どうやら現世に戻ってこられたらしい。

　ちょうちょ結びのコードが脳裏にチラつくけど、頭を切り替えよう。

「すいません。いますぐ解除します」

　俺は、すぐにみんなにかけた鋼鉄化魔法を解除した。

　銀色の表面が、本来あるべき姿を取り戻し、みんなは夢から覚めたように動き出す。

「む？　私たちはいったい？」

「確か、急に谷が崩れて、そうだ、シェルムさんは大丈夫ですか？」

　エクレとレームが慌てて、俺を見るや安あん堵どの表情を浮かべて抱き着いて来た。

　おぉ、なんか役得。

　ふたりとも、クッション性の高いおっぱいをしているので、感触が大変気持ち良い。

「そうだ。ティエラ様が俺らを掘り起こしてくれたんですか？」

「ええ。アンタが鋼鉄化の魔法を軽くしかかけなかったおかげで、自力で破れたわ。その後、土石を魔法で操作して、みんなを掘り起こしたわ。そしたらアンタが真っ先に目を覚ましたってわけ。でも、よくあんな一瞬でみんなを鋼鉄化できたわね」

「結構ギリギリでしたよ。俺ひとりなら余裕ですけど、ティエラ様と背後の味方全員にかけないといけないので。でももう一度やれって言われたら成功する自信ないですよ。火事場の馬鹿力ってやつですね」

「それでも凄すごいわよ……さてと、それじゃあ」

　ティエラ様は、まだ何が起こったのかわからないでいる兵たちへ檄げきを飛ばす。

「今日は近くの町で宿を取るわ！　明日、あらためてミレイユへ向かいましょう！」

　ティエラ様の指示を受けて、皆は敬礼をした。

　そんななか、俺はティエラ様の態度に、引っかかるものがあった。声にいつもの明るさがなくて、何かを思いつめるような、そんな感じがした。


　　　　◆



　近くの町へ入ると、悪い報しらせが飛び込む。

　町の駐屯兵によると、ミレイユの町は陥落し、すでに帝国の占領下にあるらしい。

　八〇〇人の兵は、できるだけ近い宿に散らばって泊まった。

　ティエラ様や俺、エクレ、レーム、近衛このえ隊長のセレーナさんと、他にも何人かの有力近衛兵は同じ宿に泊まり、ティエラ様の部屋で作戦会議を行った。

　でも、情報が少なすぎて、まともな案は浮かばなかった。

　敵の数は一万人以上。一か所に固まっているなら、俺の大魔法で全員眠らせることもできるけど、一万人の兵士は広大な町中に広がっている。

　こうなると、流石さすがに俺でも無理だった。

　こちらの兵はたったの八〇〇人。それで町を取り戻すのは、至難の業だ。

　そうして、実りのない作戦会議が終わった。

　俺は部屋を出るとき、何もできない無力感に歯は噛がみしてしまう。すると、

「シェルムは残りなさい。話があるわ」

　ティエラ様に呼び止められて、俺はその場に立ち尽くした。

　ティエラ様は、いままでにない、神妙な声だった。

「あ、はい……」

　俺が壁際に立って待つあいだに、皆は部屋を出ていき、足音が遠ざかる。

　ティエラ様が口火を切ったのは、それからだった。

「勇者シェルム」

「はいっ」

　真剣な眼まな差ざし。外見は幼女ながら、いつもとは違う、女神様らしい神々しさを感じた。

「みんなの命が助かったのは、貴方あなたのおかげよ。礼を言うわ。ありがとう、シェルム」

「いえそんな、俺なんかにもったいない」

「謙遜する必要はないわ。アタシはあのとき、何もできなかった。女神であるアタシはともかく、他の子たちはみんな死んだでしょうね、それも、確実に……」

　一度目を閉じ、ティエラ様は、後悔を押し殺すように、眉間にしわをよせた。

「アタシは大切な子らをまとめて失うところだった。でも、貴方はその力で、すべての子らを助けてくれた。見事だったわ。他の勇者の力では、こんな器用なことは不可能よ」

　確かに、あの一瞬、あの広い範囲じゃあ、超スピードで全員を運んだり、超破壊能力で頭上の土石をすべて消し去ったり、防御結界で守り切るのは無理そうだ。

　ティエラ様が再び目を開けると、その瞳はわずかに潤んでいた。

「万軍をひとりで無力化させた手際、クロップを討ち取った戦闘力、そして瞬時に大勢の人々を救った機転。そのどれもが、勇者と呼べる偉業よ。流石さすがは、世界最強の呪術師だわ」

　その声には深い慈愛と、そして感謝の念がこめられていた。

　愛する人に認めてもらい、俺は感無量だった。指に力が入り、握り拳を作ってしまう。

「貴方は間違いなく、アタシの夫候補に相応ふさわしい器よ。だから、ふたつ目のマリッジエンブレムを授けるわ。これからも、がんばるのよ」

　熱っぽい眼差しで俺を見つめながら、ティエラ様は椅子から立ち上がると、人差し指でくるりと円を描く。

　指先にはピンク色の光が灯ともり、愛らしいくちびるを近づける。

　そして、俺はふたつ目のマリッジエンブレムを受け取──。




「おや、ちょうどいいときに来たみたいだねぇ」

　窓枠に座った師匠が、ツインテールを夜風になびかせながら、ニヤニヤと笑っていた。

「しっ、師匠!?　なんで、あ、そういえばまた今夜って、えっと、なんの用ですか？」

「む……師匠が愛する弟子に会うのに理由が必要なのかい？」

　頬ほおをふくらませてジト目になる師匠の姿が愛らしくて、つい目じりが下がってしまう。

　うおお！　甘々キュートな外見なのに妖艶な雰囲気をまとうギャップが素敵だったのに、今度は幼い仕草でさらにギャップを!!　もう一度俺のコードをはむはむして下さい!!

「そ、そんなことないですよ師匠。うれしいです。でも人前に出ても大丈夫なん──」

「アンタ！　ハルディスの弟子なのぉおおおおお!?」

　俺の言葉を遮るように、ティエラ様は素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「ははは、その通りだよティエラ。君は、この私の弟子を夫候補にしてしまったのさ♪」

「ふ、ふたりって知り合いなんですか？　あ、女神同士の付き合いとか？」

「付き合いなんてもんじゃないわよ。そいつはアタシの天敵よ！」

「それはこっちのセリフだよティエラ！　いつもデカチチを人の頭に乗せてきたり圧おし潰してきたり顔に押し付けて窒息させたり私を殺す気かいこの高脂肪乳女神!!　まっ、自慢のデカチチもなくなっちゃったみたいだけどね」

「アンタの弟子のせいでロリ化しちゃったんでしょ、このロリ低脂肪乳女神！　だいいちおっぱい当てただけでいつもいつも麻ま痺ひ魔法や石化魔法かけて放置すんのやめなさいよね！　アンタのせいで天界時代にどれだけ苦労したか、慰謝料として愛めでさせなさい！」

　ティエラ様が両手を伸ばすと、師匠も組合い手四つの姿勢で睨にらみ合う。

「だから私を子供扱いするなよ。私のほうが年上なんだからね！」

「十八で成長の止まる女神で童顔・小柄・つるぺたの合法ロリは貴重なのよ！　いいからその身をアタシに委ねなさい！」

　おぉ、ふたりのロリ女神がもちもち喧けん嘩かしている……可愛かわいい過ぎて生きるのが辛つらい!!

　元気な正統派美幼女も、妖しくも美しいゴスロリ幼女も、どっちも最高だぁ!!

　それにしても、師匠が自分の弟子であることを俺に口止めしてきた理由がやっとわかった。こうやって、ティエラ様を驚かせるためだったんですね。

「ええい、こうなったら魔法で一気にかたをつけてやるわ！」

　手を放して師匠から距離を取ると、ティエラ様から魔力の高まりを感じた。そして次の瞬間──。

　ビリビリパッチーン！　はらはらはら～。

　ティエラ様のロリボディが、一瞬でアダルトタッチに変身。

　子供用ドレスは弾はじけ飛び、美しい肢体が曝さらけ出された。

　ノーブラの爆乳がアクティブに跳ね揺れながら、空中にピンク色の軌跡を描く。

　セクシーすぎるダイナマイトヒップのせいで、子供用の下着がハチ切れ床に落ちる。

「「ッッッ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」」

　全裸だった。女神様の、隠すべきすべてがそこにはあった。

　雪のように真白い肌に、長く美しい手足。ぐっとくびれた腰の上下で揺れる爆乳と爆尻。いや、爆乳爆尻かつ、美乳美尻という極上の、極乳極尻。

　それに連なるみずみずしいふとももと、もっとも隠されるべき、そしておそらくは、いままで誰も見たことがないであろう、デリケートゾーン。

　十代男子には、ショック死するほど刺激が強い、エキサイティングボディを目まの当たりにして、俺の鼻からはとめどなく血が溢あふれ出し、勢いは増すばかりだった。

　レームのショーツを見たときのような、絶叫は溢れない。

　感情が強すぎて、棒立ちのまま、ティエラ様の裸体を見ることに全神経を注いでいた。

　いまの俺なら、五歳の子供にだって殺せるだろう。

　やがて、ティエラ様は小刻みに震えながら、顔を中心に、全身を桃色に染めていった。

「アンタさぁ……確か戻るのに、三日はかかるって言ってなかったっけ？」

　俺は自重せず、鼻血を流し続けながら、

「サ、流石さすがハ女神ティエラ様。人間トハ比ベ物ニナラナイ状態異常耐性ト回復力デスネ」

「こんのぉ……」

　固めた拳に、膨大な量の魔力が集まっていく。その迫力は、谷で見せた敵への威嚇を遥はるかに超えて、必殺の迫力を持っていた。

「ティエラ様！　隠したほうがいいですよ！　前とか下とか!!　全部丸見えですから！」

「ドあほぉおおおおおおおおおおおおおお!!」

　とっさにメタルフォーゼで防御したのに、俺の意識は一瞬で刈り取られた。

　あぁ、創造主様、昨日の厄日に続いて、今日はなんて幸せな日なのでしょうか。

　俺の人生において、比類なき多幸感に抱かれながら昇天する。

　俺の記憶容量は、ティエラ様の裸を記録することにすべて使ってしまった気がした。

　ああ、し、あ、わ、せ。

「やれやれ、君は本当に手のかかる弟子だねぇ」

　そう言って、俺の頬ほおを突いてくる師匠の声は、何な故ぜか嬉うれしそうに聞こえた。

[image: ]






第四章　攻撃力ゼロでも英雄になる方法






　師匠が冥界に帰った次の日の夕方。

　俺ら八〇〇の援軍は、ミレイユの町から十二キロ離れたところにある町で、待機していた。宿屋の一室に主だったメンバーが集まり、ミレイユの町の地図を見下ろす。

　ミレイユの町は南北に伸びた楕だ円えん形けいの町で、大きく分けて、北区と南区に分かれていた。

「いーいみんな？　帝国軍が本陣にしていると思われるのは、北区の駐屯基地、南区の合同庁舎のどちらかよ」

　ティエラ様の説明を聞きながら、俺らは頷うなずく。

「本当なら北と南、両方に軍を送りたいところだけど、とにかく戦力が足りないわ。数日待てば大軍を送り込めるけど、そのあいだに町の人たちがどうなるかわからない。ひとりでも多くの人を救うには時間との勝負だと思って」

　緊張感のある声に、身が引き締まると同時に胸が熱くなる。

　ティエラ様の判断は、一から十まで間違っている。

　定石なら、ミレイユの町を救えるだけの援軍を数日かけて組織してから出陣すべきところを、連絡が来た次の日にすぐ、八〇〇人しかいない兵で出陣した。

　谷が崩落したとき、ティエラ様は列の先頭にいたのだから、そのまま走って逃げ、身の安全を確保するべきだった。総大将であり女王なのだから、当然だ。なのにティエラ様は振り返り、俺らに向かって手を伸ばした。

　いまだって、本当なら援軍が到着するまでは斥候による情報集めに徹し、援軍が到着したらその情報を伝え、共に進軍すべきなのに、この人数で助けに行こうとしている。

　だからと言って、ここにいる八〇〇人の命を軽んじているわけじゃない。ティエラ様は、この八〇〇人を守りつつ、ミレイユの町も救う気なのだろう。

　女神であるティエラ様なら可能かもしれない。けれど、保証のない、困難な道だ。

　それでもティエラ様には、その道しか見えていない。

「だから今回は、より本陣になっている可能性の高い、駐屯基地のある北区に兵を集中させるわ。敵本陣を、直接落とすわよ」

「待ってください」

　俺は力強く、ティエラ様に進言する。

「それだと、敵本陣が南区にあった場合、敵全軍をこの人数で相手にすることになります。今回、戦力が足りなくなったのは俺のせいです。だから、責任を取って、南区は俺ひとりで攻略します、行かせてください！」

　俺の覚悟を汲くみ取ってくれたのだろう。ティエラ様は少し間を置いてから首肯した。

「わかったわ。ただ、流石さすがにひとりでは行かせられないわ、他にも誰か」

「私が行きます！　私はシェルムの従者です！」

「わたしも、シェルムさんのお供をさせてください！」

　エクレとレームが名乗り上げると、ティエラ様は視線を巡らせる。

「わかったわ。他の兵はアタシと一緒に北区をお願い。セレーナ」

「はい」

「他に南区へ志願する兵士がいたら教えて。最大五〇人まで連れていくことを認めるわ」

「よろしいのですか？」

「この町の警備兵から五〇人補充すれば問題ないわ」

「承りました」

　セレーナさんに続いて、俺も頭を下げる。

「ありがとうございます」

「お礼なんていいわ。それよりわかっているわね？　敵本陣が南区にあった場合、ミレイユの町の命運はシェルム、アンタにかかっているのよ」

「はい！」

　ティエラ様の頬ほおに、戦色の笑みが浮かぶ。

「いい返事ね。さぁ、帝国兵たちの心臓に、ここが誰の国なのか刻み付けてやるわよ！」

『仰せのままに！』


　　　　◆



　その日の夜、大口を叩たたいた俺は、自分の部屋でベッドに座り、ミレイユの詳細な地図を眺めていた。

　月明かりでは心もとないけど、相手に付着して光り、暗いところで無駄に目立ってしまう状態異常魔法、デンショクを部屋全体にかけているので、昼間のように明るい。

　地図には、南区の細かい道や、建物の位置が書いてある。

　少しでも地図を暗記しようと、にらめっこをするけど上う手まくいかない。

　ティエラ様の裸体を無限高解像度かつ毎秒無限フレームで記憶したせいで、記憶容量に空きの残っていない俺にとって、地図を覚えるのは至難の業だ。

　いまも、ティエラ様の裸がチラついてしょうがない。

「くそっ、ティエラ様の役に立たなきゃいけないのに、俺って奴やつは！」

　女神として国民を愛し、守るために戦うティエラ様を支えたい。でも、ティエラ様のことを思うと、魅惑的な映像が邪魔をしてくるというジレンマ。

　なんという矛盾だと頭を抱えていると、部屋のドアがノックされた。

「あの、シェルムさん」

　レームの声に心臓が跳ね上がる。まるでイケナイ本を読んでいるときに、母親がノックしてくるような、そんなドキッと感があった。

「な、なんだレーム？」

　ドアを開け、レームが部屋に入ってくる。

　レームは顔が赤く、おずおずと、不器用な動きで俺の前まで歩いてきた。

　そして、視線を逸そらしながらこう言った。

「えと、シェルムさん、明日戦場に行くんですよね？」

「ああ、前と違って、今度は市街戦だな。初めての経験だけど、まぁ俺の絶望魔法なら余裕だろ。俺は勇者、ティエラ様のためにも命を懸けて戦うぜっ」

　淫らなことを考えていたのを誤ご魔ま化かそうと、つい饒じよう舌ぜつになってしまう。男の防衛本能だ。

「…………ん」

　なんの前触れもなく、不意にレームは俺に抱き着いてきた。

　俺の膝にまたがり、正面から抱き着く形だ。

　寝る前だから薄着で、しかも寝るときは下着を着けないらしく、レームのおっぱいの感触が、限りなくダイレクトに伝わってくる。

　おっ、おぉおおおおおおおおおおおおお！

　レームのショーツ、ティエラ様の裸に続き、レームの巨乳が持つやわらかさと弾力を克明に記憶する。そのために、覚えかけたミレイユの地図情報は消え去り、さらに脳の記憶容量そのものが拡張された。

「あ、あの……こういうの、ダメですか？」

　おっぱいすごいぃいいいいい！

「リブラ城のメイドさんたちが、男性は女を抱くと戦意高揚になるって」

　おっぱいすごいぃいいいいいいい！

「だから、もしよければ、は、はじめてですけど頑張ります！」

「初めて？　レームくらい可愛かわいかったら、リブラに彼氏とかいなかったの？」

「わたし、可愛くなんてないです。髪だってくせ毛の触覚頭でみんなにバカにされてました。エクレさんの金髪ストレートがうらやましいです」

「そんなことないよ。俺はレームのくせ毛、可愛くて好きだよ。俺は、揺れるモノが大好きなんだ。さざ波と同じで見ていると安らぐし、凄すごく幸せな気持ちになれるんだ」

　俺の力説を聞くと、レームは目を潤ませてからハッとする。俺から体を離すと、突然顔を真っ赤にしながらうつむいて、胸を突き出しながら、上目づかいに尋ねてくる。

「あの、揺れるモノが、好き……なんですよね？」

　流石さすがはレーム、オブラートに包んだ核心を、いきなり暴いて来た。そのまま、レームは俺におっぱいの重みを委ねてきた。




「レームは来ているか!?」

　ドアをブチ破らんばかりの勢いで、エクレが部屋に飛び込んできた。

　俺は、ちょうどレームを引き離そうと、彼女の肩をつかんだところだった。エクレから見ると、俺が抱き寄せているようにも見えただろう。

「くっ、遅かったか！」

「遅くないよ！　あとレーム、そういうのはいいから、はい降りる！」

　そう言って、俺はレームの体を横に倒し、ベッドの上に転がした。

「え？　で、でも？」

「レームは俺の大事な仲間で戦力なんだから、そういうことはしなくていいんだよ！」

「そうだぞレーム！　そもそもそういうことは、ちゅちゅ、ちゅきあってからでないとダメなんだぞ！　もしくは告白のとき！」

「告白のときはいいのかよ!?」

「お、男はそういうのが嬉うれしいのではないのか？」

「お前の知識もたいがいだなおい！」

　なんていうか、ふたりそろって色々とズレている。

「あ、そういえばエクレ、レームに何か用事があったんじゃないのか？」

「何な故ぜそうなる？」

「だってレームが部屋にいないって気づいたってことは、レームの部屋に行ったんだろ？」

「そういうことか。なら誤解だ。最初はレームと一緒に寝ていたのだが、いつの間にかいなくなっていたのでな、もしやシェルムのところかと思い来たまでだ」

「え？　もうベッドインしていたのか、やるなエクレ」

「従者は相部屋でダブルベッドがひとつなだけだ！」

　なんだ、エクレもオクテだなぁ。これは、俺がアシストしないと。でも、その前に。

「話が脱線したね。とにかくだよレーム。俺はそういうつもりでレームを雇ったんじゃないし、俺の役に立ちたいなら、明日の戦いで頑張って。いーい？」

　噛かんで含めるように言ってやると、レームはしゅんと視線を落とす。でも、すぐにピンと背筋を伸ばした。

「あの、じゃあシェルムさん。明日、がんばったら、ご褒美もらってもいいですか？」

　期待のこもった上目遣いに、ドキドキが止まらない。

　自分で拒否しておきながら、淫らなことを妄想してしまう。

　でも俺は悪くない。レームみたいな可愛かわいい子に、至近距離からこんなことを言われたら、誰だって男の本能を刺激されるに決まっている。エクレだってそうに違いない。

「いいぞ、何が欲しいんだ？」

「いえ、物じゃなくて、して欲しいことがあって、えっと…………ぅぅ[image: ][image: ]」

　くちびるを噛んで閉じて、口をもごもごさせてから、レームは視線を逸そらして、助けを求めるようにエクレを一いち瞥べつした。

「よし、では私が聞いて、代わりにシェルムへ伝えておこう」

「あ、ありがとうございますっ」

　レームはほっと安あん堵どの息を漏らして、ベッドから降りた。

　そうしてエクレの耳元でぽしょぽしょ呟つぶやいて、

「ぬなっ!?」

　エクレの顔が、朱に染まる。所要時間、わずかコンマ一秒。

「そ、そんなこと言えるわけがないだろう！」

「わ、わたしだって言えませんよう！」

　女の子ふたりで恥ずかしがりながら、キャーキャー騒いで、お互いの体をぺしぺし叩たたき合う。ふたりでもちもちしている姿はべらぼうに可愛かわいくて、いつまでも見ていられる気がする。ていうか、しばらく続けてくれないかな？

「しかしレーム、そんな破は廉れん恥ちなことをっ」

　破廉恥!?　俺の頭に、電流が走った。

「おいエクレ、お前何言われたんだよ。言うのが恥ずかしいなら、お前がレームに実演して見せてくれよ」

「お、お前は何を言って、ん、シェルム、何な故ぜ優しい目をしているんだ？」

「いや別にぃ」

　さぁエクレ、愛するレームにエロいことをするチャンスだぞ、行くんだエクレ！

「ま、まぁいい。えっとだな、レームはお前に、つまり……い、いいかレーム？」

「あ、はい、お願いします」

　エクレの両腕が、レームの華きや奢しやな体を抱き寄せる。

　エクレとレーム、ふたりの美少女が頬ほおを染め合い見つめ合い、やがて互いのまぶたがそっと閉じられた。レームに顔を寄せるエクレ。彼女のくちびるが行きつく先は……。

「んっ」

　エクレのくちびるが、レームの額に、ちょんと触れる。

　おめでとうエクレ。

　恋のキューピッドになれた達成感で、胸がいっぱいだった。

「とまぁ、こういうことを、おいなんだその顔は？」

「ううん、気にしないでくれ。それよりよかったなエクレ」

「なにがだ。なぁシェルム、前々から思っていたのだが、何か勘違いしていないか？」

「勘違い？　隠さなくてもいいんだよエクレ。俺は、愛の形には寛容なんだ」

「やはり勘違いしているではないか！　私が好きなのは、好きなのはぁ……」

　エクレの恋心がレームにバレないよう、遠回しな言い方になったけど、エクレにはちゃんと伝わっているらしい。伝わっているということは、つまりは図星ということだ。

　レームはなんの話かわからず、きょとんとしていて可愛かわいい。

　ふふふ、エクレは恥ずかしがり屋だなぁ。

　レームに対する秘めたる想おもいが俺にバレたのがショックなのか、エクレは頭を抱え、落ち込んでいる。

　かわいそうに。でも大丈夫、お前の恋は俺が叶かなえてあげるよ。

「くっ、シェルム、この戦いが終わったら、大事な話があるからな！」

「おいおい死亡フラグを立てるなよ、うふふふ」

「ッ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　戦争を明日に控えるなか、俺はとても、とても暖かい気持ちになれた。

　仲間ってのは、いいもんだな。
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　次の日の朝。朝食を済ませてから、ティエラ様の部隊と別れた俺らは、ミレイユの町の南区、そこからほど近い丘の裏手に隠れていた。

「以上が、我々が手に入れた情報です」

「すごいな……」

　昨日から斥候に出ていた兵は、実に多くの情報を持ってきてくれた。

　町の状況。敵兵の数、警備兵のいる場所、各地の警戒レベル、そして町の人たちの居場所だ。女性と子供たちは広場に集められ、男たちは各地で労働をさせられているらしい。

「これだけの情報を、よく一晩で集められたね」

「はっはっはっ、我ら永遠の観測者、ロリリストたちのスニーキングスキルを以もつてすれば、この程度は朝飯前ですよ」

　志願兵のひとりが、景気よく笑う。

　どこでどう鍛えたスキルかは、聞かないでおこう。

「それと、南区の拠点は、合同庁舎で間違いないんだよね？」

「はい、そこが本陣か、総大将が詰めているかはわかりませんが、少なくともナンバー２以上の男が指揮を執っているようです」

　北区の駐屯基地と南区の合同庁舎。拠点をふたつに分け、どちらかに総大将が、どちらかに副将が詰めているのか。どちらにせよ、確実に潰す必要性がある。

「また、総大将かはわかりませんが、南区の指揮を執る男の趣味はメガネっ娘この裸ニーソックスで愛読書は『後輩が夜までご奉仕シリーズ』推しメンはナオちゃんのようです」

「いらないシークレット!!」

「また、補佐官はむっつりで全年齢対象の小説ばかり持ち込んでいますが、セクシーシーンページに使い込まれた跡があり、推しメンは銀髪巨乳のシオリちゃんです！」

「俺らそんな敵と戦うのか!?」

「ムカついたので腹いせにロリヒロイン、リコちゃんのシーンに付箋を貼ってきました」

「お前何もんだよ!?」

「貴方あなたの支援者です！」

　ガッツポーズを取ると、他の四九人も笑顔で握り拳を作って見せる。

「ワータノモシイ」

　俺は、精一杯の感想を漏らした。

　俺についてきてくれた兵はきっちり上限五〇名。

　ずいぶんと多くの兵が志願してくれたのに、少しも嬉うれしくないのはどうしてだろう。

「本当はもっと志願者がいたのですが、五〇名までとのことでしたので」

「みんなこの作戦がどれだけ危険かわかってるの？」

「何をおっしゃいます。我々はシェルム様のおかげでロリ女神様を拝むことができたのですぞ。シェルム様に死なれては、今後の希望が潰ついえてしまいます」

「俺はロリデイン発生器かよ！」

　どうせそんなこったろうと思ったよ。俺が生きていれば、またアクシデントでティエラ様が幼女になるかもしれない。こいつらは、そんな下心でいっぱいのようだった。

「それに」

　男たちの笑顔に、闘志が宿る。

「シェルム様が鋼鉄化魔法をかけて下さらなければ、我らは死んでいた身。貴方から受けた恩を返さず、紳士は名乗れません。義を以もつて義に報いるべし、それがただの変態と、我ら永遠の観測者、ロリリストとの違いです。恩人を見捨てる者に、幼女を見る資格なし！」

　言っていることは無む茶ちや苦く茶ちやだけど、男たちの目は、ひとりも嘘うそを言っていない。

　振り返ると、エクレとレームも、勇ましい顔で頷うなずく。

「……ありがとう、みんな。それじゃ、俺ら五三人で奪還するよ、ミレイユの町を！」

『おー！』
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　一時間後。俺らは警備の薄い路地裏を走り続け、順調に広場へと向かっていた。

　まずは、人質の解放だ。

　ロリリストたちには、俺が自分にかけているバサクを施して、筋肉のリミッターを三〇パーセント解放。

　さらに麻ま痺ひ魔法モルヒーネで、疲れと痛みを感じにくくした。

　おかげで町に入ってから走りどうしだけど、全員ついて来れている。

「体が軽い。シェルム様の魔法はピカイチですな」

「その代わり、明日は筋肉痛覚悟してよ」

　言いながら、俺は路地裏から抜けると同時に、表通りにいた帝国兵たちに音速のメタルフォーゼを放った。

　一息のあいだに、計九人。立派な鋼鉄像の出来上がりだ。

　一般人ならともかく、兵士たちは元から鋼鉄の鎧よろいを着ているから、遠目にはちゃんと警備をしているように見えるだろう。

　そのあとも、俺らはできるだけ裏路地を通り、どうしても表通りに出ないといけないときや、帝国兵の姿が見えたときは、素早く鋼鉄化させる。

　この方法で、俺らは帝国兵に見つかることなく、広場へ接近することができた。

　でも、流石さすがに俺らの隠おん密みつ行動は、広場手前で打ち止めだ。

　民家の影から広場の様子をうかがうと、もの凄すごい数の帝国兵たちが布陣していた。

「あのなかに女性と子供がいるのか……どうしようかな」

　広場全体に睡眠魔法を降らせたら、魔力を消耗し過ぎて、俺はしばらくのあいだ魔法が使いにくくなる。時間はかかるけど、帝国兵の立っている地面をひとつひとつ範囲指定して、睡眠魔法を使ったほうがいいかな。

　でも、その考えは、遠くから聞こえる女性の悲鳴ですぐに却下した。

「やめてください！　お腹なかに子供がいるんです！　お腹だけは、お腹だけは！」

　脊髄反射で走りだし、絶望魔法を発動させた。

「世界最強の呪術師！　シェルム様のお通りだ!!」

　俺の大声に、帝国兵の誰もが振り返る。広場の中の帝国兵も動きを止めていることを祈りながら、俺は黒い光の鎌を形成した。それはコンマ一秒ごとに成長していき、

「完全睡眠魔法、ナイトメア・デスサイズ!!」

　刃渡り十メートル超えとなった魔法の大鎌を振るってやる。

　大鎌は帝国兵たちの体をすり抜け、意識を雑草のように一息で刈り取った。

　何が起こったのかわからず、他の帝国兵たちは、まだ次の行動を起こせていない。

　そのあいだに、睡眠魔法で眠った帝国兵たちを跳び越えながら、間髪入れず、両手を右翼と左翼の帝国兵へ向けた。

「マンティコア・グレネード・ガトリング!!」

　当たると同時に炸さく裂れつし、拡散する麻ま痺ひ魔法を十指から乱射。一〇〇人以上の帝国兵が意識を保ったまま倒れ、動かなくなる。

　俺が着地すると同時に走り出すと、前方の帝国兵たちは怯おびえながら道を左右に開けた。その奥には、広場に座り込む怪け我が人にんたちと、帝国兵に剣を振り上げられている妊婦がいた。

　まずい！

　体が弛し緩かんする麻痺や睡眠だと、手から落ちた剣が妊婦に当たって傷付けてしまう可能性がある。こういうときはあの魔法だ。

「ゴルゴン・バレット！」

　音速の石化魔法で、帝国兵の腕を撃ち抜いた。

　帝国兵は剣を振り上げたポーズで腕から順に、稲妻が走るような速度で石と化した。

　これで急場はしのいだけど、他の兵が仲間を呼びに行っただろう。

　それに、誰かが人質に取られるかもしれない。




　カッキーン！

　音のするほうを向けば、エクレが台座付きの聖剣レオカリバーンで、帝国兵たちを片っ端からホームランショットで蹴散らしまくっていた。

　一振りで二、三人は危篤にできるハンマーソードを振り回しながら、エクレは叫んだ。

「ははは！　脆もろいな帝国兵！　この聖剣レオカリバーンの使い手！　エクレール・サンダースを倒したければ全軍を引き連れて来い！」

　俺とエクレの強さに、帝国兵たちはパニックになり、動揺が伝でん播ぱしていく。

　続けて、ロリリストたちを引き連れたレームが駆けこみ叫んだ。

「アヴァロン無双兵団！　シェルム部隊参上！」

『おぉおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　すると、細身な俺と少女のエクレの強さを知っているせいか、帝国兵たちは、

「なにぃ！　こんな化け物があんなにいるのか!?」

「馬鹿野郎！　ガキと女でこの強さだぞ！　あいつらどんだけだ！」

「敵の本隊が来たぞぉおおおお！」

「もう終わりだ逃げろぉおおおおお！」

　戦力ツートップが俺とエクレなのに、みんな素敵な勘違いをして逃げていく。

　町の人たちを傷付けたり、人質にする兵士は誰もいなかった。

「シェルム、先程の女性は？」

「ああ、このとおり」

　俺に頭を下げて、お礼を言ってくる妊婦さんの姿に、エクレは息をつく。

「よし。私とレームの演技で、帝国兵は我々を一騎当千の豪傑集団だと思い込んでいる。この広場を奪還するための大部隊を編成するまで、手は出さないだろう」

「ああ！　お前ら、怪け我が人にんにポーションを頼む」

　俺の指示で、ロリリストたちは手持ちのポーションを町の人たちに配っていく。

　俺とエクレも、アイテムボックスからポーションを取り出して配った。でも、

「少し足りないかな……」

　怪我人は、全員で二千人以上いた。

　俺らが持ってきたポーションを全部配っても、まだ一〇〇人分ほど足りなさそうだ。

「ロリリストに魔法使いはいないし、どうしようか」

　エクレは歯を食いしばって。

「くそっ、自分の出血なら筋肉を引き締めることで止血できるのに、どうして私は回復魔法が使えないんだ」

　ツッコみませんよエクレさん。

「う～ん、仕方ない。怪け我がの酷ひどい人を優先しようか」

「あ、シェルムさん、わたし全体回復魔法使えますよ」

「レームナイス！」

「剣も攻撃魔法もお掃除も庭の手入れも出来るのに、回復魔法まで使えるとは恐れ入る」

「ほんと、凄すごいなレームは」

「そんなことないですよ。えへへ。ケガをしている人はこちらに集まってくださーい」

　レームは、残りの怪け我が人にんたちを一か所に集めると、全員にまとめて回復魔法をかける。

　敵の救援が来るのはまだ先の話となれば、ここはレームとロリリストだけでいいだろう。

「エクレ、俺らは速攻で合同庁舎を落とそう」

「わかった！」

「レームはここでみんなを頼む」

「はいっ」

　俺とエクレは、最後のポーションで体力を回復させると、合同庁舎まで一気に走った。
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　数分後。俺とエクレは、自画自賛で悪いけど万ばん夫ぷ不ふ当とうの活躍だった。

　もう隠おん密みつ行動なんて関係ない。

　広場から合同庁舎まで、最短ルートを全力疾走した。

　途中の道は、帝国兵たちが馬鹿みたいに密集していたけど問題ない。

　エクレが先頭を突っ切り、レオカリバーンを振るい続ける。

　巨人の剛腕もかくやという破壊力に、人の壁が抗あらがえるわけもなく、突風が木の葉の山を崩すような勢いで、エクレは帝国軍を薙なぎ散らかしていく。

　台座に触れなくても、衝撃波と風圧だけで兵士たちが宙を舞う光景には、人がゴミのようだと思わされた。

　それでも届かない、遠くから狙ってくる弓隊と銃隊は、俺が絶望魔法で無力化していく。

　絶望魔法は状態異常魔法の究極地点。あらゆる状態異常は完全即効性をもって、あらゆる耐性を無視して敵を戦闘不能に陥れる。

「伏せろエクレ！　ナイトメア・ガトリング・アーバレスト！」

　俺の指示で、反射的に伏せるエクレの頭上を、巨大な睡眠魔法の光が飛んでいく。

　ただしクロスボウではなく、あくまでアーバレスト。光は矢というよりも、槍やりのようなサイズで、それが無数に放たれる。

　バレットとの違いは、その貫通力だ。

　ひとりに当たって終わりの弾たまと違い、長く鋭利な魔法の槍やりは、一発一発が数人の帝国兵の肉体をすり抜け、すり抜けた兵士すべてに魔法効果を与えていく。

　その分消費魔力も多いけど、いまは時間が優先だ。

　レームたちの守る広場は、すぐには敵が来ないとはいえ、それがいつまで保もつかわからない。一秒でも早く本陣を落として、帝国兵たちを撤退させる必要があった。

「何がアーバレストだ！　ならばこちらは破は城じよう槌ついだ！」

　帝国兵の奥から、攻城兵器であるはずの破城槌──柱大の杭くいを大人数で運びぶつける突貫兵器──が出てきた。どこで使うつもりだよ。と俺はツッコミを入れそうになるけど、

「ぬるい！」

　エクレの一撃でぶっ飛んだ。兵士たちは嵐の日の木の葉のように飛んでいき、破城槌はぎゅるぎゅる回転しながら敵陣奥に落ちて悲鳴が上がる。

「ふっ、流石さすがは我が聖剣レオカリバーン。素晴らしい威力だ！」

　いえ、全部あなたの筋力です。

「どうした帝国兵共、このままでは肩慣らしにもならないぞ！」

「ひぃ、化物だ！　逃げろぉおおおお！」

「あんな筋肉モンスターがいると知っていたら来ないっつうの！」

「待て、これは私の力ではない！　レオカリバーンが凄すごいのだ！　人を脳筋扱いするな！」

　エクレが咆ほう哮こうを上げながら迫ると、帝国兵たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

「いやぁあああ来ないでぇ！　殺されるぅ！」

「食べられるぅううううう！」

「ま、待てぇええええ！　私はちゃんと面の部分で叩たたいているから誰も殺していないぞ！」

　周囲では、血におぼれた兵士たちが「ひ、ひとおもいにころせぇ……」と呻うめいている。

　どうしよう、エクレをフォローできない。

「シェルム、お前もなんとか言ってくれ！」

「えっ!?」

　そんな、世界一の正直者として有名な俺になんて無む茶ちやぶりを！

「えーっと、エクレはお菓子作りが得意な可か憐れんで華きや奢しやな、ぐほっげほっ」

　罪の意識に苛さいなまれ、俺はむせた。

「何をむせているんだシェルム！」

「ごめ、ちょっ、罪の意識が……」




　次の瞬間、逃げる帝国兵たちの一部が、一瞬で消し飛んだ。

「「!?」」

　本陣と思われる合同庁舎のほうから、ひとりのおっさんが歩いて来た。

　左右にピンと張った、立派なカイゼル髭ひげが特徴的で、鎧よろいではなく、将校用の軍服を着ていた。見ただけでわかる。きっとこいつが、ここのボスだろう。

「わしはこの合同庁舎を預かる、マンサー・ネクロ大佐である！　先程の活躍、貴様ら、さてはアヴァロン国の勇者……んうぅ？」

　俺とエクレを見て、マンサーは片眉を上げて唸うなった。

「男が呪術師で……あの爆乳娘がハンマー使い？　はて？　勇者は女神の夫候補のはず。いやしかし状態異常魔法しか使えない呪術師が勇者のはずはないし、かといって女神が女を夫候補にするわけもないし、しかもあんな猛牛女」

「おのれぇ、この私のことを猛牛だと？　失礼にもほどがある！」

　ごめん、うまいことを言うなと思っちゃった。

「私は仮にも女子だぞ。もっと他に言い方があるだろうが。ふふーん、例えばそうだなぁ、蝶ちようのようとかコマドリのようとか妖精のようとか♪」

　意外に図ずう々ずうしいなお前。

　そのお尻とおっぱいと剛腕で妖精は無理だろ妖精は。

「はんっ。そのデカ乳デカ尻剛腕ボディでよく妖精などと言えたな。恥を知れ恥を」

　どうしよう、あいつと仲良くなれる気がしてきた。

「余計なお世話だ！」

　エクレは剣を地面に下すと、両手で自分のお尻とおっぱいを押さえ、うつむいてしまう。

「そりゃ、私は同年代の者に比べて多少ふくよかなのは認めるぞ。どんどん大きくなる一方で成長に歯止めが利かずブラとショーツは毎シーズン買い替え、母親のサイズを思い出すたびに絶望している」

　あの、エクレさん？

「何を着ても目立って恥ずかしいし、ブラをしていても走ると揺れるし、お風呂で洗うのに時間がかかるし、近衛このえ兵へいの皆からも『それどうなってんの？』『さわらせてぇ』と玩具おもちやにされるし、夏場は胸の谷間に汗がたまるし、下乳に汗もができないようパウダーを塗ったりしなくてはいけない、わがままで手のかかる、困ったおっぱいだ。でもちょっとぐらいお世辞を言ってくれても罰は当たらないと──」

「いつまで続ける気だ牛チチ娘！」

　消え入りそうな声のエクレに、マンサー大佐は怒鳴り散らす。

　ちなみに、俺はエクレのうしろで前かがみになっている。俺の想像力が止まらない。

「もう勇者かどうかなど関係ない。貴様らは部下の仇かたきだ。もっとも」

　遠ざかる逃亡兵たちに手をかざすと、雷撃魔法を放った。兵たちは倒れ、動かなくなる。

「逃亡兵はわしが殺すがな！　戦わぬのなら、死して我が駒となれ！」

　マンサーの声に呼応して、周囲の空間に青白い炎のようなものが燃え上がった。ソレは人の形を成して、マンサーの周囲を彷徨さまよう。その数は二〇、三〇と増えていった。

「っ、シェルム、奴やつはもしや」

「ああ、間違いない」

「ふはははは。死霊使いの術を知っているようだな。ならば、こいつらに勝てぬことも知っていよう！　ゆけい、我が忠実なる駒たちよ！」

　その指示を受け、ゴーストたちが殺到してくる。

　マズイ、と焦あせる気持ちがつのるなか、苦し紛まぎれに状態異常魔法を撃つも、

「うわっ！」

　ゴーストたちは魔法を一顧だにせず、そのまま俺の体をすり抜けていく。

　体をすり抜けるとき、見えない力に投げ飛ばされ、俺は背中から地面に叩たたきつけられた。

「くっ、ゴーストとか反則だろ……」

　ゴーストには、麻ま痺ひする体も眠る体もなければ、毒を受ける体もない。状態異常魔法最大の天敵、それはゴーストなどの、死霊系の敵だ。

「私に任せろシェルム！　聖剣の力を見せてくれる！」

　エクレは俺とゴーストたちのあいだに割って入り、自信たっぷりに剣を構えた。

　ゴーストたちが再び突進してくると、全力でレオカリバーンを振り抜き、空ぶった。

「何!?」

　ゴーストたちがエクレの体を通り抜ける瞬間、彼女の体が勢いよく宙に持ち上がり、近くの塀に叩きつけられた。

「ぐあっ！」

「エクレ！」

　彼女の体が、力なく地面に崩れ落ちる。額からは、一筋の血を流していた。

　しかも、ダメージはそれだけじゃない。

　俺の体を襲う虚脱感。ゴーストが体を通り抜ける瞬間、ごっそりと体力を奪われるような感覚があった。生命力を、直接奪われたようだ。

「ふはははは！　どうやらお前らとわしの相性は最悪のようだな」

　高笑いするマンサーの顔が憎たらしいけど、返す言葉がない。

　ゴーストにダメージを与えるには攻撃魔法か、特殊魔法である浄化魔法しかない。

　特に、浄化魔法には極端に弱くて、それが死霊系全体の弱点だ。

　でも、俺は状態異常魔法しか使えないし、エクレは物理攻撃しか使えない。

　エクレはレオカリバーンを支えにして立ち上がり、悔しそうに歯を食いしばった。

「くっ、我が聖剣レオカリバーンでも浄化できないとは、どれほど高位の死霊なのだ」

「いや、エクレが聖剣に選ばれていないだけだからね」

「そんなことはない！　これは奴やつが超一流の死霊使いだからに違いない！　おのれ帝国の死霊使いめ、我が聖剣をも無効化するとは、なんという手て練だれ！」

　どうやら、意地でも相手の技量のせいにするつもりのようだ。

「その通りだ。わしこそは世界最強にして最優の死霊使い、マンサー・ネクロ大佐！　わしが操る死霊は、聖剣レオカリバーンをも弾はじくのだ！」（キリッ）

「お前も乗っかってんじゃねぇよ！」

「何を言う！　そこの娘は紛まぎれもない聖剣使い。現にこうして聖剣を手足のように操っているではないか！」

「どうしようシェルム。なんだかあいつとは仲良くなれそうな気がしてきたのだが」

　うん、俺もさっきそれ思った。

「おい、見て見ろよ。マンサー大佐、有利っぽいぞ」

「本当だ、アヴァロンの勇者たちなんて目じゃないぜ」

　俺らが不利と見るや、周囲から次々帝国兵たちが集まってくる。マンサーも上機嫌だ。

「ふふん、どうやら演技ではなく、本当に手がないようだな！」

　悔しいけど、実際問題どうすればいいんだ？

　俺は状態異常魔法専門、エクレは物理攻撃専門。ゴーストを倒せる奴なんて──。




「シェルムさーん！」

　救いの天使が登場した。つまりはレームである。

「よく来てくれたレーム！　お前の攻撃魔法であのゴーストたちをやっつけてくれ！」

「え？　ゴーストですか？　あ、ほんとだ」

　レームがまばたきをすると、マンサーがさらに高笑いする。

「ぬはははは！　何かと思えば、そんな小娘の攻撃魔法が効くものか。確かに、攻撃魔法はゴーストに有効だ。しかし浄化魔法とは違い効果は薄い！」

「わたし浄化魔法使えますよ？」

「「「へ？」」」

　俺、エクレ、マンサーの声が重なったコンマ一秒後。

「えい」

『怨お怨お怨お怨お怨お怨お怨お怨お怨お怨お怨お怨お!!』

　レームのかざした両手から、神々しい光が放たれると、ゴーストたちは嵐の日にふかしたタバコの煙もかくやという勢いでかき消えた。

　文字通り、全滅だった。

　エクレが頬ほおを引きつらせながら尋ねる。

「なぁレーム。お前が得意なのは攻撃魔法ではないのか？」

「いえ、得意じゃありません。わたし、器用貧乏だから攻撃・回復・防御・付加・あとは浄化魔法を含めた特殊魔法を、ぜんぶちょっとずつできるだけなんです」

「ホントになんでもできるな！」

「何な故ぜあのクズ勇者の従者をやっていたのだ？」

「え～、わたしそんなすごくなんてないですよぉ」

　俺はエクレに耳打ちした。

「これはあれだ。飼殺しにされていたせいで自分の優秀さに気づけていないパターンだ」

「エーデルは本当にクズだな……」

「ふざけるなぁああああああああ！」

　おっさんの怒鳴り声に振り返ると、マンサーがふところから何本もの瓶を指の間にはさんで取り出すところだった。

「貴様らにはわしの真の実力をわからせてやる！　ふん！」

　そう言って、瓶を地面に叩たたきつけて割ると、なかから巨大な黒い影が現れた。

　影は全部で六体。それをさらに、

「融合！　グレーターファントム!!」

　影が折り重なり合い、影は二階建ての建物に匹敵するサイズにまで成長した。

　見ただけでわかる。

　こんなの、教会の一流アークプリーストが相手にするような存在だ。

　どうやら、マンサーが一流の死霊使いというのは、自称ではなかったらしい。

「さぁ行けグレーターファントム!!　あの生意気なクソガキどもを蹴散らしてしまえー！」

「えい！」

　グレーターファントムは消え去った。それはもう、見事な散り様だった。

「な、なにぃいいいいいいいいいいいいい!?」

　マンサーに同情した。ごめんね、うちのレームがチート性能で。

「よし、これであいつは丸腰だ。いくぞエクレ！」

「ああ！」

　俺とエクレが戦闘態勢に入ると、マンサーはアイテムボックスから巨大な鎌を取り出し、頭上に構えた。

「ならばわし自らが戦うのみ！　このわしを魔法一辺倒の男と思うなよ！　わしの通り名は斬り裂きリッパー！　重さ一〇〇キロの大鎌を目にも止まらぬ速さと巧みさで操る斬撃はまさしく嵐のごとし！　この鎌でわしは何十人という猛も者さを討ち取ってきたのだ！」

「黙れ！　いい歳こいてメガネっ娘この裸ニーソ好きで推しメンがナオちゃんのくせに！」

「な、何故それを!?　いや違う、一体なんのことだ、わしはナオちゃんなんて──」

「隙ありぃ！　喰くらえ、俺が死の山脈で、尻から毒針を飛ばしてくるモンスターを倒すために覚えた絶望魔法イボジイン＆キレジイン！」

「いんぎゃあああああああああああああああ!!」

　混こん沌とんとした赤黒い光弾が当たると、マンサーは悲鳴を上げ、がにまたで固まった。

「[image: ]、[image: ][image: ][image: ][image: ]、[image: ]、[image: ]ぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　マンサーはさらに足を開き、腰をやや落とし、肛こう門もんが楽になる姿勢を求めた。

　上官の苦しみなどつゆ知らず、部下たちが駆け寄ってくる。

「大丈夫ですか大佐？」

「触れるなぁあああああああああああああああああああ[image: ]」

　決死の形相だった。額から流れる脂汗で、顔はもうぐしょぐしょだ。

　両目と鼻の穴を開き切り、くちびるは開いてるのに歯は食いしばって、鬼のような顔をしている。そのあまりの迫力に、部下たちは下がる。

　いま、マンサーの肛門は、重度のいぼ痔じと切れ痔を併発している。

　どんな些さ細さいな振動でも、彼の肛門には鋭い槍やりの一撃も同じだ。

　肩を叩たたかれるなどとんでもない。歩くなどなお遠い。

　外傷の切れ痔はまだしも、いぼ痔は回復魔法で治すことはできない。

　マンサーには、すり足で医務室へ移動し、専門的な治療を受ける必要があった。

　限界まで歯を食いしばりながら振り返る。医務室までの道のりを計算しているのだろう。

　でも、俺はマンサーの背後に大き目の、それも尖とがった石が落ちていることに気付くと、エクレを傷付けた罰を与える方法を閃ひらめいた。その閃きを実行しようと、歩みを進めた。

「わっ、貴様、近寄るな。やめろ、わしはいま！」

　満面の笑みを浮かべながら、俺は距離を三メートル、二メートルと詰めていく。

　そして、おもむろに、ゆっくりと手を伸ばした。

「ひぃいいいい！　来るな来るなぁ！」

　マンサーは悲鳴を上げるばかりで、頭上に大鎌をかかげたポーズのまま動かない。

「あるぇ？　どうしたんですか大佐殿ぉ？　早くかわせばいいじゃないですかぁ？」

「馬鹿やめろ！　貴様わしがいまどういう状況かわかって！　というか早くこれを治せ！」

　俺の手は、もうマンサーのおでこに触れる寸前だった。

「やめろぉおおおおおおおお！　やめてくださいぃいいいいいいいいいい！　ぎゃあああ貴様どうしたらこんないやすいません！　投降するから！　捕虜になるから許し──」

　マンサーの話を聞かず、俺は、これでもかというぐらい邪悪な笑みを浮かべる。

「死ね」

　俺の指先がマンサーの額を無慈悲に押すと、体全体がグラリと傾いた。

「あぁあああああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　奈落の底へと落ちていく亡者のような悲鳴を上げながら、マンサーはうしろに倒れ込む。

　一〇〇キロの大鎌をかかげたまま、鋭利に尖とがった硬く頑強な石の上に、尻もちをついた。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■[image: ]」

　全質量と重力加速度を加え、マンサーのウィークポイントを、巌いわおの一撃が貫いた。

　そのとき、マンサーから発せられた轟ごう音おんは、悲鳴とも絶叫ともつかない奇怪な音だった。

　辺りを静寂が包み込む。

　気が付けば、マンサーは赤い水たまりの上に座っていた。

　じわじわと、ジワジワと、その赤い水たまりは広がっていく。

　イボジイン、キレジインという名前と上官の悲惨な姿から、俺の力を察したのであろう、兵士たちが青ざめる。

「さてと、兵士諸君、これから俺は、周囲すべての敵にイボジインをかける究極奥義、テラバーストアポカリプスイボジインを唱えようと思うのだが？　喰くらいたい奴やつは？」

『ひぎぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!!!!!』

　兵士たちは恐怖のあまり、全員涙と小便をまき散らしながら尻を押さえて逃走。ひとり残されたマンサーは、白目を剥むいたまま憔しよう悴すいしきった顔で空を眺めていた。

「よし、これで南区は陥落だな」

「あ、ああそうだな……」

　エクレは苦い顔をしつつ、マンサーに同情の念を向けていた。レームだけは、何が起こったのかわかっていないようで、きょとんとしていて可愛かわいいのだけど、

「そうだ忘れていました！」

　急に叫び出し、駆け寄ってきた。

「どうしたんだレーム？」

「それが、巨大なモンスターに乗った男が攻めてきて、さっきの広場がピンチなんです！」

「なんだって!?」

「ぐ、ぐげげげげげ」

　血だまりに座るマンサーが、白目を剥いたまま話し始めた。

「そやつは、戦闘力だけなら、わしよりも上だ。しかも、あらゆる魔法と物理攻撃に耐性がある。貴様も終わりだな……ひぐっ」（ガクリ）

「すぐに戻るぞエクレ！　あ、でもこいつをこのままにしておけないし。う～んと、よし」

　周囲を見回してから、ぽんと手を打つ。

「レーム。俺は先に戻っているから、レームはこいつを連れて戻ってきてくれ。運搬にはそこら辺の軍馬を使えばいい」

「わかりました」

　敵兵が残していった軍馬を引っ張ってくると、俺はマンサーを馬の背中に投げ上げた。

　馬の背中に乗せた瞬間、憔しよう悴すいしきっていたマンサーは激痛で意識を取り戻し、細い息をヒューヒュー漏らしている。

　レームなら、マンサーのことはうまくやってくれるだろう。俺とエクレは、元の広場を目指して走り出した。


　　　　◆



　シェルムとエクレが去った後。

　レームはビクンビクンと震えるマンサーを見上げながら、ちょっと困り顔になる。

「う～ん、シェルムさんが何をしたかわかりませんけど、きっと凄すごいダメージを受けているんですよね。自分で馬に乗れなさそうだし、でも落馬したらかわいそうだし、うん」

　帝国兵が作った陣地作成用の柵からロープをほどくと、レームはマンサーの両手をうしろ手に縛ってから、せっせと足をあぶみに縛りつけ、落馬しないようにしっかり固定した。

　ちなみに、固定したのは足首ばかりで、腰のあたりはフリーだ。つまり……。

「これでＯＫ。じゃあ広場に戻りましょう」

　レームも馬に乗ると、手綱を握り、馬を走らせた。

「ぎぃいいいあああああああああああああああああああ!!」

　馬の動きに合わせて、マンサーの尻は鞍くらから打ち上げられ、次の瞬間には空いた隙間を埋めるように鞍に叩たたきつけられ、肛こう門もんを激痛が襲う。まして、尖とがった石は尻に刺さったままだ。一ピストンごとに、石はより深く、より確実に埋没していく。

　悲鳴に驚き、馬は興奮してロデオのように暴れ、暴れながら走り続ける。

「もう、逃げようとしないでください。貴方あなたはもう捕虜なんですから」

「ぎやぁああ！　ああああ！　のぐぉおおおお!!　ひ、ひと思いに、殺せぇええええ！」

　レームは天使の笑顔を浮かべる。

「大丈夫ですよ。ティエラ様はとっても優しい方ですから、貴方を殺したりなんてしません。さぁ、一緒にいきましょう」

「おぎゅぅうううう！　おぎゅううううう！」

「ただ、急ぐのでちょっとあらっぽくなりますよ！」

　レームが鞭むちを入れると、軍馬はさらに猛たけり、荒々しく疾駆した。

　もう……マンサーの尻には、一片の救いも希望も残されてはいなかった……。


　　　　◆



「なんだあの化物は!?」

　レームがマンサーを馬で運んでいるであろう頃。エクレの視線の先、広場でロリリストたちが戦っていたのは、見たこともないモンスターだった。ひとことで言えば、全身をウロコで覆われた巨人。ただし、口にはびっしりと牙が生え、呼気からは炎が漏れている。

　広場の住民たちを守るようにロリリストたちが壁を作り、防御陣形を取っている。

「あっシェルム様！」

「間に合いましたな！　住民は皆無事です！　我々も、死人は出ていませんぞ！」

　ロリリストたちの反応に、巨人の足元にいた男が振り返った。

「シェルム？　ほう、貴様が、この広場をひとりで陥落させた勇者かい？」

　軍服から、かなり高い階級であることがうかがえる三〇歳ぐらいの男だった。

　これは、おそらく。

「私はマンサー大佐の副官、ハージ・キマラー中佐。帝国随一のキメラ合成師だ！」

　ハージの言葉に、エクレは顔色を変えた。

「帝国では軍事用キメラの製造が盛んと聞くが、ここまで進んでいたのか……」

　キメラ研究についてよく知らないので、俺は凄すごさがわからない。

「でもみんなが無事ってことは、たいしたことないんじゃないの？」

「くはははは。何を言っている勇者シェルム。私は貴様が来るまで待っていてやったのだ。どうせ殺すなら、住民の目の前で勇者を殺したほうが、連中も従順になるだろう。つまり、貴様は私の示威行為の道具となるのだ」

「自慰行為なら推しメンのシオリちゃんのサービスシーンでやってくれよ」

「な、なに!?　貴様、何な故ぜそれを!?」

「シェルム、先程マンサーにも言っていたが、その推しメンとはなんだ？」

「ああ、それがロリリストたちの調査によると──」

「わぁああああああああああああ！　ああああああああああああああ！　そうだこいつの凄さを聞かせてやろう！　敵の情報だぞぉ！　勇者なら聞かなきゃ損だぞぉおおお！」

　俺の声がエクレに聞こえないよう、死に物狂いで叫ぶハージ。

「お前どんだけ必死なんだよ？」

「黙れ！　こいつの名前はギガゴン！　ギガンテスとダークドラゴンのキメラなのだ！」

「エクレ、ギガゴンてどう思う？」

「ネーミングセンスの欠片かけらもないな」

「黙らないと続きを教えないぞ！」

　教えたいのかな？　なんだか、昔クラスにひとりはいた、喋しやべりたがりな生徒を思い出す。

「こいつはギガンテスとダークドラゴンのいいとこ取り。ギガンテスの固く柔軟な筋肉はあらゆる物理攻撃を吸収し、ダークドラゴンのウロコはあらゆる魔法を遮断するのだ！」

　ん？　ウロコが遮断するのか？

　その後も、ハージはギガゴンの凄さを延々と語り、正直だれてきた。

　段々うざくなってきた俺は、攻略法もわかったので、終わりにすることにした。

　てくてく歩く俺に、ハージが気づく。

「おいお前、何をしている。まだ私が話している途中だぞ？」

「いや、あれ倒そうと思って」

「は？　おいおい急に何を言っているんだ。だからあれは最強無敵の完全生命体でなぁ」

「よっ」

　筋肉のリミッターを外した脚力で、ギガゴンのふところへと一瞬で飛び込んだ。

　そのスピードには、ギガゴンですら反応できていない。

　そして、右腕に魔力を溜ため、毒魔法に変換し、巨大な杭くいの形に形成する。

「絶望魔法奥義」

　翠光の杭を腕にまとい、弓を引くように、右ひじを引き絞る。

「ハイドラ・バンカー!!」

　毒魔法の杭を、ギガゴンの胸板に叩たたき込んだ。ウロコの魔法遮断効果に抗あらがい、毒魔法が体の中まで浸透したのが、感触でわかる。

　パンチの反動を利用して、俺は空中バックダッシュをキメてエクレの下まで戻る。

　次の瞬間、ギガゴンは口から血を吐き、最期の雄お叫たけびを上げ、背中から倒れ込んだ。

「なぁっ!?」

　ハージは、がびーん、という擬態語が似合う顔で硬直してから、ぎりぎりと首を回して俺を見てくる。
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「きき、貴様、何を？」

　絶望魔法、ひいては、状態異常魔法宣伝のために、語り聞かせてやる。

「いまのは状態異常魔法の進化系、絶望魔法奥義ハイドラ・バンカーだ。最強の猛毒竜ハイドラの毒にも匹敵する即効性致死魔法を超々高密度の杭くいにして打ち込むんだよ。物理破壊力のない状態異常魔法は、薄い板一枚でも防がれちゃうけど、こいつは魔法反射性、魔法耐性、物理装甲をすり抜けて、対象の奥深くまで魔法を浸透させるんだ。なんて理論を聞いても、俺以外に使える人間はいないだろうね」

「アホか！　状態異常魔法なんかでドラゴンを倒せるか！」

「だから言っただろ。即効性致死毒魔法ってね。状態異常魔法をナメているうちは、俺には勝てないぜ」

　キメ顔を作ってやると、ハージは顔を真っ赤にして震えた。

「お、おのれぇ～、こうなったら私自らが──」

「ギックリーマ」

「あふんっ！」

　言い切る前に、ハージは崩れ落ち、両手で腰を押さえる。

「よし、あとはお前ら、適当にやっちゃってくれ」

　ロリリストたちがハージを取り囲み、怖い顔で睨にらむ。

「貴様、よくも町の幼女たちを危険な目にあわせたな!!」

「幼女たちを怖がらせるとは、万死に値する!!」

「や、やめろ、私はいま、腰が、あっ、あああああああああ!!」

　ハージはロリリストたちに蹴られ、踏まれ、帝国軍中佐の威厳は少しもなかった。

「ぎえぇええええ！　許してくれぇ！　腰は、腰はやめっ！」

「喰くらえ、俺の一〇〇キロストンピングカカト落としを！」

「おぐぇええええええええええ！」

「さらにローリング!!」

「ひ、ひと思いにころせぇえええええええええええ!!」（ゴギ）「ぐぺっ！」

　次の瞬間、ハージの腰から、何かが砕ける散る鈍い音がして、ハージは動かなくなった。




「さぁ皆さん！　悪は去りました！　勇者シェルム様ばんざーい！」

　ロリリストのひとりが手を挙げると、住民たちも万歳をする。

　いつの間にか、みんなが尊敬の眼まな差ざしを俺に向けていた。

「ありがとうございました。貴方あなたのおかげで町は救われました！」

「状態異常魔法ってすごいんですね！」

「あたし、大きくなったら呪術師になる！」

「キャー、こっち向いてぇ！」

　この広場は、女性と子供が集められていたため、必然的に、歓声は女性のものばかりだ。

　俺が愛しているのはティエラ様だけど、女性たちにちやほやされて、悪い気はしない。

「い、いやぁどうも」

　照れ隠しに頬ほおをかくと、ひとりの女性が声を張り上げる。

「みんな！　この広場に勇者シェルム様の銅像を建てましょう！」

『異議なーし！』

　おお！　これは想像以上の宣伝効果！　みんな状態異常魔法にも憧れてくれているみたいだし、大成功じゃないか？

　まぁ、正確には勇者じゃなくてまだ準勇者だけど、今回の活躍が認められれば、マリッジエンブレム獲得は確実だろう。

「よかったなシェルム。みんなやっとお前の凄すごさをわかったみたいだぞ」

「ああ、きっとティエラ様も俺を見直してくれるよ！」

　そういえばティエラ様たちが攻め込んだ北区はどうしたんだろう？

　ようし、こうなったらこのまま北区の救援に行って、マリッジエンブレム獲得を、より確実なものにしよう！

「あ、シェルムさん、もう終わったんですか？」

　そこへ駆けつけて来てくれたのは、レームだった。

「おうレーム、見ての通りさ、凄いだろ？」

「はい。流石さすがはシェルムさんですね、尊敬しちゃいます」

「うへへ」

　レームの無む垢くな笑顔は本当に可愛かわいい。

　なんて、俺が有頂天になっていると、汚い声が割り込んでくる。

「ぎゅっ、ぎゅぎぎぎぎ。ぎざまら、ゆるざんぞ！」

　レームが乗ってきた馬をよく見ると、マンサーが乗っていた。そういえば、馬で運ぶよう指示したっけ。いぼ痔じの潰れた体で馬に乗ってきて意識があるとは恐れ入った。

　マンサーは最後の力を振り絞るようにして、ギガゴンの死体に手をかざした。

「でりゃあああああ！」

　突然、ギガゴンの体から、黒いもやが溢あふれ出す。

　巨体はみるみる腐り、ウロコが剥はがれ、牙は抜け落ち、ドラゴンらしさがゼロになる。

　腐敗臭に住民たちが顔をしかめると、死んだはずの巨体がのそりと起き上がった。

　住民たちが悲鳴を上げる。

　ギガゴンは二本の足で立ち上がると、天に向かって呪怨の声を上げた。

「お前、アンデッドまで作れるのか!?　……ん？」

　マンサーは、すでに気絶していた。どうやら、本当の本当に、最後の力を振り絞ったらしい。凄すごい根性だな。でも、こっちにはレームがいる。

「レーム、さっきみたいに浄化魔法でちゃちゃっと──」

「勇者さまぁ！　ゾンビなんてやっつけちゃってー！」

「また勇者様の活躍が見られるのね♪」

「シェッルッム！　シェッルッム！　シェッルッム！」

　レームに頼もうとしたけど、住民たちから黄色い声援が止まらない。

　思わず口角が上がる。

　そうだ、せっかくみんな期待してくれているんだ。勇者として、応えなくちゃだよね。

「エクレとレームは下がっていてくれ。ここはこの俺、勇者シェルムが片付ける！」

「シェルム？」

「シェルムさん？」

　黄色い声援に後押しされながら、俺はぐいぐい前に進み出る。

「醜いアンデッドめ。勇者シェルム様が退治してくれる。喰くらえ、ハイドラ・カノン！」

　翠みどり色の巨大魔法弾が、ギガゴンの口の中に吸い込まれていく。

　よっしゃ、クリーンヒット！

　が、喜んだのも束つかの間ま、ギガゴンは何事もなかったかのように雄お叫たけびを上げ、俺に襲い掛かってきた。

「げぇっ！　なんでだよ！　うおっと！」

　振るわれた腕を回避してから、また構える。

「えっと、じゃあマンティコア・バルカン！　ナイトメア・カノン！」

　麻ま痺ひ魔法や睡眠魔法の大技を次々ぶち込むが効果はゼロ。それで気が付いた。

「やばっ、ゾンビもゴーストと同じで死んでるから、状態異常魔法効かないんだった！」

　でも、それならそれで戦いようがある。

　ミスリルフォーゼで、右肘から先をミスリルに変えると、大きく跳んだ。

「喰らえ！　文字通りの鉄拳制裁！」

　ギガゴンの巨大なみぞおちに、俺の右腕が深く突き刺さった。生物なら間違いなく致命傷だけど、相手はゾンビだった。

「あっ!?　そっか!?　普通のゾンビなら鉄拳で殴ればバラバラになって倒せるけど、バカデカイ奴やつにはただ突き刺さるだけなんだ！」

　しかも、体積的に大したダメージにはならない。

　ギガゴンの手が、俺の身体からだをわしづかみにしてくる。そのまま、俺はされるがままに、地面に叩たたきつけられ、蹴り飛ばされ、殴り飛ばされ、為すすべもなかった。

「あぐっ！　ぐへっ！　ひげっ！　ちょま！　タンマ！　ぎゃああああ！」

　しまいには足で踏みつけられ、ぐりぐりされる。

　ミスリルフォーゼのおかげでダメージはないけど、精神的に凄すごく辛つらい。

　そして、トドメと言わんばかりに、




「町のみんな！　アタシが助けに来たわよ！」

　空から美声とともに、灼しやく熱ねつの業火が降り注いできた。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!」

　いまのは俺の悲鳴である。

　現在、ギガゴンごと、炎に巻かれている。ミスリルフォーゼのおかげで相変わらずダメージはないし痛くはないけど、熱さは感じる。熱い。痛くないけど、熱さが凄い！

　炎がやむと、俺は灰の山に埋もれていた。そして、顔を上げると……。

「ありがとうございました。ティエラ様のおかげで町は救われました！」

「やっぱり呪術師なんかとは違いますね！」

「状態異常魔法しょぼーい」

「あたし、大きくなったらティエラ様の近衛このえ兵へいになる！」

「そうでしょそうでしょ♪　もっと褒めてもいいのよ！」

　みんなはティエラ様を崇あがめまくっていた。先程の黄色い声援がどこか遠くに聞こえる。

「あ、踏まれていたのシェルムだったの？」

　俺に向かって振り返ると、ティエラ様は眉間にしわを寄せ、ため息をついた。

「あんたねぇ、スライム、ゴブリン、ゾンビの三大雑ざ魚こモンスターぐらい倒しなさいよ」

「いえいまのドラゴンゾンビですから！」

「あんた何言ってんのよ？　羽根も尻尾もウロコもなかったじゃない。あれはただのジャイアントゾンビでしょ？」

「元はドラゴンとのキメラだったんですよ！　それにゾンビでなかったら俺の即効性致死毒魔法で無双できちゃうんですから！」

「言い訳は見苦しいわよ」

　ティエラ様はゴミを見るような目を向けてくる。俺の涙腺がゆるくなってきた。

「そんな、そ、そうだ。見て下さいティエラ様。南区の指揮官を倒して捕虜にしました」

「無傷みたいだけど？」

　俺は、手でマンサーのほうを指すけど、ティエラ様の視線は冷たい。

　マンサーの軍服は汚れひとつない、実に綺き麗れいなものだった。

　さらに、ティエラ様が近づくと、白目を剥むいたままうわごとを漏らす。

「い、いぼ、いぼ痔じ、潰れ……」

　ティエラ様の顔が、即座に赤く染まる。

「いぼ……ッッ、病人の指揮官を捕まえて何を偉そうに。ベッドから引っ張ってきたの？」

「違いますよ。俺のイボジインていう魔法で無力化したんです！　俺のイボジインは凄すごい威力なんです。この魔法にかかればどんな奴やつも重度のいぼ痔じになるんです！」

「うるさい！」

　ティエラ様の鉄拳が顔にクリーンヒット。俺は仰あお向むけに倒れた。

「まったく、乙女の前でなんて単語を連呼してんのよ……」

　だが、それでも俺はめげない。

「そうだ。町の皆さんは、俺がドラゴン相手に戦っていたのを見てましたよね!?」

「ティエラ様最高♪」

「愛していますティエラ様ぁ♥」

「あのう、皆さん？」

「みんな！　この広場にティエラ様の銅像を建てましょう！」

『異議なーし！』

　俺は、みんなから離れたところで体育座りになった。

　だって、そうしないと泣いてしまいそうだったから。

　なのに、俺の涙腺からはもう、とめどなく涙が溢あふれていた。

　エクレとレームが、俺の肩を抱き、頭をなでてくれる。

「だいじょうぶですよ。わたしは、シェルムさんが凄いってわかっていますから」

「そうだぞシェルム。私は、勇者たちのなかで、お前のことが一番好きだ！」

　ぐすん、ふたりは優しいなぁ……あと、自分で言って赤面しているエクレが可愛かわいい。

「あの、シェルムさん」

　そこへ、ロリリストたちが集まってきた。

「シェルムさんて、毒魔法使えば簡単に相手を殺せるんですよね？　なのになんで麻ま痺ひ魔法や睡眠魔法ばっか使うんですか？」

「え？　だって別に殺す必要ないじゃん？　殺す必要があるなら全然殺すけどさ、抹殺命令出てないなら捕虜にして情報とか聞きだしたほうが得だし……」

　それだけ言って、また俺はひざを抱えて泣き続けた。

　その直前、ロリリストたちが妙に真剣な顔をしていたのが、ちょっと気になった。

　あと、俺を抱き寄せるエクレの力が強すぎて、ちょっと痛い。


　　　　◆



　その日の夜。戦後処理と町の復興作業もあり、ミレイユの町に泊まることになった。

　俺はと言えば、割り当てられた部屋のベッドで、ぐったりとしていた。

　結局、活躍は何ひとつ認めて貰もらえず、かつてない徒労感で何もする気が起きなかった。

　死の山脈で師匠と過ごした日々はなんだったのだろう？

　今夜は、涙で枕を濡ぬらすことになりそうだ。

　そう思い、枕に顔をうずめようとすると、ドアがノックされた。

「シェルム、入ってもいいか？」

「エクレ？　ああ、そういえば、戦いが終わったら大事な話がどうとか言ってたね」

　ドアが開き、神妙な雰囲気をまとったエクレが入ってくる。

　まるで、何か重大な告白を控えているときのようだった。

「うむ。そのだな、どうしてもシェルムに、伝えたいことがあるのだ」

「伝えたいこと？」

　頷うなずいて、エクレは意を決して口を開く。

「私は、百ゆ合りではないんだ！　レームのことは好きだが、そういう意味ではない！」

　な、なにを言っているんだ急に。意味がわからなくて、俺は混乱してしまう。

「だって、エクレはレームが目当てでうちに住んでいるんだろ？」

「それが誤解なんだ。今夜は、その証明に来たんだ。私が、男が好きだという……」

　そう言って、エクレはおもむろに、服を脱ぎだした。

　薄手の寝間着を一枚脱げば、あとはもう、ナイトブラとショーツだけだ。

　その姿に心臓が跳ね上がり、それを皮切りにしてどんどん鼓動が高まっていく。

　月明かりだけが頼りの暗い室内では、詳しいことはわからない。

　それでも、エクレの身に着けている下着が、すごく、すごくセクシーなものであることはわかる。具体的には、布地面積が少なくて、なのに、いらない布というか、ヒモやレースがついている。

　流石さすがは貴族、と言ったら偏見だけど、レームの飾り気がない、純白のショーツとは違う。ショーツというか、パンティという単語を使いたくなる、派手なデザインだ。

　こうしてみると、エクレが持つ、メロン大のおっぱいの破壊力がよくわかる。

　ブラは、エクレの豊乳を半分程度しか隠していなくて、たわわに実った果実が、俺を誘惑してくる。

　マンサーは牛チチとか馬鹿にしていたけど、牛チチのどこが悪い。素敵じゃないか。

　そう思った矢先、エクレはブラの肩ひもを、一本外した。

「[image: ]っ!?」

　心臓の鼓動が倍に高まる。さらにもう一本も外され、鼓動の激しさは三倍だ。

　そしてエクレが両手を背中に伸ばして、パチン、という音が鳴った直後。ぱさり。

「ほあっ!?」

　エクレの、豊麗な乳房が俺の前に晒さらされた。月明かりだけが頼りのせいでよく見えない。

　でも、形はわかる。下着に隠されない、エクレの豊乳の、本来のラインがわかる。

「なぁシェルム。私が百合だったら、男の部屋に来て、こんなことはしないぞ？」

　エクレの息が荒い。熱い吐息が俺の顔にかかり、魅了魔法をかけられたように、頭もぐらぐら茹ゆだっていく。ブラから解き放たれ胸はサイズアップして、メロンより大きかった。

　俺が好きなのはティエラ様なのに、男の本能が、ぐいぐいエクレに惹ひかれていく。

　おっぱい！　おっぱい！　エクレのおっぱい！　大きくて、たわわで、メロンよりも大きな、両手でも余ることうけあいの、巨乳を超えた豊乳!!

　エクレよりも大きなおっぱいなんて、それこそティエラ様ぐらいのものだ。つまりは、人を超えた女神の領域だ。

　エクレよりも大きな胸の人間なんて見たことがない。つまり、エクレは人間の限界点に達しているのか!?　とか、よくわからない思考が頭を駆けめぐった。

　その直後、エクレの両手がパンティの左右を飾る腰ひもをつまんでいることに気付いた。

　とある期待と、まさかな、という期待を裏切られたときの保険がせめぎ合う間もなく。

　ススゥ──　ひゅるん　ふぁさ……。

「ッッッ!?」

　心臓の鼓動の激しさは、五倍にまで跳ね上がった。

　ショーツが、パンツが、パンティが、エクレの一番大事で、将来を誓い合った旦那様にしか見せてはいけない聖域を隠す最終防衛ラインが、あっという間に解かれた。

　例によって、暗くて見えないけどそんなことは些さ細さいな問題だ。

　大事なのは、エクレが俺の目の前で全裸になっているという事実だ。

　月明かりだけが頼りであるが故に、より想像力をかきたてられる。

　頭のなかが、想像上の裸でいっぱいになる。もう、いかにしてエクレとの合併交渉を成功させるか、ということしか考えられない。

　が、寸前のところで、俺のチキンな部分が、否いな、紳士的な部分が機能した。

「だ、駄目だエクレ！　これ以上されたら、俺！」

「なら、認めてくれるのか？　私は百ゆ合りなんかではない。ちゃんと、男に興味があると」

　エクレの声が、僅かにはずむ。

「認める！　エクレは男にもちゃんと興味がある、百合じゃなくて男女両刀なんだろ！」

　エクレの吐息が冷めきった。

「ん？　どうかしたのエクレ？」

「……いや、なんでもない…………」

　エクレの声は、絶望に満ち満ちていた。すると、

「あれ？　ふたりとも何しているんですか？　暗いなぁ、えい、全域照明魔法」

　レームの声と同時に、部屋が真昼よりも明るく照らされた。天井、壁、床のすべてが光る。そんな、一切影のできない世界のなかで、エクレは全裸で立っていた。

　俺とエクレの呼吸が同時に止まる。




　エクレの身体からだは……すごかった。すごすぎた。メロンよりも大きな豊乳は、裸のままでも垂れることなく重力に逆らい、黄金の曲線を引いている。その頂点で、ツンと自己主張する桃色は程よく大きめで、だけどおっぱい全体の大きさからみれば、むしろ小さくて愛らしい。そこまでふくよかなお乳を持ちながら、綺き麗れいなおへそがチャームポイントのウエストはグッと引き締まり、豊ほう穣じよう過ぎるおっぱいとお尻の発育ぶりを強調していた。

　エクレが凄すごいのは身体のラインだけじゃない。シミひとつない、真白い肌はきめ細かく、産うぶ毛げも生えていないつるつるの肌が、首から下のすべてを余すとこなく覆っている。

　おっぱいや、正面からでもボリュームのわかるヒップだけでなく、エクレは全身すべてが魅力的だ。加えて、おへその下の下腹部、さらにその下では、エクレのもっとも死守すべき部分が、無防備なままになっている。頭のなかで、ティエラ様とエクレ、ふたりの裸体を比べて結論を出す。エクレの身体は、女神に匹敵すると!!




「ふぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお[image: ]」

「うわぁあああああああああああああああああああああ[image: ]」

　俺の鼻から体中の血という血が絞り尽くされ、エクレは全身を桜色に染めながら、両手で股間を隠した。左右から腕に挟まれたおっぱいが、さらにボリュームアップして、俺の視界を攻撃してくる。おっぱいの表面が激しく波打つ。

　大きなおっぱいは全体が揺れるだけでなく、表面まで波打つという知識が増えた。

　このまま見るのは悪いかと思い、俺は歯を食いしばりながら視線をレームに移した。が、

「レーム！　なんていう格好だ！」

　エクレの指摘通り、レームは布団のシーツを被かぶっていたようだけど、それは落ちて、かなりセクシーなネグリジェ姿を見せていた。

「これは、前の職場でメイドさんたちがくれた、男性を元気づけるアイテムです！　それよりエクレさんなんて裸じゃないですか！　わたしにはダメって言ったのにずるい！」

　レームはぷりぷり怒りながら、エクレのことをぽこぽこ叩たたき始める。

　それを防ごうとして、エクレは両手でガードするけど、そうするとまた大事な部分が丸見えになってしまう。

「しまっ」

　エクレは慌てて、また体を隠そうとする。でも、レームがそれを許さない。レームはエクレの両腕をつかみ、すっかり興奮している。

「わたしにはダメって言っておきながら自分だけ抜け駆けするなんて！　ちゃんと理由を聞かせてください！」

「離してくれ！　隠せない、おっぱいが、大事な部分が！　いまは本当になにもかも全部丸見えなんだ！　パンツも穿はいていないんだぞ！　せめて下だけでも隠させてくれぇ！」

「むぅううう！　言い訳は聞きたくありません！」

「揺らさないでくれ！　揺れるから。シェルムに、揺れているところを見られてるぅ！」

　もう顔どころか全身が茹ゆだったように赤く、耐え切れなくなったエクレは、思い切り腕を上げ、レームを振り切ろうとした。でも、彼女は自分のパワーを忘れていたらしい。

「あっ」

　エクレの見上げた先、天井へとレームはカッ飛び、めり込んだ。「きゅ～」と小動物のような声を上げてから、レームは床に落ちて痙けい攣れんする。

　その光景に、エクレは頭を抱えて背を反らし、天を仰いだ。

「レ、レームを守るどころか傷付けてしまったぁ！」

　当然、この間、エクレはずっと全裸なわけで、俺はとうとう最後の一滴を鼻から噴き終わり、意識を失った。

「うわぁっ、シェルムまで！　何な故ぜだ、何故私はみんなを傷付けてしまうんだぁ！」

　出血多量で現世が遠ざかり、冥府の師匠の顔が数秒だけ見えた。師匠は、俺のぬいぐるみにキスをしながらお風呂に入っていて、ちょっと照れる。

　その晩の夢には、全裸のエクレが出てきた上に、エクレに土下座したい程の淫夢だった。

　そしてその夢は、一週間毎晩続いて、目覚めの俺を悶もん々もんとさせたのだった。






エピローグ






　数日後。神都に戻った俺は、屋敷のリビングのソファに突っ伏し唸うなっていた。

　師匠と一年間、死の山脈にこもり修業をしたのに、ゾンビも倒せない。まさか世間の言う通り、本当に状態異常魔法は使えない、三流魔法なのか？

「うぅ、状態異常魔法も鉄拳も効かないんじゃ、ゾンビなんて倒しようがないじゃん」

　そうして悶もだえ苦しんでいると、レームの可愛かわいい声が降ってくる。

「なんで鉄拳が効かなかったんですか？」

「え？　そりゃ、ゾンビは肉がやわらかいから腕刺さるだけだし、人間サイズなら倒せるけど、デカイのには、ただ小さな刺し傷作るだけで効かないんんだよ」

　レームは人差し指をあごに添え、お人形さんのように、きょとんと首をかしげた。

「あれ？　じゃあ、その手みたいに石化魔法か鋼鉄化魔法で動きを止めちゃえばいいんじゃないですか？　それに石にしちゃえば鉄拳で砕けると思いますし」

「その手があったぁあああああああああああああああああああ!!」

　死にたくなった。直前にゴーストと戦ったせいで、死んだ奴やつには状態異常魔法は効かないという先入観があった。でもゾンビには肉体があるから、石化魔法で無力化できる！

　つまり、悪いのは状態異常魔法ではなく、俺の頭だ。悲しすぎて涙が止まらない。

「…………あの、男の人って、女の人の胸で元気になるんですよね？」

　突然の爆弾発言。レームは頬ほおを染めると、巨乳の下で腕を組み、大きな胸を差し出す。

　俺の視線は自己主張するお胸様に釘くぎ付づけになり、ツバを飲んだ。

「シェルムさん、あれからずっと元気ないので、もしよければ……」

「それはダメだレーム！」

　エクレがどこからともなく飛んできた。

「え？　胸で元気になるって嘘うそなんですか？」

「嘘ではない。嘘ではないが嘘ではないがゆえにダメなのだ！」

「意味がわかりません」

「えーっと、そうだ、胸なら私のほうが大きいから使うなら私の胸にしろ！」

　エクレがおっぱいの下で両腕を組むと、貫かん禄ろくの豊乳様が跳ねはずんだ。俺の視線は、エクレの胸に強奪された。

「あうぅ、そうですよね……わたしの胸なんて中途半端に大きいですから。大きい好きには物足りなくて、それ以外の人には大きすぎる。なんて役に立たない胸でしょう」

「ぐあっ、私のせいでレームが傷付いてしまった……」

　また、エクレが頭を抱えてショックを受ける。その手には、気になるものがあった。

「おいエクレ、その手紙はなんだよ？」
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「む、おう忘れるところだった。これはリブラ王国の裁判所からの召喚状だ。先程城から預かってきた」

「なんでだよ！　エーデルが王太子で傷付けたら国際問題になるからって、慈愛と慈悲の心で一滴の血も流さず暴力も振るわず平和的に解決したはずだぞ！」

「そうですよ！　シェルムさんがエーデルさんにどんな迷惑をかけたっていうんですか！」

「ふむ。召喚状によるとだな。リブラ王国の王が……なんでも息子がハゲて不能になった理由について釈明して欲しいらしい」

　俺の額から汗が溢あふれ、真一文字に結ばれた口を開ひらけなくなる。

「あと最近、エーデル王子は痛風気味らしいぞ」

　そういえば、プリンアラブルンデ、ここぞとばかりに連発しちゃった……。

「俺、死刑じゃね？」

「ご安心を!!」

　声は屋敷の外からだった。

　三人で外に出ると、屋敷の前には、共にミレイユの町を救ったロリリストたちと、エーデルとの戦いで俺を応援していた、アンチイケメン軍団がそろっていた。

「我らが救世主シェルム様は我々が必ずお守りします!!」

「そうです、シェルム様にはロリデインを極めてもらわなくては困ります!!」

「イケメンリア充エーデルめ、シェルム様を亡きものにしようとしているに違いないぜ!!」

「お前らなんでいるんだよ!?」

　エクレが思い出したように説明する。

「召喚状を持ってきた使者が、大声で叫んでいたからな」

「そこで我ら、シェルム様近衛このえ兵へい団が駆け付けたというわけです!!」

「いつできたそんな兵団!?」

　俺を無視して、非モテ野郎たちは叫ぶ。

『うぉおおおお!!　世界をロリで満たすためにぃいいいい!!』

『イケメンを爆発させるためにぃいいいいいいいいいいい!!』

「みなさん、シェルムさんのためにありがとうございます」

「よし、我々でシェルムを守るぞ」

「お礼なんていいですよ、レームさんにエクレさん」

「そうですよ、俺らは当然のことをしているだけです」

　レームとエクレは、早くも兵団に馴な染じんでいた。

　あぁ、何な故ぜだろう……野望通りすごく支持されているのに、少しも嬉うれしくない……。

　こうして、俺はリブラ王国へと行くハメになった。すべては、王子がハゲの不能で痛風持ちになった理由を説明するために……。






あとがき



　わたくし鏡かがみ銀ぎん鉢ぱち、今回は初のオールギャグです。

　前作の『俺たちは空気が読めない』もギャグですが一巻も二巻もなんだかんだで最後はヒロインを救うために熱血する熱い話でしたが今作は熱血ナシ。最初から最後まで徹頭徹尾ギャグです。今までにない、鏡銀鉢の新境地です。熱血を使わずに小説を書き上げる。鏡銀鉢も成長したのです。今までのどの作品とも全く違う鏡銀鉢新境地！　あそーれ新境地♪ったら新境地♪　ヒロインのバスト比較↓

　一作目『忘却の軍神と装甲戦姫』巨乳

　二作目『独立学園国家の召喚術科生』爆乳

　三作目『俺たちは空気が読めない』豊乳

　本作　レーム巨乳　エクレ豊乳　ティエラ爆乳

　………………新境地ッ!!　あ、そーれ新境地!!　誰が何と言おうと新境地ったら新境地!!（勢いで誤ご魔ま化かそうとする見苦しい作家）

　何を言いますか。貧乳もとい品乳、さらにもとい幼乳ポジならみんな大好き、一家に一人は欲しい幼女、正義のハルディス様がいるではないですか。

　貧乳は希少価値でステイタス！　ならば貧乳キャラはポンポン出すものではなく、巨乳キャラ達のなかに一人だけ、オンリーワンであるべきなのです！

　私はひとりの作家としてこの黄金律を皆様に伝えたい！

　反論は受け付けるので二次元コードの感想欄に書き込むように!!

　びしぃ！（拳を突き上げる音）

　ところで話は変わりますが、本作を執筆中、クラシックレコードとセットになっている解説本を読んでいると『豊麗な音』という表現に出会いました。豊麗、豊かで麗しい。なんて素敵な響きでしょうか。国語辞書によると、肉付きが豊かで美しい女性に対して使う言葉のようですが、豊かで麗しいとは、おっぱいを表現するのにも良さそうです。

　本作ではエクレのおっぱいを豊麗な乳房としました。

　ところで鏡銀鉢作品では前作の『俺たちは空気が読めない』から、爆乳かつ美乳のおっぱいを極上の乳、極乳と表現しており、本作でもティエラのおっぱいを極乳としていますが、豊麗でもひとつ作りたいところです。しかし豊麗乳『ほうれいにゅう』は語呂がよくない。そこで読者諸君に問いたい！　『豊麗乳』『豊麗バスト』『豊麗カップ』『豊麗おっぱい』『豊麗乳房（ほうれいちぶさ）（ほうれいにゅうぼう）』

　どれが一番君らの魂にジャストミートするかな！　望もち月づきしいな先生渾こん身しんのイラストをじっくり鑑賞して決めてから二次元コードの感想に是非書き込んでくれ!!

　そして最後にこれだけは言わせて欲しい!!

　鏡銀鉢作品への感想では、自分を飾る必要なんてないんだ!!





電子書籍特典　書き下ろし短編

『貧乳巨乳論争！　バッドステータスはどっち？』





　冥界、そのハルディス師匠の城で、今日も俺は状態異常魔法のレッスンを受けていた。

「ではシェルム、今日も状態異常魔法の完成型、絶望魔法の奥義を伝授しようじゃないか」

「はい、師匠」

　きちんと椅子に座って、俺は背筋を伸ばした。

「本日教える絶望魔法は、巨乳化魔法、その名もムダチチーネだ！」

　絶句したまま、一瞬、思考が停止した。無駄乳？

「あの、師匠……それはどちらかと言うと付加魔法なんじゃ──」

「たわけ者！」

　俺に最後まで喋らせない、凄味を帯びた鋭い声だった。

「乳がデカイと重くて動きにくくてスピードは落ちるし、当たり判定は大きくなるし弓矢は撃てないし剣も振りにくいし肩は凝る。どう考えてもバッドステータスじゃないか！　フフン！　それに比べておしとやかでつつましい品乳は軽くて動きやすいし装備に制限はないし肩も凝らない♪　品乳こそ至高、品乳こそ珠玉の乳♪　ヒン乳は貧しい乳ではなく品格のある乳！　それがただ一つの真実さ！」

　途中からは上機嫌に饒舌にまくしたてる。師匠は腰に手を当て背を逸らして、ぺたんこなお胸を得意げに突き出しながらドヤ顔を見せた。

　あまりの自信たっぷりぶりに、俺は何も言えなかった。

「ほら、やり方を教えるから、私にかけてみたまえ」

「あ、はい」

　言われるがまま、俺は師匠のレクチャーを受けてから、騙されたと思ってやってみる。

「ムダチチーネ！」

　俺の手から放たれた光を浴びると、師匠のドレスの胸元がみるみる膨らみ、ぷるんと震えた。そのまま、師匠は見事なロリ巨乳様へと仕上がった。

「成功だね。流石は我が弟子。それとも、巨乳の私を見たくて必死だったのかな？」

「ヴぇ!?　いやあのその！」

　繊細な思春期のハートを暴かれ、恥ずかしさのあまり、俺は悲鳴をあげたくなった。

「気にしなくてもいい。若い男子が巨乳好きなのは知っている。なんなら、お風呂に入る時は毎日巨乳化してあげようか？　もちろん、手に石鹸を取り、私の胸を丹念に洗うのは、君の仕事だよ」

　前かがみになりながら、師匠が両腕でおっぱいをはさみ込んだ途端、むちむちっとボリュームがアップする。その光景に、俺が別の理由で前かがみになると、師匠は楽しそうにコロコロと笑った。熱く火照る頬を隠すようにうつむきながら、俺は思った。

　やっぱり、師匠には勝てない……。
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